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面積…26.45k㎡

人口…112,719人（前月比 ▲40）

　男…  53,689人

　女…  59,030人

世帯…  49,743

　（平成29年12月31日現在）
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●音声版「声の広報」は市ウェブサイトから
　ダウンロードできます。
●今月の表紙
　春の到来を告げる梅の花。 春は名のみで
寒い日が続きますが、冷たい空気の中、凛と
咲く梅の花の姿に季節がやわらいでいくの
を感じることができます。

　梅のつぼみもまだ堅い２月、子どもたちは３学期も半ばを迎えています。

本市では今年度も、子どもたちに自学自習の場を提供する２つの市独自の

事業を実施してまいりました。「はびきの中学生 study-O」にはこれまでに

東西教室あわせて延べ 1,025 名が参加、また夏休みの小学校で実施した

「はびきの夏スタ！」（全14小学校各２日間実施）には、延べ737名が参加

してくれました。

　情報化やグローバル化が一段と進展する時代、教育のあり方は「より多

くの知識と決まった正解を教え込むこと」から、「自ら思考する力・表現

する力・判断する力をはぐくむこと」への転換が求められています。

　2014年、当時17歳でノーベル平和賞を受賞したマララ・ユスフザイさん

の父、ジアウディンさんは、子どもの育て方の秘訣を尋ねられたときこう

答えたそうです。「私が何かしてあげたのではなく、あることをしなかった

おかげでしょう。彼女の『翼』を切り取らなかった…それだけです。」と。

　これからも、子どもたち一人ひとりが持つ個性、能力を信じ、尊重し、

多様な選択ができる環境づくりを大切にしたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽曳野市長　北川 嗣雄

豊かな人間性をはぐくむために

　 J : COMチャンネルの地域情報番組
「ジモト満載  えぇ街でおま！」の生放送

に出演し、原商工会会長、金銅河内ワ
イン社長らとともに本市の魅力をＰＲ
してまいりました。
　同日 L I C はびきので開催の世界遺産
登録応援イベント「古墳 DE るるる」
と中継を結んだ放送となりました。

関西一円に“羽曳野の魅力”を発信！

・・・・・

夏スタ！ 中学生 study-O
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羽曳野市が 60 歳を迎える平成 31年1月15 日
に向けて、皆さんから応募いただいた「写真」と「メ
ッセージ」を、市ウェブサイトに日替わりで掲載す
る「みんなでカウントダウン」が進行中です。
あなたも一緒に羽曳野市の 60 歳をお祝いしま
せんか？ たくさんのご応募お待ちしております！

＜募集内容＞
 「写真」と「はびきのにまつわるメッセージ」
＜応募資格＞
 市内在住、在勤、在学など、
 羽曳野市にゆかりのある個人またはグループ
 ※応募方法などの詳細は
 　市ウェブサイトでご確認ください。

●問合せ●  政策推進課（市役所本館３階）  ☎ 072-947-3801（直通）   【メール】the60th@city.habikino.lg.jp

●問合せ●  政策推進課（市役所本館３階） 
☎ 072-947-3801（直通）   【メール】the60th@city.habikino.lg.jp

「みんなでカウントダウン」
～掲載写真とメッセージ募集中！～

羽曳野市の 60 歳まであと何日！？

羽曳野　  カウントダウン

詳細は、市ウェブサイトにて
ご確認ください。

【募集テーマ】「四季折々、はびきのの道」
　　　　　　  後世に残したい道の風景を、季節とともに自由に表現してください。
　　　　　　  ※季節ごとの賞「四季賞（春賞・夏賞・秋賞・冬賞）」を設けます。

【応募対象者】　◎絵画部門　高校生以上
　　　　　　　◎写真部門　どなたでも

　　・・・事前告知・・・
平成 31 年１月に羽曳野市が 60 周年を迎えることを記念して、

「絵画・写真コンテスト」を実施します。
作品募集は、【平成 30 年 9 月】を予定しています。
コンテストにむけて、とっておきの作品をご準備ください！

市制施行60周年記念事業「絵画・写真コンテスト」

羽曳野　  カウントダウン

[ 日時 ] 2 月17日㈯12:30 開場 13:00 開演
[ 場所 ] LICはびきの ホールＭ
　講演 1　「肺がん薬物療法の新しい展開」
大阪はびきの医療センター肺腫瘍内科 主任部長  平島 智徳
　講演２　「笑いと健康」～笑いのパフォーマンスをあなたに～
滋賀県立大学 人間看護学部 学部長  甘佐 京子

＜主催＞羽曳野市、大阪はびきの医療センター、大阪府立大学
＜協賛＞羽曳野市老人クラブ連合会、羽曳野市エイフボランタリーネットワーク、羽曳野市民生委員児童委員協議会、
羽曳野市民間保育園連盟、羽曳野市青少年指導員連絡協議会、羽曳野市青少年健全育成推進協議会、羽曳野市Ｐ
ＴＡ連絡協議会、羽曳野市こども会育成連絡協議会、羽曳野市食生活改善推進協議会
＜後援＞一般社団法人羽曳野市医師会、一般社団法人羽曳野市歯科医師会、羽曳野市薬剤師会、大阪府藤井寺保健所、
大阪府国民健康保険団体連合会、一般社団法人大阪から肺がんをなくす会、南河内がん医療ネットワーク協議会

『がん治療最前線とがんを防ぐ生活習慣』
～笑ってめざす 健康寿命～はびきの健康フォーラム

定員 500 人（申込不要）
　　　  費用無料・手話通訳あり

当日会場へお越しください。
どなたでもご参加いただけ
ます。

◆◆◆ 問合せ ◆◆◆

健康増進課
（保健センター）

☎ 072-956-1000

※
イ
メ
ー
ジ

みなさんの1枚お待ちしています！
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* 会場の混雑状況により、早めに相談受付を終了する場合があります。* 会場は大
変混雑しますので、ご自身で申告書を作成してご提出ください。*「申告書等の受付」
及び「用紙の交付」は、17:00 まで行っております。*「すばるホール」では、納
付手続、納税証明書の発行及び相続税の相談は行っておりません。* 会場では、ご
不明な点について質問や確認をしていただき、会場内のパソコンを使ってご自身の
申告書等を作成していただきます。
※会場にお越しの際には、関係書類や前年分の申告書の控え等をご持参ください。
●平成 29 年分の申告期限、納付期限等について

税目など 申告期限 法定納期限 口座振替日
所得税および

復興特別所得税 3 月 15 日㈭
3 期分 3 月 15 日㈭ 4 月 20 日㈮
延納分 5 月 31 日㈭ 5 月 31 日㈭

個人事業者の消費税
および地方消費税 4 月 2 日㈪ 4 月 2 日㈪ 4 月 25 日㈬

贈与税 3 月 15 日㈭ 3 月 15 日㈭
　申告書等は、e-Tax（国税電子申告・納税システム）による送信、郵便や信書便に
よる送付または税務署の時間外文書収受箱への投かんにより、提出することができます。
　国税は、申告した税額等に基づき納税者ご自身で納付の期限（納期限）までに納付
していただく必要があります。
　なお、納付書で納付を行う場合には、納期限までに現金に納付書を添えて金融機関（日
本銀行歳入代理店）または住所地等の所轄税務署の納税窓口で納付してください。 
　納付書は申告会場及び税務署に用意してあります。

[ 開  設  期 間 ] 2 月 16 日㈮～ 3 月 15 日㈭ ※土日を除く、ただし2 月18 日㈰、25 日㈰は開設
[ 開  設  時 間 ] 9:00 ～ 17:00
[ 相談受付時間 ] 9:00 ～ 16:00 ご注意ください！

[ 所在地 ]
　富田林市桜ヶ丘町 2 番 8 号
[ 交　通 ]
　・近鉄長野線川西駅から徒歩 8 分
　・南海小金台 2 丁目バス停から徒歩 8 分
　・近鉄富田林駅からレインボーバス

「すばるホール」で下車
[ 問合せ ]
　富田林税務署 ☎ 0721-24-3281（代表）

※上記番号は自動音声によるご案内で
す。アナウンスに従い操作してくだ
さい。なお、「すばるホール」会場では、
電話による問い合わせはお受けでき
ません。

●医療費控除について
　平成 29 年分の確定申告から、医療費控除を受ける場合、領収書の提
出の代わりに「医療費控除の明細書」の添付が必要となりました。
　詳しくは、国税庁ホームページ「平成 29 年分確定申告の医療費の明
細書添付義務化のお知らせ」をご確認ください。

●マイナンバー ( 個人番号 ) について
　税務署に申告書等を提出する場合は、
個人番号（マイナンバー）を記載して
いただくことになります。
　その際に、本人確認書類の提示また
は本人確認書類の写しを申告書等に添付していただく必要があります。

【 本人確認書類について 】
①個人番号カード （マイナンバーカード）
②通知カード + ③運転免許証、健康保険証など

※郵送により提出する場合には、上記①または②③の写しを添付してください。

●確定申告書の作成・提出について
　国税庁ホームページ「確定申告等作成コーナー」にて申告書を作成す
ることができますが、タブレット端末やスマートフォンでも申告書作成
ページの利用ができます。

○自動計算で、いつでも申告書が作成できます。
○コンビニエンスストアなどのプリントサービスを利用して申告書を

印刷できます。
○印刷した申告書を郵送すれば、税務署に出向く必要がありません。

所得が「給与・公的年金」のみの方は必見！！
　給与所得者または公的年金所得者の方向けの申告書作成画面は、初め
ての方でも操作がしやすい画面となっていますので、是非ご利用ください。
詳しくは、ホームページの「よくある質問」をご覧ください。

国税庁ホームページ　　作成コーナー　　検索

● e-Tax のご利用方法
国税電子申告・納税システム「e-Tax」は、自宅やオフィスなどから

インターネットを利用して、所得税及び復興特別所得税、消費税及び
地方消費税、贈与税などの申告ができます。また、ダイレクト納付や
インターネットバンキングによる納付もできます。

また、「e-Tax」を利用して所得税及び復興特別所得税の確定申告を
行っていただきますと
①添付書類（給与・年金所得の源泉徴収票等）の提出省略②還付がス
ピーディーなど、書面による申告に比べてメリットがあり、大変便利
なものとなっております。

詳しくは、e-Tax ホームページ（国税庁、 e-Tax 又は確定申告で検索）
をご覧ください。
※ e-Tax の利用に際しては、マイナンバーカードとＩＣカードリーダライタの事前準

備が必要です。

●ふるさと納税ワンストップ特例制度
同制度は、ふるさと納税先の自治体数が 5 団体以内の場合に限り、

ふるさと納税を行った自治体に「寄附金税額控除に係る申告特例申
請書」を提出することにより、所得税の確定申告（または住民税の
申告）を行わなくても所得税の寄附金控除相当分を含めて住民税か
ら税額控除されるという制度です。
　次の①または②に該当するときは、ふるさと納税に係る寄附金控除
の額を記載した確定申告書の提出が必要となります。 

①６団体以上の自治体へ寄附した場合
②確定申告書または住民税申告書の提出をした場合。

●年金所得者の申告手続の簡素化について
　公的年金等に係る雑所得を有する方で、公的年金等の収入金額が
400 万円以下であり、かつ、公的年金等以外の所得金額が 20 万円以
下の場合には、確定申告が不要となります。
（注１） この場合であっても、医療費控除などによる所得税及び復興特別所得税の還

付を受けるための確定申告書を提出することができます。
（注２） 所得税及び復興特別所得税の確定申告が不要となった場合でも、各種所得控

除を受けるためには、住民税の申告が必要となる場合があります。 

富田林税務署 ☎ 0721-24-3281
からのお知らせ

所得税（及び復興特別所得税）・消費税（及び地方消費税）・贈与税の申告相談について

2月16日㈮ 開設

◆
申
告
書
作
成
会
場
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す
ば
る
ホ
ー
ル
」

（注１）申告書の提出後に納付書の送付や納税通知書等によるお知らせはありません。
（注２）納付が納付期限に遅れた場合又は残高不足等により口座振替ができなかった
場合には、法定納期限の翌日から納付日までの延滞税を併せて納付する必要があります。

確定申告会場は
「すばるホール」
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●市・府民税の申告について
　平成 30 年度の市・府民税の申告を受け付けます。郵送による提出も可能です。（市・府民税の申告書が届いた方は、同
封のしおりを封筒としてご利用いただけます。）
[ 受付期間 ] 2月16 日㈮ ～ 3 月15 日㈭  ※㈯㈰を除く　9:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:30
[ 受付会場 ] 市役所本館 1 階ロビー　[ 郵送先 ] 羽曳野市役所　税務課市民税担当宛
①　申告に必要な書類等を必ずご持参ください。（例）給与の源泉徴収票、年金の源泉徴収票、生命保険の控除証明等
②　医療費の申告をされる方について　合計額計算及び明細書のご準備をお願いします。
　市・府民税に関連した各種証明書発行や、国民健康保険証・後期高齢者医療被保険者証などの交付、介護保険料・保育園
及び幼稚園の保育料の算定などに申告が必要です。
　また、申告書が届いた方で平成 29 年中に無職、無収入の人も申告にご協力ください。
　ご自分で作成された確定申告書は、市・府民税の申告期間中、市役所本庁 1 階ロビーの受付会場でお預かりし、富田
林税務署へお届けします。

◆申告しなければならない人◆
　本市在住（平成 30 年 1 月 1 日現在）で、平成 29 年中において次の要件に該当する人。

・営業、農業などの事業を営んでいる人 ・大工、左官などの日雇いで所得のあった人
・生命保険、集金などの外交員で報酬のあった人 ・家賃、地代などの所得があった人
・給与所得者で 
　①勤務先から給与支払報告書が提出されていない人
　②給与以外の所得があった人
　③ 2 箇所以上からの給与の支払を受けていた人

・公的年金受給者で
　①年金以外の所得があった人
　②各種所得控除を受けようとする人

羽曳野市ウェブサイトより個人住民税の市・府民税申告書が作成できます。
　羽曳野市ウェブサイトにて申告書の作成及び住民税の試算、ふるさと納税（寄附金控除）の試算を行うことができます。
　作成された申告書に必要事項を補記していただき、必要書類とともに郵送または持参いただくと、市・府民税申告を
行うことができます。申告を行われる方はぜひご利用ください。

市・府民税申告書について
　平成 29 年度に市・府民税の申告をされた方を対象に、平成
30 年度市・府民税申告書を順次発送いたします。
　前年の市・府民税申告がなく平成 30 年度市・府民税申告を
希望される方は、次の方法で申告書を取得してください。

・税務課窓口、支所または申告会場へ来庁
・羽曳野市ウェブサイトより申告書をプリントアウト
・郵送　※郵送をご希望の方は、お問い合せください。

●償却資産の申告はお済みですか？　= 平成 30 年度　申告書提出期限 … 平成 30 年 1 月 31 日㈬ =
　償却資産の所有者で、申告書が未提出の方は、早急に提出してください。

＜問合せ＞税務課 固定資産税担当　☎ 072-958-1111  内線 1550・1551
●ミニバイクなどの異動申告
　軽自動車税は、4月1日現在登録されている所有者（使用者）に課税されます。バイクや軽自動車などを廃車や譲渡したり、
所有者が転出したりするときは、表の区分により手続きしてください。（4 月 2 日以降の廃車や譲渡には平成 30 年度の
軽自動車税がかかります。ご注意ください。）
　なお、3 月下旬は窓口が大変混雑することが予想されますので、廃車などの手続きは比較的空いている 3 月中旬までにお
済ませください。

申告区分 受付場所 必要な書類など

原動機付自転車
（ミニバイク） 市役所税務課（8 番窓口）

販売証明書または申告済証・ナンバープレート・印鑑（名義変更
の場合、新・旧）・届出者の本人確認書類（免許証等）・委任状（所
有者と同居でない方が来庁される場合）

軽二輪
小型二輪など

近畿運輸局 大阪運輸支局　和泉自動車検査登録事務所
（和泉市上代町官有地）☎ 050-5540-2060

検査証または届出済証、ナンバープレート、印鑑、住民票、自賠
責保険証明書など　※詳しくは左記事務所にてご確認ください

軽自動車 軽自動車検査協会　大阪主管事務所和泉支所
（和泉市伏屋町 1 丁目 13 番 3 号）☎ 050-3816-1842

検査証、ナンバープレート、印鑑、住民票など
※詳しくは左記事務所にてご確認ください

※一部の三輪・四輪の軽自動車は、平成 30 年度から税率が変わります。詳しくは、市ウェブサイトをご確認ください。
◆ミニバイクなどの盗難にあった場合は、ただちに警察署へ盗難届を出すとともに、市役所税務課にも届け出てください。

＜問合せ＞税務課 総務担当 ☎ 072-958-1111 内線 1570・1571

市府民税、軽自動車税（ミニバイクなど）、償却資産の申告など

※税務署の確定申告を必要とする人や勤務先から給与支払報告書が提出されている人、ふるさと納税のワンストップ特例制度
を適用されている人は必要ありません。

※ワンストップ特例制度を適用されている場合であっても、医療費等があり、確定申告を行う場合は、ふるさと納税寄附分（ワ
ンストップも含む）も併せて申告をする必要があります。

＜問合せ＞税務課 市民税担当　☎ 072-958-1111 内線 1520・1530・1580

羽曳野市　税額シミュレーション で検索
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LICウェルネスゾーン

■プログラム・スケジュール表　　  （　午前のプログラムは65歳以上の方対象、□午後のプログラムは40歳以上の方対象）

■プログラム紹介

月時 間 火 水 木 金

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週２回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

ラララフィット〈膝強化コース〉
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

サーキットトレーニング
フリータイム

定員30名 12：35～14：00

サーキットトレーニング
フリータイム

12：35～14：00

サーキットトレーニング
フリータイム

15：10～17：00

サーキットトレーニング
フリータイム

12：35～17：00

骨盤体操〈骨盤底筋〉
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

ラララフィット〈腰強化コース〉
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

頭と体の若返り体操
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

メタボサーキット
（週2回コース） 定員15名

14：10～15：40

メタボサーキット
（週2回コース）
14：10～15：40

ラララサーキット ライト
（週1回コース）定員15名

11：20～12：20

9：00

9：30

10：00

10：30

11：00

11：30

12：00

12：30

13：00

13：30

14：00

14：30

15：00

15：30

16：00

16：30

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週1回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週２回コース）
9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週1回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週1回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

ヨガ
（週1回コース） 定員20名

15：50～16：50

コンディショニングプログラム
（週1回コース） 定員20名

15：50～16：50

ピラティス
（週1回コース） 定員20名 

12：35～13：35

ノッテヨガ
（週1回コース） 定員10名

 13：50～14：50
10 -1 10 -2

2 1 -21 3 4

5

11

16 16

16
サーキットトレーニング

フリータイム
14：00～17：00

16

1612 リラックスストレッチ
（週1回コース） 定員15名 12：35～13：35

15

13

14

6 7 8 9

-1

２018年4月期（4月～6月）

受 講 生 募 集

笑顔で楽しく健康に！

健康づくり・介護予防のため、ミズノが独自に開発した“ラララサーキット”など多様な
プログラムを展開。受講修了後もフォローアップ事業により修了者をサポートします。

＜問合せ＞ ● LIＣウェルネスゾーン ☎072-958-0711　●地域包括支援課 ☎072-947-3825（直通）

往信用（表） 返信用（表）返信用（裏） 往信用（裏）
①住所
②氏名
③フリガナ
④性別
⑤生年月日
⑥H30.4.1現在の年齢
⑦電話番号
⑧申込みたい
　プログラム番号
 （1～16から第2希望まで）

住
所

氏
名

（
申
込
む
方
の
）

注
意

返
信
は
が
き
の
裏
面
は

何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

大
阪
府
羽
曳
野
市

　
　
　
　
　軽
里
1-

1-

1

L
I
C
は
び
き
の
内

L
I
C
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ゾ
ー
ン

583-0854 郵便番号62 62

 対 象  40歳以上の羽曳野市民の方。
※ただし、医師から運動制限を受けている方
　およびご自身で来所できない方はご利用いただけません。
　午前のプログラム→ 65歳以上（Ｈ30.4.1現在）の方
□午後のプログラム→ 40歳以上（Ｈ30.4.1現在）の方
 申込期間    2月1日㈭～2月19日㈪
　　　　　  ※2月19日㈪消印有効
 申込方法   往復はがきで申し込み
・お一人様一口のみ。多数の場合は抽選
・消せるボールペンは使用不可
・受講者の決定は、3月初旬にお知らせ
※申込のキャンセルは2月末
　までにご連絡ください。

＜抽選時の優先順位は次のとおり＞
①LICウェルネスゾーンを初めて利用する方
②受講履歴があり、新たに未受講のプログラムを希望する方
③受講履歴があり、再度同じプログラムを希望する方

3カ月で 1クール。3カ月ごとに募集。

□1 ラララサーキット
　　　　  （週 2 回コース）

□2□3□4 ラララサーキット
　　　　  （週 1 回コース）

□6□8 ラララフィット
　　　＜⑥腰強化コース＞
　　　＜⑧膝強化コース＞

□9 骨盤体操＜骨盤底筋＞□5 頭と体の若返り体操 □7 ラララサーキットライト

□10 メタボサーキット
　　　　  （週 2 回コース）

□11 ヨガ □13 ノッテヨガ□12 ピラティス □14 コンディショニング
　　　　　　  プログラム

□15 リラックスストレッチ

□16 サーキットトレーニングフリータイム（定員 30 名）

マ
シ
ン
と
グ
ッ
ズ
を
使
い
、歩
行
・

バ
ラ
ン
ス
能
力
や
関
節
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

マ
シ
ン
と
グ
ッ
ズ
を
使
い
、歩
行
・

バ
ラ
ン
ス
能
力
や
関
節
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

腰
周
り
・
膝
を
強
く
し
た
い
方
に

お
す
す
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

老
化
と
共
に
低
下
し
や
す
い
骨
盤

底
筋
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。

頭
で
考
え
な
が
ら
体
を
動
か
す
。

脳
と
身
体
の
両
方
に
、
同
時
に
刺

激
を
与
え
る
体
操
で
す
。

左
右
の
上
肢
・
下
肢
を
複
合
的
に

動
か
し
、
脳
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し

ま
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
、
ア
ロ
マ
の

香
り
等
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら

体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

二
の
腕
を
細
め
た
り
、
体
幹
や
脚

力
な
ど
を
強
化
す
る
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
系
の
道
具
を
使
い
、
姿

勢
を
保
ち
な
が
ら
ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ

を
行
い
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
に
加
え

て
、
呼
吸
法
に
意
識
を
持
ち
、
心

身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
ま
す
。

有
酸
素
運
動
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
組
み
合
わ
せ
。※

市
の
特
定

保
健
指
導
を
受
け
て
い
る
方
優
先

本
来
あ
る
べ
き
骨
格
の
状
態
に
体

を
リ
セ
ッ
ト
し
、
し
な
や
か
で
強

い
体
を
つ
く
り
ま
す
。

マシンと足踏み等を組み合わせたトレーニング。
フリータイム登録者および各プログラムの受講者が利用できます。※利用前に初回講習会（要予約）の受講が必要です。

※

平
成
29
年
6
月
よ
り
往
復
は
が
き
料
金
が

104
円
↓

124
円
に
変
更

※

旧
往
復
は
が
き
の

使
用
は
10
円
切
手
の

貼
付
を
お
忘
れ
な
く
。

※

旧
往
復
は
が
き
の

使
用
は
10
円
切
手
の

貼
付
を
お
忘
れ
な
く
。

 費 用   無 料

LICウェルネスゾーン
   ウェブサイト →→



7−はびきの　2018.2.1−

～多世代交流プログラム～ 
LICウェルネスゾーン

inLICはびきの
3月18日㈰特

企 画
別

●LICウェルネスゾーン 
　☎ 072-958-0711（平日 9:00 ～17:00）
●地域包括支援課 
　☎ 072-947-3825（平日 9:00 ～17:30）

①ボルダリング
　ロープを使わずに低い岩や岩
壁を登る今人気のクライミングで
す。色の付いた「ホールド」と呼
ばれる突起物で手軽にクライミン
グを楽しむことができます。全身
を上手く使って登るので筋力・握
力のない方でも大丈夫です。
[ 時間 ] 10:00 ～15:00　[ 場所 ] LIC はびきの アトリウム
[ 対象 ] 年少～小学生 ※保護者の同伴が必要
[ 定員 ] なし（予約不要）  [ 費用 ] 無料  

③ LIC ウェルネスゾーン体験
　市民の健康づくり・介護
予防のため、ミズノオリジ
ナルプログラムを展開してい
ます。機能性グッズを使っ
た介護予防の体験会を実施
します。
●●一般開放●●
[ 時間 ] 10:00 ～15:00
[ 対象 ] 年齢制限なし、
　　　  どなたでもご利用いただけます。
[ 定員 ] なし（予約不要、入場制限あり）
[ 費用 ] 無料　　[ 持物 ] 室内シューズ

●●ラララサーキットショートレッスンタイム●●
[ 時間 ] ①10:30 ～10:45　②11:30 ～11:45
　　　  ③13:30 ～13:45　④14:30 ～14:45
[ 対象 ] 40 歳以上で医師から運動制限を受けていない方
[ 定員 ] 各回14人（予約不要）
[ 費用 ] 無料　　[ 持物 ] 室内シューズ

②スポーツかるた
　みんなが遊んだことの
あるかるたが進化しまし
た！札には楽しく体を動
かす「お題」が書かれて
います。筋力やバランス、
柔軟性、有酸素運動などいろんな動きで楽しく健康に。
[ 時間 ] ①10:00 ～10:20　②10:30 ～10:50
　　　  ③11:00 ～11:20　④11:30 ～11:50
　　　  ⑤13:00 ～13:20　⑥13:30 ～13:50
　　　  ⑦14:00 ～14:20　⑧14:30 ～14:50
[ 場所 ] LIC はびきの アトリウム
[ 対象 ] 小学生と保護者（2 人１組）
[ 定員 ] 各回 4 組（当日先着順）　　[ 費用 ] 無料

主催：羽曳野市　受託者：ミズノスポーツサービス株式会社 

問 

合 

せ

[ 日時 ] 3 月10 日㈯ 9:30 ～17:30
　　　 （普通救命講習Ⅰ・上級救命講習）※受講後に修了証を発行
[ 場所 ] 柏原市立地域福祉センター（オアシス）
　　　（所在地：柏原市大県 4-15-35）
[ 対象 ] 柏原市・羽曳野市・藤井寺市に在住・在勤・在学の方

[申込 ] 2 月 9 日㈮ 9:00 から電話にて受付開始
　　　 ※先着 30 人
■問合せ■ 柏原羽曳野藤井寺消防組合 
　　　　　 消防課救急係  ☎ 072-958-9937

[ 日時 ] 甲種  3 月 8 日㈭ 9:50 ～16:00（受付 9:30 ～）
　　　　　　　　 9 日㈮10:00 ～16:00
[ 会場 ] 柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部 3 階視聴覚室
　　　 （藤井寺市青山 3-613-8）
[申込期間 ] 2 月19 日㈪～2 月 23 日㈮ 9:00 ～17:00
[申込方法 ] 火災予防協会（消防本部３階予防課内）に受講
料 2，000 円を持参の上、申込用紙に必要事項を記入し申込。
※定員 50 人、定員に達し次第締切。返金不可。
※柏羽藤火災予防協会員は受講料1,000 円
※講習を 30 分遅刻された場合は受講できません。
※自衛消防業務講習または消防設備点検資格者講習の既修

者は、第1日目防火管理の意義および制度科目が免除される
ので、ご希望の方は申込時に講習修了証を提示してください。
※天災その他特別の事情が生じた場合は、講習会日時を変
更することがあります。
[ 交通 ] 電車、バスをご利用ください。（駐車場はありません）

【電車】古市駅下車、西へ約１．２㎞（徒歩約１５分）
【バス】古市駅より「羽曳が丘」行、または「四天王寺国際仏
教大学」行で、軽里1丁目（関西電力前）下車、外環状線（国
道170 号線）に沿って北へ約 200メートル。
　　　　～その他詳細はお問い合わせください～

◆◆ 防火管理者講習のご案内 ◆◆

・・定期上級救命講習のお知らせ・・

＜問合せ＞ 柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部 3 階
　　　　　 予防課　☎ 072-958-9940

ＡＥＤの使用方法を含む心肺蘇生法、小児の心肺蘇生法や
けがの応急手当などの講習。普通救命講習Ⅰのみも可能。

※下記①～④の実施時間は
　利用できません。

LIC はびきの1階（峯屋横）
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第 21回
公開シンポジウム
四天王寺大学創立 50 周年・四天王寺大学短期大学部創立 60 周年記念

和のこころを世界へ  2月17日㈯
13:00～16:30

四　天　王　寺　大　学
四天王寺大学短期大学部 大講堂

（所在地：羽曳野市学園前 3丁目 2-1 ※無料Ⓟ完備

500人
先着順・事前申込要

【申込方法】 四天王寺大学・四天王寺大学短期大学部エク
ステンションセンターまで、往復はがきまたはウェブサイト
よりお申し込みください。
1. 往復はがき
　往信用に次の必要事項を記入
　●「公開シンポジウム希望」と明記
　●郵便番号・住所・氏名・年齢・性別・電話番号
　※複数でのお申し込みは、連名でご記入ください。はが
　　きは入場整理券として返信しますので、返信用の表書
　　きにも申込者（代表者）の住所・氏名をご記入ください。
2.ウェブサイト
　URL   http://.shitennoji.ac.jp/ibu/exten

会  

場

定  

員

四　天　王　寺　大　学
四天王寺大学短期大学部
〒 583-8501羽曳野市学園前 3-2-1
☎ 072-956-3345

入場無料
手話通訳あり

（羽曳野市埴生校区青少年健全育成連絡協議会）
オープニング  13:00　和太鼓演奏　和太鼓チーム「魂」

開 会 挨 拶  13:15　
　岩尾 洋（四天王寺大学・四天王寺大学短期大学部　学長）
第1部基調講演  13:20
　ロバート キャンベル
　　（日本文学研究者・国文学研究資料館長）
　「はかなさと厳しさと腹八分と
     ー「和のこころ」とは何か、を考えるためにー」
第 2 部  話題提供　14:35
   プレゼンテーション
　四天王寺大学・四天王寺大学短期大学部　学生
　「日仏文化交流を終えて今思うこと」
　金銅 真代（羽曳野市教育委員・㈱河内ワイン代表取締役専務）
第 3 部ディスカッション  15:35
 ＜シンポジスト＞
　ロバート キャンベル　　金銅 真代
　四天王寺大学・四天王寺大学短期大学部　学生＆ゼミ指導教員
 ＜総合司会＞
　源 健一郎（四天王寺大学エクステンションセンター長）
閉 会 挨 拶  16:25　北川 嗣雄（羽曳野市市長）

エクステンションセンター

はびきの
市民活動
フェスタ
はびきの
市民活動
フェスタ

羽曳野中学校
埴生小学校

中央
スポーツ
　公園

い き い き 育 つ わ く わ く 暮 ら
す

＜主催＞はびきの市民活動交流会　＜後援＞羽曳野市  羽曳野市社会福祉協議会
＜協力＞高鷲中央商店会  大阪府近つ飛鳥博物館

[ 問合せ ] 市民協働ふれあい課 ☎ 072-947-3609

エコプラザはにふ
 [所在地] 伊賀 5-6-38
・近鉄南大阪線「高鷲駅」より 1.5km
・駐車場 50 台

 入・場・無・料
会
場

ミニステージ
　和太鼓チーム「魂」、叙情歌 ほか
バザー（入場整理券配布9:45 開場11:00）
　手作り品、タオル、食器類 など
子どものひろば
　エプロンシアター、絵本の読み聞かせ、
　木工教室、防災ゲーム ほか
エコブース
　牛乳パック・新聞紙・竹炭で工作、
　アルミ缶・ペットボトルの回収、
　牛乳パック・携帯電話・ノートパソコン
　の無料回収（社会福祉法人へ寄付）
ワークショップ
　パソコンでグリーティングカード制作、
　かんたん書道教室、点字体験教室

   ・・いきいきパネル展・・
[ 日時 ] 2 月 24 日㈯・25 日㈰
　　　10:00～18:00（24 日）
　　　10:00～16:00（25 日）
[ 会場 ] LICはびきのアトリウム

2 018

3月25日㈰ 10:00 ～ 15:00

★模擬店
　フランクフルト、豚汁、おにぎり、
　クッキー、ポップコーン、飲み物 
　　　　　　　　　　　　　　　ほか
★百舌鳥・古市古墳群
　世界文化遺産登録国内推薦記念
　特別コーナー
　はにわ・勾玉づくり

オープニング
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　歯の神経が入っている箇所を根管と言い、虫歯が深い
などの原因で神経を除去した後、この根管を清掃、消毒
を行うことを「根管治療」と言います。この治療は、完
治するまでの通院回数が多く、根気が必要な処置なの
で、途中で通院されなくなる方もおられます。治療開始
時は痛みなどの自覚症状がありますが、途中からそうい
った症状はなくなるのに、通院が必要だからではないか
と思います。治療途中で放置するとどうなるか？…根管
の中の薬の効力が切れてきて炎症を起こしてきます。そ
うなれば根管の外に炎症が広がり膿が溜まることもあり
ます。治療途中の歯が上の奥歯の場合には、蓄膿になる
こともあります。炎症の状態によっては歯を抜かないと
いけない場合もあります。治療途中で放置することで治
療期間が長くなり、治療費も余計にかかります。根気の
いる治療だと思いますが、頑張って通院してくださいね！

吉田歯科クリニック　吉田宗敬　

『根管治療』 　小児鍼とは、生後1週間から小児期までの期間にお
いて、脳・脊髄神経の分布領域にあたる頭部、躯幹、
四肢の皮膚表面に軽微な接触・摩擦刺激を与え、皮膚
反射を利用して自律神経の機能を調整し、疾病の予防
と治療、健康増進、体質改善などを目的に行うスキン
タッチの治療法であると言えます。
　皮膚への軽い刺激が自律神経に伝わり、自律神経に
よって脊髄や脳の中枢から内臓へと刺激が伝わること
によって、その作用を高め、内臓の働きを活性化し、
消化、吸収、発育作用を促進し、抵抗力のある子ども
に育てます。
　子どもは、いわば感性人間と言ってもよく、また、
身体的には全ての器官が未発達、発達の途上であり自
律神経も安定していません。そのため心（精神）も白
紙の状態ですから、生活環境に敏感に反応します。
　小児鍼の主な対象と言える「疳虫」「夜泣き」「おね
しょ」などは、不安定な生活環境や自律神経のコント
ロールが不安定なときによく起こります。

　　　　　　　         はびきの鍼灸マッサージ師協会
　　　　　　　　　　　　　 　   ☎ 072-958-5764

口座振替での前納の申込は2月末までに！
◆国民年金保険料は、口座振替で前納（4 月末）をす
　ると、納付書（現金）やクレジットカードで納める
　より割引額が多く大変お得です。

◆前納の種類は 3 種類
　2 年（4 月～翌々年 3 月）、1年（4 月～翌年 3 月）、
　6 か月（4 月～ 9 月）

◆申込は、年金事務所または金融機関の窓口へ
　※年金手帳または納付書、銀行の通帳・お届け印
　　が必要です。

→ 詳しくは年金事務所へお問い合わせください。

免除等を受けた期間の追納ができます。
◆国民年金保険料の全額免除や一部免除を受けた期間が
　ある場合、全額納付した場合と比べ、老齢基礎年金の額
　は少なくなります。※納付猶予や学生納付特例の期間は
　老齢基礎年金額には反映されません。
◆10年以内であれば、遡って納めることができます（追納）。
◆ 3 年以上経過した保険料には経過年数に応じて加算額が

上乗せされます。
→ 追納をお考えの方はお早めに年金事務所にご相談を

確定申告をされる方へ
◆国民年金保険料を納付されている方の社会保険料控除
　には「平成 29 年社会保険料 ( 国民年金保険料 ) 控除証
　明書」を添付してください。
◆再交付等の問い合わせは「ねんきん加入者ダイヤル」
　☎ 0570-003-004 へ（3 月15 日まで）
◆老齢年金等（遺族・障害年金を除く）受給している方の
　確定申告には「平成 29 年分公的年金等の源泉徴収票」
　を添付してください。
◆再交付等の問い合わせは天王寺年金事務所へ
　（共済年金は共済組合まで）

天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531（代表）
[平　日 ] 8:30 ～17:15  ※㈪は19:00 まで
[ 第２㈯ ] 9:30 ～16:00

→電話は自動音声案内です。⑤で所員が出ます。
※時間や時期により混み合っている場合があり
　ますので、何度かおかけ直し願います。

市役所保険年金課　☎ 072-958-1111　内線1720　ＦＡＸ 072-956-1419
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531　ＦＡＸ 06-6772-3338
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問合せ　水道局　☎ 072-958-1111

こんな時は
水道局にご連絡を！

こんな時は
水道局にご連絡を！

料金のことは
■水道料金お客様センター　内線 5021～5024

•名義変更・住所変更時の手続きに関すること
•水道料金のお支払いに関すること
•使用水量に関すること
•検針に関すること

工事のことは
■工務課給水担当　内線 5040

•給水装置に関するご相談
•受水槽に関するご相談
•指定工事店に関すること

漏水・水質のことは
■工務課管理担当　内線 5042・5043

•漏水に関するご連絡
•水質に関する情報、ご相談

　大阪府では、各家庭から排出される生活排水の適正
処理を進めています。浄化槽をご使用の方は、保守点
検と清掃にあわせて、知事指定検査機関（一般社団法
人 大阪府環境水質指導協会 電話072-257-3531）が
実施する浄化槽法に基づく定期検査を年1回、受ける
必要があります。これら維持管理を正しく行うことに
より、浄化槽が適正に機能していることを確認し、良
好な処理水質が確保できるよう努めましょう。

適切な維持管理を！
浄化槽浄化槽の

問合せ：藤井寺保健所環境衛生課
☎ 072-952-6165

石  
川

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

臥龍橋

大黒橋

第1
グラウンド

第4
グラウンド

N

本
部
集
合
場
所

大
黒
西
会
場

大
黒
東
会
場

広
瀬
会
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碓
井
会
場

（8:45）

（8:15）

（8:00）

（9:30）

（8:30）

（
古
市
会
場
）

西名阪自動車道

P

第3
1回 3/4㈰

やすらぎとふれあいの水辺石川の自然を守ろう！
　環境美化促進のため、各種団体や市民の皆様のご協力
のもと、石川の清掃を行っています。当日は、大和川・石川
流域で府内最大の一斉清掃を同時に実施。ゴミを拾いな
がらの河川敷散策にご家族や友人グループなど、皆様の
ご参加をお願いします。
　清掃作業のできる服装や長靴で、各会場へお集まりく
ださい。

●本部古市会場
　8：30受付開始 9：30開会式
●小雨決行

（清掃活動が危険と判断した場合は中止）
※中止の場合は8:00までに市ウェブ

サイトに掲載します。

●駐車場は古市会場のみあり
ますが、台数に限りがあり
ます。できる限り車でのご来
場はご遠慮ください。

☎ 072-958-1111
　 環境衛生課（内線2820）
　 /下水道建設課（内線2310）

2月
は生活排水対策推進月間

大
和川流域水質改善強化月間

＆

　大和川の水の汚れの
原因の約7割がトイレ
や台所、お風呂、洗濯
などの日常生活から出
る「生活排水」です。
生活排水の影響は、河
川流量が減少する冬期に大きくなります。
　生活排水をできるだけ汚さずに流すため
に、すぐに取り組むことができる「食器や鍋
の汚れはふきとってから洗う」「油、食べ残
しは流さない」「洗剤は適量使う」の実践に
ご協力をお願いします！

※ 詳しくは 【大阪府 生活排水】 を検索

http://www.pref.osaka.jp/kankyohozen/sei-hai/

大阪府事業所指導課　☎ 06-6210-9585
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●問合せ
地域包括支援課

☎ 072-947-3822（内線2905）

熟年簡単クッキング教室 
～ おひとり様向けコース ～

●日　時　3月16日㈮10:00～12:30ごろ
●場　所　保健センター 3階　栄養指導室
●対象者　65歳以上の市民で、ひとり暮らしの方
●申　込　地域包括支援課の窓口、またはお電話でお

申し込みください。 締め切り：2月23日㈮
●費　用　500円（材料費込み）
●持ち物　エプロン・三角巾・ふきん・筆記用具
●定　員　10人程度

（応募多数の場合は抽選）
●その他　自分の分だけだから…ひとり暮らしでつい

食事が適当になってしまう、そんな方必
見！食事の大切さを学び、楽しみながらお
いしい料理を一緒に作りましょう。

●介護予防できらきらシニア
～介護予防事業参加者募集！！～

教えて消費生活Q＆A
ネット広告で「お試し価格、500円！」と記
載のあるダイエット食品を申し込んだが、
商品が届くと定期購入となっていた。高額
な契約になっているので、解約したい。

Q

ここ最近、同じような相談が多く寄せられて
います。平成29年12月1日に施行された特
定商取引法の施行規則では、広告に定期購入
を購入条件としていることや、総額、契約期
間などの取引内容を表示することが義務付
けられています。ネットで購入する際は、返
品特約などに十分注
意しましょう。
おかしいと思ったら、
消費生活センターに
ご相談ください。

A

毎週㈪㈬㈭㈮　10：00～12：00
　　　　　　　13：00～15：30（相談受付）

まずは電話でお問い合わせください。
消費生活センター　☎ 072-947-3715（直通）

-消費生活相談-

～ お試し価格のはずが、高額な定期購入に！？ ～

下水道総務課　☎ 947-3910（直通）
羽曳野市消費生活センター　☎ 947-3715（直通）

排水管の清掃や点検を持ちかけ、高額
な費用を請求するなど悪質業者が出没
しています。

悪質業者による
トラブルが発生しています！

ご注意ください！

きらきらシニア

不審な場合、作業の開始や契約をする前に
市役所へご相談ください。

問合せ

残っている薬
おうちにありませんか？

薬を飲み残す理由の例
① 飲み忘れたり、飲んだか飲んでいないか分からなくなった。
② 症状が改善して服用する必要がなくなった。（自己判断によ

る中止）
③ 生活リズムの中で服用が難しい。
　（例）夕食後すぐに寝るため、寝る前のお薬を飲むタイミン

グがわからない。
④ 古い薬がたまってしまい、自分で整理できない。

薬の飲み残しについて
日本薬剤師会の調査では、在宅の75歳以上の高齢者だ
けでも飲み残しは年間およそ475億円分に上ると推計
されています。

＜問合せ＞藤井寺保健所薬事課　☎ 072-952-6165

薬を正しく飲むために
薬を一カ所でまとめて保管している方や服用毎に１袋
にまとめている（一包化）方では、飲み残しの量が少な
い結果となりました。自宅で
適切に保管・管理するよう心
がけましょう。

お願い
ご自宅では薬を一カ所に置く
ようにしましょう。薬の整理が
できない場合には、薬局でも
整理をお手伝いできます。
医師や薬剤師にもご相談くだ
さい。

平成28年度、藤井寺保健所
では羽曳野市内の薬局などと
一緒に、服薬指導・残薬リスク
啓発事業に取り組みました。
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各講座・受講生等募集

■ 問合せ ■　はびきの市民大学（業務受託者：株式会社みのりの里）　☎ 072-950-5503　FAX 072-950-5650

後期講座「聴講」受け付けます  ～ご希望の講義を選んでお申し込みください～

人気講座を見てみよう

京都生まれの新感覚カラー苔玉
　　もふもふ♪モスペットを作ろう！！

戦後政治史における現代

古墳群に眠る英雄たち
　～『古事記』『日本書紀』の物語をよむ～

過去の講義の撮影映像を、大きな画面とスピーカーで鑑賞
しませんか？　※講師の登壇はありません。

[ 日時 ] 2 月 21 日㈬～ 23 日㈮
　　　  10:30 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 14:30
　　　  ※受付は各回 15 分前
　　　  ※受付前の席の確保はご遠慮ください。
[ 定員 ] 10 人・申込不要・当日先着順
[ 上映講座 ]
・人類の誕生と日本人
・関西の日本近代美術史 1 日本画の世界
・ふるさと納税のしくみと活用方法
・くすりの町「道修町の今昔」～道修町有力企業家の “結束” 
・しんかい 6500 の世界
・琉球列島の城とは何か - 世界遺産の城（グスク） を知る -
※各講座の上映日時はチラシかはびきの市民大学ウェブサ
　イトをご覧ください。

苔（moss）で作った、ペット（pet）感覚で植物を育てる「キ
ャラクター苔玉」、それがモスペットです。丸く成型した土
代わりの水苔を栽地とし、土を使わず育てた植物を植えこ
むことで、室内で土汚れを気にせず、植物を楽しむことが
できます！
[ 日時 ] 2 月 25 日㈰ 10:30 ～ 11:30
[ 講師 ] ことのは園藝研究所 石田周平
[ 定員 ] 36 人  ※先着順
[ 対象 ] 主に小・中学生（大人も受講可）
　　　 ※見学者は参加者 1 人につき 1 人まで
[ 申込方法 ] 電話・FAX・来館（上記後期講座に同じ）
[ 申込期間 ] 2 月 1 日㈭～ 22 日㈭
[ 受講料 ]1,000 円（当日支払）

1980 年代後半のバブル経済とその崩壊後の長期不況は、
アメリカを中心とする世界秩序の変容と無関係ではありま
せん。現代日本をおおっている政治、経済、社会状況を、
こうした世界秩序の変容の観点からとらえ、私たちが直面
している課題を考えます。
[ 日時 ] 3 月 13 日㈫ 13:30 ～ 15:00
　　　　第二次世界大戦後の世界秩序の変容と日本
　　　  3 月 20 日㈫ 13:30 ～ 15:00
　　　　新自由主義時代の日本
[ 講師 ] 神戸大学大学院人文学研究科文学部 准教授 河島真
[ 定員 ] 30 人  ※先着順
[ 申込方法 ] 電話・FAX・来館（上記後期講座に同じ）
[ 申込期間 ]【3 月13 日開講分】2 月 5 日㈪～ 3 月 11 日㈰
　　　　　  【3月20 日開講分】2 月 5 日㈪～ 3 月 18 日㈰
　　　　　　※定員に達しない場合は延長
[ 受講料 ] 各 500 円（当日支払）

その活躍ぶりが、『古事記』や『日本書紀』の中に鮮やかに
描かれています。仁徳天皇とともに難波の町を望み、雄略
天皇とともに猟に行き、神と出会う。物語をひもときながら、
あなたも古代の世界を体感してみませんか。
[ 講義タイトル・日時 ]
＜第 1 講義＞聖帝仁徳の世  3 月 14 日㈬ 10:30 ～ 12:00
＜第 2 講義＞大王雄略の猟  3 月 16 日㈮ 10:30 ～ 12:00
[ 講師 ] 関西医療大学 非常勤講師 南山かおり
[ 定員 ] 30 人  ※先着順
[ 申込方法 ] 電話・FAX・来館（上記後期講座に同じ）
[ 申込期間 ] 2 月 5 日㈪～ 3 月 5 日㈪
※定員に達しない場合は延長
[ 受講料 ] 1,000 円（2 講義分・初日支払）

講座⑧ テレビ業界の裏表【学長企画講座】
[ 内容 ]「情報ライブ　ミヤネ屋」体験記
[ 日時 ] 2 月 10 日㈯ 1 限 10:30 ～ 12:00
[ 場所 ] LIC はびきの内

[ 受講料 ] 1 日 800 円（当日支払）
[ 申込期間 ] 当該講義日の 1 週間前～前日まで　※定員に達し次第締め切り

場　　所   LIC はびきの内施設
申込方法   来館・電話・FAX　※必要事項：氏名・性別・年齢・住所・電話番号

講座⑨ 流通の最前線を学ぶ【阪南大学提携講座】
[ 内容 ] ホテル経営の仕組み
[ 日時 ] 2 月 3 日㈯ 2 限 13:00 ～ 14:30
[ 場所 ] LIC はびきの内
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●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

●ちびっこサロン
[ 日時 ] 2 月 14 日㈬ 10:30 ～　[ 場所 ] 森のゆうびん局

返却期日を守りましょう
4 月 1 日より、図書館の資料を 30 日以上延滞され
ている方は、新たな貸し出しや予約ができなくなり
ます。必ず返却期日までにお返しください。
朗読ボランティアグループ「はびきの」
[ 日時 ] 2 月 24 日㈯ 13:00 ～ 16:00
[ 場所 ] LIC はびきの 3 階音楽実習室
[ 定員 ] 80 人 ※入場無料、どなたでも参加可
＜内容＞「竹内街道わらべ唄」「葉っぱのフレディ」
　　　　  「源氏物語」より ほか

・市内の図書館は全て休館（月末日を除き、図書館は㈰㈷も開館）
＜ 2月の休館日＞ 2 月 28 日㈬

読んでみませんか？

『注文をまちがえる料理店のつくりかた』
小
お

国
ぐに

 士
し

朗
ろう

／著　森
もりしま

嶋 夕
ゆう

貴
き

／写真　方丈社
　昨年３日間だけオープンした、認知症の人たちが接
客を担当するレストラン「注文をまちがえる料理店」。
笑いあり涙ありのフォトドキュメント。

『チェコの十二ヶ月
　　　　～おとぎの国に暮らす～』
出
で

久
く

根
ね

 育
いく

／著
理論社
　画家で絵本作家の
著者が、2002 年か
ら在住するチェコ・
プラハの美しい四季
と、そこに生きる人々の暮らしぶり
を描いたエッセイ集です。

『オニのきもだめし』
岡田 よしたか／著
小学館
　二人の赤オニが
夜道を歩いている
と、次々に恐ろし
いおばけが出てき
ます。散々おどか
されたオニたちが
ようやく家に帰りつくと…。

● 2 月のおはなし会

中央図書館 4 日㈰、11 日㈰、
18 日㈰、25 日㈰ 13:30 ～

陵南の森
図書館

4 日㈰、11 日㈰、25 日㈰ 11:00 ～
17 日㈯ 15:00 ～
18 日㈰　　  ・11:00（小さい子向き）
・11:30（少し長いお話を聞ける子向き）

羽曳が丘図書館 10 日㈯、24 ㈯ 15:00 ～
東部図書館 14 日㈬ 10:30 ～
古市図書館 17 日㈯ 15:00 ～
丹比図書館 24 日㈯ 10:30 ～

○中央図書館（LIC はびきの内）
○陵南の森図書館
○羽曳が丘図書館
○丹比図書館
○東部図書館

軽里 1-1-1
島泉 8-8-1
羽曳が丘西 2-5-1
樫山 251-1
古市 1541-1

☎ 072-950-5501
☎ 072-952-2750
☎ 072-957-5553
☎ 072-937-2355
☎ 072-950-2002

●古市図書館  ☎ 072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
●ブックステーションはびきのコロセアム ☎ 072-937-7210 ㈫㈭㈮13:30 ～ 16:30
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すくすく 子育て支援
子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター メール配信登録

※お知らせや各種申
し込みの抽選結果
をメールで受け取
れます。

はびきの子育てネット
※『てとてと』は、サイ

ト内「配布物」にア
ップしています。

妊娠・出産・育児期の困りごと（育児不安、育児ストレス、家事でお困りな
ど）を抱える家庭に、支援者が訪問するサービス※無料

～訪問までの流れ～
希望者から支援を受けたい旨の申し出→こども課で本支援の必要性を
判断→具体的なサービス（内容、期間など）を決定→訪問支援を開始

養育支援訪問事業 こども課 ☎072-958-1111 （内線1221・1253）

支援センターむかいの
（向野523　☎ 090-8880-0058・FAX 072-953-6361）

※同センター「ふるいち」「むかいの」
のスケジュールなどは、センター
ニュース『てとてと』か、はびきの
子育てネット（子育て支援センタ
ーのページ）をご覧ください。

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517）

毎週㈫㈮10:00～11:30（16日㈮は除く）
※13日㈫リズム、27日㈫おえかき

園庭開放時間など……

場所の記載がないものは「四天王寺悲田院　研徳田ホール」で実施

日 時
内 容
場 所

16日㈮　10：15～11：30
手あそび、季節のうた、おたんじょう会、おはなしなど
MOMOプラザ

＊すこやか広場 （対象）乳児から就学前まで

日 時
内 容

1日㈭　10：30～11：30 （12:00まで開放）
ふれあい遊びなど

＊子育てサロン　ひよこ （対象）3、4カ月～1歳前後

日 時
内 容

8日㈭　10：30～11：30 （12:00まで開放）
ふれあい遊びや製作遊び

＊子育てサロン　りす （対象）平成28年4月生まれ～1歳前後

日 時
内 容

15日㈭　10：30～11：30
季節の製作遊び

＊1歳親子教室 （対象）平成27年4月～平成28年3月生まれ

日 時
内 容

19日㈪　10：30～11：30
季節の製作遊び

＊2～3歳親子教室 （対象）平成25年4月～平成27年3月生まれ

<各広場・保育室の開放時間>　※曜日、対象年齢は表を参照
・広場 ㈪～㈮10:00～11:30 ※㈷を除く　・保育室 ㈬～㈮14:00～16:00 ※㈷を除く

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 072-958-3308・FAX 072-958-3350）

━

━

━
━
━

━
━

み ん な の 広 場

よ ち よ ち 広 場

わ ん ぱ く 広 場

2 歳 児 教 室
3 歳 児 教 室
あ そ び の 広 場

双 子 の 広 場
おはなしの広場

㈪㈫㈮　就学前の子どもとその保護者対象
※19日、23日はお休み
㈬ 0歳～1歳半未満の子どもとその保護者対象
※21日はお休み
㈭　隔週で年齢別（1歳児・2歳児）
1日、15日は2歳児　8日、22日は1歳児
15日㈭　おひなさまをつくろう
19日㈪　おひなさまをつくろう
21日㈬　児童館交流　一緒にあそぼう

「わくわく☆お店やさん」
23日㈮　双子ちゃん、三つ子ちゃん　きてね♪
26日㈪　お誕生会（2月生まれ対象）

━
━

━

━

日 時
場 所
定 員

対 象

申 込

3月2日、9日㈮ 10：00～11：30
子育て支援センターふるいち

10組　（2回セットの教室）
※応募多数の場合は抽選
平成29年10月生まれ～
12月生まれの子どもとその保護者
※羽曳野市民に限る
2月13日㈫～19日㈪
子育て支援センターふるいちへ電
話か直接申し込み、または子育てネ
ットから申し込み

3月1日㈭ 13：30～15：30
市役所別館 2階 健康ライフ室

15人
※応募多数の場合は抽選
ファミリーサポートセンター協力会
員・両方会員
子育てのお手伝いに興味のある方
2月13日㈫～19日㈪
子育て支援センターふるいちへ電
話か直接申し込み

こもも教室
赤ちゃんの育ち・ベビーマッサージ ふぁみさぽ交流会♪参加

無料

━
━

━

━

日 時
場 所
定 員

対 象

申 込

2月16日㈮ 10：00～11：30

青少年児童センター 2階

13組
※応募多数の場合は抽選

平成28年4月2日～平成29年4月1日
生まれの子どもとその保護者
※羽曳野市民に限る

2月1日㈭～7日㈬
子育て支援センターむかいのへ電
話か直接申し込み、または子育てネ
ットから申し込み

3月13日、20日㈫ 10：00～11：30

10組　（2回セットの教室）
※応募多数の場合は抽選

平成29年10月生まれ～
12月生まれの子どもとその保護者
※羽曳野市民に限る

2月26日㈪～3月2日㈮
子育て支援センターむかいのへ電
話か直接申し込み、または子育て
ネットから申し込み

年齢別親子教室
０歳児「歯っぴーきっず」

こもも教室
赤ちゃんの育ち・ベビーマッサージ

参加
無料

━
━

━

━

日 時
場 所
内 容

対 象

申 込

3月12日㈪ 14：00～16：00
市役所別館3階　会議室
先着定員80人　※参加費無料
＜講師＞女性ライフサイクル研究所フェリアン副所長　津村　薫
子育て支援に携わっている方、または興味のある方
※羽曳野市民に限る
2月19日㈪～
子育て支援センターむかいの・ふるいちへ電話かFAXでお申し込み

子育て支援者講座「より良い支援のありかた」

━

━

━

━

み ん な の 広 場

あ そ び の 広 場

おはなしの広場

よっといで３才児

㈪㈬㈭10:00～11：30、㈭のみ15:00～16:15
も開放、就学前の子どもとその保護者対象
※8日、15日、26日はお休み　※28日　お誕生会

14日㈬　10：00～11：30  「人形劇」 

19日㈪　11：00～11：30

15日㈭　10：00～11：30
「おひなさま製作」　
3歳以上の子どもとその保護者対象

（平成25年4月2日～平成27年2月28日生まれ）

■実施場所：青少年児童センター（向野3-1-33）

━

━

━

今月はお休み

8日㈭　10：00～11：30　
（平成27年4月2日～平成28年4月1日生まれ対象）

26日㈪　10：00～11：30　
（平成26年4月2日～平成27年4月1日生まれ対象）

ももんちゃん
（0歳児）

ぺんぎんさん
（1歳児）

ひつじさん
（2歳児）

★おひさま広場 対象年齢の子どもとその保護者／親子で遊ぼうね！

はびきのファミリーサポートセンター＜協力会員募集＞
子育ての援助をしてくださる会員を募集しています。

古市4-2-9（子育て支援センターふるいち内） ☎・FAX 072-956-4943

■ 受付時間　㈪～㈮ 9:00～17:30（㈷、12月29日～1月3日を除く）
こども課 家庭児童相談担当　☎ 072-947-3837

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

病後児保育病後児保育 当日利用可能

病後など集団生活が困難な期間、看護師や保育士が一時的に保育します。
㈪～㈮　9：00～17：00（電話可）■ 予約受付時間

通常保育 8：00～18：00（7：30～8：00、18：00～19：00の延長可能）
当日保育 9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育 8：00～17：00（当日利用および延長不可）※保育園通園児童のみ対象

■ 利用時間

1人1日1,000円（0歳～学童）
※延長30分300円

・非課税世帯は半額（証明書必要）
生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降の子ども半額

■ 利用負担金 送迎応相談。
詳しくはお問い合わせください。
NPO法人サポートネットワーク

ぬくもり
☎ 072-937-0016

FAX 072-937-5716

白鳥児童館白鳥児童館 お部屋でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。
午前中はちいさなお友達もゆっくり遊べますよ。
自由にお越しください。

利用時間：月～土 9：00～17：00 翠鳥園2-9-101 ☎ 072-957-4900

こども家庭サポーター子育て相談　※電話、来所のどちらでも可
■ 日時　2月8日㈭、3月8日㈭ 15:00～17:00
■ 場所　市役所別館2階プレイルーム

羽曳野市こども家庭サポーターの会　☎ 072-957-6000



15−はびきの　2018.2.1−

子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター メール配信登録
※お知らせや各種申

し込みの抽選結果
をメールで受け取
れます。

はびきの子育てネット
※『てとてと』は、サイ

ト内「配布物」にア
ップしています。

妊娠・出産・育児期の困りごと（育児不安、育児ストレス、家事でお困りな
ど）を抱える家庭に、支援者が訪問するサービス※無料

～訪問までの流れ～
希望者から支援を受けたい旨の申し出→こども課で本支援の必要性を
判断→具体的なサービス（内容、期間など）を決定→訪問支援を開始

養育支援訪問事業 こども課 ☎072-958-1111 （内線1221・1253）

支援センターむかいの
（向野523　☎ 090-8880-0058・FAX 072-953-6361）

※同センター「ふるいち」「むかいの」
のスケジュールなどは、センター
ニュース『てとてと』か、はびきの
子育てネット（子育て支援センタ
ーのページ）をご覧ください。

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517）

毎週㈫㈮10:00～11:30（16日㈮は除く）
※13日㈫リズム、27日㈫おえかき

園庭開放時間など……

場所の記載がないものは「四天王寺悲田院　研徳田ホール」で実施

日 時
内 容
場 所

16日㈮　10：15～11：30
手あそび、季節のうた、おたんじょう会、おはなしなど
MOMOプラザ

＊すこやか広場 （対象）乳児から就学前まで

日 時
内 容

1日㈭　10：30～11：30 （12:00まで開放）
ふれあい遊びなど

＊子育てサロン　ひよこ （対象）3、4カ月～1歳前後

日 時
内 容

8日㈭　10：30～11：30 （12:00まで開放）
ふれあい遊びや製作遊び

＊子育てサロン　りす （対象）平成28年4月生まれ～1歳前後

日 時
内 容

15日㈭　10：30～11：30
季節の製作遊び

＊1歳親子教室 （対象）平成27年4月～平成28年3月生まれ

日 時
内 容

19日㈪　10：30～11：30
季節の製作遊び

＊2～3歳親子教室 （対象）平成25年4月～平成27年3月生まれ

<各広場・保育室の開放時間>　※曜日、対象年齢は表を参照
・広場 ㈪～㈮10:00～11:30 ※㈷を除く　・保育室 ㈬～㈮14:00～16:00 ※㈷を除く

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 072-958-3308・FAX 072-958-3350）

━

━

━
━
━

━
━

み ん な の 広 場

よ ち よ ち 広 場

わ ん ぱ く 広 場

2 歳 児 教 室
3 歳 児 教 室
あ そ び の 広 場

双 子 の 広 場
おはなしの広場

㈪㈫㈮　就学前の子どもとその保護者対象
※19日、23日はお休み
㈬ 0歳～1歳半未満の子どもとその保護者対象
※21日はお休み
㈭　隔週で年齢別（1歳児・2歳児）
1日、15日は2歳児　8日、22日は1歳児
15日㈭　おひなさまをつくろう
19日㈪　おひなさまをつくろう
21日㈬　児童館交流　一緒にあそぼう

「わくわく☆お店やさん」
23日㈮　双子ちゃん、三つ子ちゃん　きてね♪
26日㈪　お誕生会（2月生まれ対象）

━
━

━

━

日 時
場 所
定 員

対 象

申 込

3月2日、9日㈮ 10：00～11：30
子育て支援センターふるいち

10組　（2回セットの教室）
※応募多数の場合は抽選
平成29年10月生まれ～
12月生まれの子どもとその保護者
※羽曳野市民に限る
2月13日㈫～19日㈪
子育て支援センターふるいちへ電
話か直接申し込み、または子育てネ
ットから申し込み

3月1日㈭ 13：30～15：30
市役所別館 2階 健康ライフ室

15人
※応募多数の場合は抽選
ファミリーサポートセンター協力会
員・両方会員
子育てのお手伝いに興味のある方
2月13日㈫～19日㈪
子育て支援センターふるいちへ電
話か直接申し込み

こもも教室
赤ちゃんの育ち・ベビーマッサージ ふぁみさぽ交流会♪参加

無料

━
━

━

━

日 時
場 所
定 員

対 象

申 込

2月16日㈮ 10：00～11：30

青少年児童センター 2階

13組
※応募多数の場合は抽選

平成28年4月2日～平成29年4月1日
生まれの子どもとその保護者
※羽曳野市民に限る

2月1日㈭～7日㈬
子育て支援センターむかいのへ電
話か直接申し込み、または子育てネ
ットから申し込み

3月13日、20日㈫ 10：00～11：30

10組　（2回セットの教室）
※応募多数の場合は抽選

平成29年10月生まれ～
12月生まれの子どもとその保護者
※羽曳野市民に限る

2月26日㈪～3月2日㈮
子育て支援センターむかいのへ電
話か直接申し込み、または子育て
ネットから申し込み

年齢別親子教室
０歳児「歯っぴーきっず」

こもも教室
赤ちゃんの育ち・ベビーマッサージ

参加
無料

━
━

━

━

日 時
場 所
内 容

対 象

申 込

3月12日㈪ 14：00～16：00
市役所別館3階　会議室
先着定員80人　※参加費無料
＜講師＞女性ライフサイクル研究所フェリアン副所長　津村　薫
子育て支援に携わっている方、または興味のある方
※羽曳野市民に限る
2月19日㈪～
子育て支援センターむかいの・ふるいちへ電話かFAXでお申し込み

子育て支援者講座「より良い支援のありかた」

━

━

━

━

み ん な の 広 場

あ そ び の 広 場

おはなしの広場

よっといで３才児

㈪㈬㈭10:00～11：30、㈭のみ15:00～16:15
も開放、就学前の子どもとその保護者対象
※8日、15日、26日はお休み　※28日　お誕生会

14日㈬　10：00～11：30  「人形劇」 

19日㈪　11：00～11：30

15日㈭　10：00～11：30
「おひなさま製作」　
3歳以上の子どもとその保護者対象

（平成25年4月2日～平成27年2月28日生まれ）

■実施場所：青少年児童センター（向野3-1-33）

━

━

━

今月はお休み

8日㈭　10：00～11：30　
（平成27年4月2日～平成28年4月1日生まれ対象）

26日㈪　10：00～11：30　
（平成26年4月2日～平成27年4月1日生まれ対象）

ももんちゃん
（0歳児）

ぺんぎんさん
（1歳児）

ひつじさん
（2歳児）

★おひさま広場 対象年齢の子どもとその保護者／親子で遊ぼうね！

はびきのファミリーサポートセンター＜協力会員募集＞
子育ての援助をしてくださる会員を募集しています。

古市4-2-9（子育て支援センターふるいち内） ☎・FAX 072-956-4943

■ 受付時間　㈪～㈮ 9:00～17:30（㈷、12月29日～1月3日を除く）
こども課 家庭児童相談担当　☎ 072-947-3837

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

病後児保育病後児保育 当日利用可能

病後など集団生活が困難な期間、看護師や保育士が一時的に保育します。
㈪～㈮　9：00～17：00（電話可）■ 予約受付時間

通常保育 8：00～18：00（7：30～8：00、18：00～19：00の延長可能）
当日保育 9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育 8：00～17：00（当日利用および延長不可）※保育園通園児童のみ対象

■ 利用時間 

1人1日1,000円（0歳～学童）
 ※延長30分300円
・非課税世帯は半額（証明書必要）

生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降の子ども半額

■ 利用負担金 送迎応相談。
詳しくはお問い合わせください。
NPO法人サポートネットワーク

ぬくもり
 ☎  072-937-0016
FAX 072-937-5716

白鳥児童館白鳥児童館 お部屋でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。
午前中はちいさなお友達もゆっくり遊べますよ。
自由にお越しください。

利用時間：月～土 9：00～17：00 翠鳥園2-9-101 ☎ 072-957-4900

こども家庭サポーター子育て相談　※電話、来所のどちらでも可 
■ 日時　2月8日㈭、3月8日㈭ 15:00～17:00
■ 場所　市役所別館2階プレイルーム

羽曳野市こども家庭サポーターの会　☎ 072-957-6000

●こどもステーション2月の予定 事前予約

ＮＰＯ法人南河内こどもステーション（市役所南側）

☎・ＦＡＸ 072-957-1114（FAXでの申込可）詳細はお問い合わせください。 

※会場の記載のないものは、「こどもステーション」で実施

1日㈭時間要相談　「ひとりで悩まないで相談室」　
　参加費：1人1時間まで3,000円（会員半額）

2・9・16・23日㈮17:00～20:00　「こどものふれあい広場」　
　（学習支援とこども食堂）保険・食事代200円

4日㈰9:00～16:00　「耐寒登山」　金剛山
　参加費　大人:800円　3歳～小学生:600円　（交通費別途）　

3・10・17・24日㈯11:00～12:00　「さんすう科学くらぶ」　
　会費：月3,000円(教材費別途)　対象：幼児から　※体験有200円

3・17日㈯13:30～15:00　「図工くらぶ」　
　会費：月2回3,000円（教材費別途） 対象：幼児～どなたでも ※体験有500円

10・24日㈯14:00～15:00　「英語であそぼう」　
　歌や絵本、ゲームで英語を身近に！

毎週㈬㈭㈮12：00～13:30　「kiMaMaカフェ」　
ふれあいレストラン(デザート・飲み物付き)
※事前予約で別日も可。歌おう会は第2・第4㈮

㈪～㈮10:00～16:00　「一時保育」　※要登録、予約は前日まで
1時間あたり：乳幼児500円～、学童300円～
㈯ ㈰ ㈷時間外保育、送迎可、きょうだい割引有

「おやおやくらぶ」10:45～11:30　参加費：無料
2日節分　9日うた・手遊び　16日おやつづくり　23日おしゃべりサロン
　ほっとタイム㈪～㈮10:00～16:00　（※弁当持参可）

26日㈪16:00～17:00 「こどもの手編み講座」
　会費：月1回500円（教材費別途） 対象：小学生以上 ※体験有500円

つどいの広場　2月

古 市 南
古 市

西 浦
駒 ヶ 谷

西 浦 東

幼稚園名

にこにこくらぶ
あ ひ る 教 室
わ くわ く体 験
たん ぽ ぽ 広 場
う さ ぎ 組
未就園児教室名

羽曳が丘

丹 比
埴 生 南

白 鳥

ひよこ組 教 室
チューリップ教室
なかよしランド ひよこ組
かん が るー 組

957-0212
954-0230
958-2601
958-7201
957-7200
958-3538
958-8776
958-7616
958-3359

電話（市外局番072） あそびにおいでよ！ようちえん（育児相談は随時受け付けています）

「劇遊びを見てね」
「豆まきをしよう！」        
「豆まきしよう！」

「劇遊びを見に来てね！」

2月  2日㈮

2月19日㈪ 9：30～10：30
「みんなで鬼はそと！福はうち！」2月  2日㈮ 9：30～10：30

2月21日㈬ 9：30～10：30
「体験入園してみよう」2月22日㈭ 10：00～11：00

「バルーンであそぼう！」2月20日㈫ 9：00～10：00
2月20日㈫ 10：00～11：00「♪ミニミニ発表会」

「遊びに来てね」2月14日㈬ 10：00～11：00

10：00～11：00
2月  2日㈮ 9：30～10：30

○お子さんの安全については保護者の方が責任を持ってください。　○車での来園は、ご遠慮ください。

保育園名 電話（市外局番072） 園庭開放※健康相談は要予約 楽しい親子教室育児相談

坂 門 ヶ 原 956-6246 17日㈯ 雨天中止  10：00～11：30 ㈪～㈮開園中常時（要予約） 22日㈭「おうちで遊べるリトミック」
陽  気 954-9630 ㈪～㈮13:00～15：00（要予約）

高 鷲 953-3883 10：00～11：30㈪㈫㈭ 開園中常時 20日㈫10：00～　リズム

誉  田 958-2525 第2㈯ 10：00～11：30
郡  戸 938-5280 5日㈪～9日㈮　作品展　10：00～16：00

は び き の 958-3328 1日㈭　作ってあそぼう

島  泉 953-4624 6日㈫　子育てサロン 「ひなかざりづくり」 10:00～
16日㈮～17日㈯　絵画展

軽  里 958-3338
下  開 958-3318 2日㈮　節分 10：00～　15日㈭～16日㈮　絵画展

四天王寺悲田院 957-7517 10：00～11：30 13日㈫リズム・27日㈫お絵かき（園庭開放時）㈫㈮※16日㈮は除く

ベビーハウス社協 930-0240

高屋保育学園
（認定こども園） 957-1234 毎週㈫㈭ 15：15～16：45

8日㈭10：30～11:00　親子リズムdeあそぼう
（1～5歳児の親子）予約不要（先着20組）
※園開放も同時開催10：00～11：30
19日㈪10：00～10：40　マイケルと遊ぼう！

（2～5歳児の親子）要予約

㈪～㈮
10：00～11：00
（健康相談含む）

開園中常時

㈪～㈮開園中常時
（要予約）

向 野 953-2071 2日㈮　節分　16日㈮～17日㈯　絵画展

あ お ぞ ら 950-1105 22日㈭ 10：00～11：00 げんきっこくらぶ10:00～11:30
8日㈭あおぞら広場　15日㈭クッキング

保
育
施
設
の
子
育
て
支
援

●着替え・タオル・水筒・うわぐつをお持ちください。　●雨天時はどの園も室内で行います。

幼
稚
園
の
子
育
て
支
援

NPO法人サポートネットワークぬくもり あいあい保育園
羽曳野市向野2-8-2（埴生診療所敷地内）　☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

● あいあいルーム ＜開放時間＞㈫㈬㈮10：00～16：00

  2日㈮　10：30～11：30 節分制作

  9日㈮　10：30～11：30 ポップコーンを作って食べよう

16日㈮　10：30～11：30 布バッグに絵を書こう

小麦粉ねんど遊び23日㈮　10：30～11：30

NPO法人つどいの広場カンナ　羽曳野市高鷲 5-422-22　☎・ＦＡＸ 072-939-1625

● つどいの広場　カンナ ＜開放時間＞㈪㈬㈮（㈷を除く）
10：00～12：00、14:00～16:00

15日㈭ 10：30～11：30 おもしろ歯医者さんのためになる話
こどもの歯について学ぶ

13日㈫ 10：30～11：30 えほん・あらかると　絵本の読み聞かせ、誕生日会

27日㈫ 10：30～11：30 えほん・あらかると　絵本の読み聞かせ、リズム遊び

㈪～㈮　10：00～16：00 子育て何でも相談
第2㈫　10：00～12：00 就労相談～子育て中の再就職～

その他の
お知らせ

毎㈫は、ママたちのおしゃべりタイム 10：00～11：00までスタッフが入って遊びます。

※12:00～園児は、昼寝になります。12：00～14：00までは、静かに休息の時間としてお使いください。

高 鷲 北
高 鷲
高 鷲 南

埴 生
恵我之荘

たんぽぽくらぶ
う さ ぎ 組
げんきっきくらぶ
う さ ぎ 教 室
ぴよぴよくらぶ

938-5577
955-0730
955-1624
938-0017
955-1062

「劇遊びを見てね」
「豆まきをしよう！」

「幼稚園に遊びに来てね☀」
｢なかよし遊びをしよう！」

2月27日㈫
2月21日㈬

2月  7日㈬

2月  2日㈮ 10：00～11：00

9：30～10：30

10：00～11：00
9：30～10：30

｢劇遊び見に来てね！」2月22日㈭ 10：00～11：00

リズム遊びの会 対象：2歳の誕生日を過ぎた子ども
動きやすい服装　時間厳守

13日㈫
10：00～11：00 

体験保育
（遊び、リズム、食事）

要予約 大人900円・子ども600円
午後より懇談（12：30～14：00）
2月1日から電話受付

24日㈯
9：30～14：00 

給食体験

対象：2歳の誕生日を過ぎた子どもと親
要予約 大人600円・子ども400円 限定3組
野菜たっぷりで和食中心の薄味の食事
2月1日から電話受付

13日㈫
11：30～12：00 

子育てサポートくるみ　羽曳野市壺井508-1　☎・ＦＡＸ 072-957-3282
http://kosodate-kurumi.com 

● くるみ ～手をつなぐ子育て～ ＜開放時間＞㈫㈬㈭ 10：00～16:00
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市立休日急病診療所健
ふ みり-ぁ

☎072-956-1000
（保健センター2階）

■内科・小児科・歯科
　診 療 日／日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／10:00～12:00、13:00～16:00
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診 療 日／土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／18:00～22:00（受付は17：30～21:30）

■小児救急電話相談
　☎＃8000（携帯電話・NTTプッシュ回線）
　☎06-6765-3650
　　　　　　　　（IP電話・ダイヤル回線など）

■救急安心センターおおさか
　☎＃7119（固定電話【プッシュ回線】・
　　　　　　　　　　　　　携帯電話・PHS）
　☎06-6582-7119
　　　　　（固定電話【ダイヤル回線】・IP電話）

康

胃がん・肺がん・大腸がん集団検診
( 受診時満 40 歳以上の市民 ) 午前中

保健センター 2 月 9 日㈮ 22 日㈭
3 月 9 日㈮ 19 日㈪ 20 日㈫

石川プラザ 2 月 19 日㈪ 
市役所別館 3 月 11 日㈰◎ 

乳がん・子宮がん集団検診
受診券 ( オレンジ色のハガキ ) が必要
乳がん：1976 年以前の西暦偶数年生まれの女性
子宮がん：1996 年以前の西暦偶数年生まれの女性と 

1989 ～ 1995 年までの西暦奇数年生まれの女性
※今年度より対象者表記を和暦 ( 元号 ) から西暦に変更。

保健センター 2 月 14 日㈬★ 
石川プラザ 3 月 5 日㈪ 

◎ 働く世代・学生を優先　★ 午後から一時保育有 ( 就学前まで )

＜がん検診（集団検診）＞※予約制　
詳細は「平成 29 年度健康だより」かウェブサイトを参照

～ 骨と歯を大事にしていますか？～
集団健診では骨密度測定と歯科健診を同時に受
けることができます！ぜひ健診を受けましょう。
■ 成人歯科個別健診 （無料）

昭和 56・51・46・41・36・31・26・21年生まれの市民は
羽曳野市内の指定歯科医院にて平成 30 年 3 月末日まで受診
可。（受診券必要）。
※受診券が手元に無い方：健康増進課で再発行してください。

■ 集団健診 （※予約制 無料）
＜骨コツ歯ピカ健診＞

対　象 昭和 56・51・46・41・36・31 生まれの市民 
（受診券必要）

日程と場所 2 月 5 日㈪・3 月 12 日㈪　保健センター
＜骨・歯セット教室＞

対　象 65 歳以上の市民
（受診券が届いていなくても受診可）

日程と場所 2 月 8 日㈭・3 月 15 日㈭　保健センター

◆定期健康相談・栄養相談 2 月 16 日㈮ 午前中 ※要予約

このページについて
詳しくは
ウェブサイトを
参照。

毎月 19 日は食育の日
家族で食事を
楽しみ
ましょう。胃・肺・大腸・子宮がん検診は無料　乳がん検診は1,000 円

（生活保護受給者は無料：生活保護受給証明書が検診当日必要 )
費
用

チョイス D
デ

E あなたにあった 健康スタイル ※予約制
各教室を選んであなたの健康度をアップしましょう☆　
[ 対象 ] おおむね 40 歳以上の市民
学ぶ  D

デ

E  骨粗しょう症　※予約制　定員 30 人（先着順）
日　時 3 月 1 日㈭ 13:30 ～ 15:30（13:15 ～受付）

講　師 増田　博　医師（羽曳野市医師会）

場　所 保健センター

学ぶ  D
デ

E  ウォーキング　※予約制　定員 30 人（先着順）
日　時 3 月 16 日㈮ 13:30 ～ 15:30（13:15 ～受付）

場　所 はびきのコロセアム（雨天時：陵南の森総合センター）

＜がん個別検診＞　
各医療機関へ直接予約。年度末は混み合いますので予約はお早めに。

医療機関名 電話 胃・肺・
大腸がん 乳がん 子宮がん

羽
曳
野
市

いしど
レディースクリニック 072-959-7123 ○

江藤クリニック 072-956-8881 　 ○
コープ診療所 072-938-6226 ○ 　

土屋医院 072-957-1001 ○
大阪はびきの
医療センター

( 旧大阪府立呼吸器・
アレルギー

医療センター）

072-957-2121 ○ ○

城山病院 072-958-1000 ○
藤本病院 072-958-5566 ○

藤
井
寺
市

平松産婦人科
クリニック 072-955-8881 ○

船内クリニック 072-955-0678 ○

大
阪
市

あべの松井
クリニック 06-6647-2223 ○

すずかけの木
クリニック 06-6626-2110 ○

大阪がん循環器病予
防センター 06-6969-6712 ○ ○ ○

＜がん検診推進事業（無料クーポン券）について＞
無料クーポン券の使用期限は平成 30 年 3 月 31 日までです。

早めに受診しましょう。
無料クーポン券 対象

大腸がん検診
乳がん検診（女性のみ）

昭和 51 年 4 月 2 日～
昭和 52 年 4 月 1 日生まれの方

がん検診 愛する家族への贈り物

●検診（健診）は年度内に各 1 回。定員になり次第締切。FAX 申込は不可。

若い女性に増えている ･･･子宮頸がん
性行為経験のある女性の 70 ～ 80％が一度は HPV( ヒトパピ
ローマウイルス ) に感染しています。ほとんどが 1 年以内に消
失しますが、持続的に感染している人のごく一部ががんになる
可能性があります。自覚症状 ( 下腹部痛・不正出血等 ) は初期
には現れないため、早期発見のためには検診を受けることが重
要です。地域がん登録全国統計（20 ～ 69 歳の子宮頸がん罹
患数）によると 20 年前
と比べ、若年層で子宮頸
がんになる割合が急増し
ています。
　今年度子宮がん検診対
象の方は、3 月末までに
受けましょう。

地域がん登録全国統計より（20 ～ 69 歳の子宮頸がん罹患数）

原因は
ヒトパピローマ
ウイルスだ！

（HPV）
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◆乳幼児健康診査◆（会場：保健センター）
　対象児に個別通知します。健診日の２週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）まで、ご連絡ください。

種　類 日　程 対　象　児

４カ月児 
健康診査

2 月 16 日㈮ 平成 29 年10 月1日～16日生まれ

2 月 23 日㈮ 平成 29 年10月17日～31日生まれ

3 月 16 日㈮、23 日㈮ 平成 29 年 11 月生まれ

１歳６カ月児 
健康診査

2 月 27 日㈫、28 日㈬ 平成 28 年 7 月生まれ

3 月 27 日㈫、28 日㈬ 平成 28 年 8 月生まれ

２歳６カ月児 
歯科健康診査

2 月 20 日㈫、21 日㈬ 平成 27 年 8 月生まれ

3 月 13 日㈫、14 日㈬ 平成 27 年 9 月生まれ

３歳６カ月児 
健康診査

2 月 6 日㈫、7 日㈬ 平成 26 年 8 月生まれ

3 月 6 日㈫、7 日㈬ 平成 26 年 9 月生まれ

◆マタニティスクール◆　・定員：20 人（先着順）
[ 日時 ]　＜さくらコース＞ 　　（会場：保健センター、予約制）

1 回目 2 月 19 日㈪
10:30 ～ 15:00

マタニティクッキング
歯科健診（ランチ付き）

2 回目 3 月 1 日㈭
13:00 ～ 15:30

助産師に聞く
お産のための心と身体の準備

3 回目 3 月 10 日㈯
　９:30 ～ 12:00

沐浴体験
パパの妊婦体験

4 回目 3 月 15 日㈭
13:00 ～ 15:30

赤ちゃんの育て方
先輩ママとの交流

※平成 30 年 5・6 月出産予定の初産婦の方優先。
※全４回の参加が難しい場合、第 3 回目のみの参加も若干名可能。

◆「ママとベビーの交流会」◆　※予約制
・定員 15 組（先着順）上のお子さんの保育はありません　

[ 日　時 ] 3 月 15 日㈭  14:00 ～ 16:00
[ 対　象 ] 生後 3 カ月までのベビーとママ
[ 場　所 ] 保健センター 4 階
　身体計測・助産師と保健師による育児相談
・絵本や遊びの紹介・妊婦さんとの交流会。

◆離乳食講習会◆　※予約制
・定員 15 組（先着順）対象となる乳児のみ保育あり

[ 日　時 ] 2 月 9 日㈮・3 月 9 日㈮のいずれか 1 日
13:00 ～ 15:30

[ 対　象 ] 4 カ月児健診受診後から 
10 カ月までの乳児の保護者

[ 場　所 ] 保健センター  3 階

◆予防接種◆（接種には母子健康手帳と予診票が必要）
＜集団接種＞（ＢＣＧ・会場：保健センター）

※ BCG 接種は４カ月児健康診査と同日です
４カ月児健康診査をすでに受け、BCG を
接種していないお子さんは、健康増進課

（保健センター）にお問い合わせください。
＜個別接種＞（各医療機関に直接電話で予約）

詳細は「平成 29 年度健康だより」、ウェブサイト参照。

＜

無
料＞

ＨＩＶ・梅毒即日検査 
（梅毒検査のみは不可）

毎週㈬
[ 匿名可・予約不要 ] 9:30 ～ 10:30

＊夜間、土日検査は、chot CAST（チョットキャスト）なんばで実施しています。
　詳しくは保健所へお問い合わせください。

肝炎ウイルス検査　　
予
約
制

第 2、4 ㈬ 13:30 ～
14:30風しん抗体検査　　　　

こころの健康相談（精神科医、精
神保健福祉相談員が相談に応じます）

こころの病気、
アルコール依存症など

医療機関に関する相談 毎週㈪～㈮   9:15 ～ 12:15
13:00 ～ 16:00

＜

有
料＞

水質検査（飲用水・井戸水
・遊泳場水・浴槽水）予

約
制

依頼の際は、
お問い合わせください。室内空気検査（ホルムアルデヒド

・VOC）

腸内細菌検査
（赤痢菌、チフス菌、パラチフス A 菌、
  サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌 O157）

毎週㈪～㈬  9:30 ～
12:00

寄生虫卵検査・ぎょう虫卵検査
予
約
制

毎週㈪～㈭  9:30 ～
12:00

藤井寺保健所 藤井寺市藤井寺 1-8-36  ☎ 072-955-4181
http://www.pref.osaka.lg.jp/fujiiderahoken/ ■生活衛生室　☎ 072-952-6165　　　※いずれも土、日、祝日は除く

－もう受けましたか？－
麻しん風しん混合 (ＭＲ )の予防接種

＜対象者＞ --------------------------------------
●第 1 期…　1 歳～ 2 歳に至るまで
●第 2 期…　5 歳～ 7 歳未満で小学校入学前年度の

3 月 31 日まで
【実施医療機関】市内の指定医療機関
□個別通知した案内や健康だよりを参照し、医療機関

に予約。
※接種時は、母子健康手帳を持参。
※接種期間を過ぎてしまうと費用が約 1 万円かかりま

す。未接種の方は早めに接種してください。予診票
を紛失された方は、母子健康手帳を持って、健康増
進課（保健センター）まで取りにきてください。

知っていますか？ いろいろな 「こ食」
孤食 … 一人きりで食べる
個食 … 一人ひとり違うものを食べる
固食 … 好き嫌いが多くいつも同じものばかり食べる
小食 … 食べる量が少ない
濃食 … 味の濃いものばかり食べる

　すべて「こしょく」と読みます。このような食生
活は子どもの成長に影響を与えると言われていま
す。色々なものをバランスよく食べることや、家族
や仲間と食卓を囲んで
同じものを食べること
は、身体だけでなく心
の健康にもつながりま
す。家族や周りの人と
「こ食」について考えて
みましょう。

健康はびきの 21( 第 2 期 ) 後期計画・食育推進計画（第 2 次）・自殺対策計画のアンケートについて
市内在住の 3,000 人（20 歳から 85 歳まで）の方にアンケートを送付しています。アンケート用紙が届いた方は記入後、返信
用封筒で 2 月 28 日㈬までに返送してください。ご協力よろしくお願いします。
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街かどから・・・・・  　　                                                      　　　　　         ・・・・・ ＨＡＢＩＫＩＮＯ　ＣＩＴＹ　ＴＯＰＩＣＳ
2020 年をめざして
　昨年 10 月に開催されたボッチャワールドオープン・バ
ンコク大会チーム戦で優勝された日本代表メンバーの中村
拓海さん（学園前）が市役所を訪問されました。中村さんは、
高度な技術でボールを投球するのが持ち味、金メダル獲得
に大きく貢献されました。「日本ではまだまだ認知度が低い
ため、今回の国際大会などで活躍することが普及につなが
ります。」と話され、「2020 年の東京パラリンピックの日
本代表になることです。」と目標を聞かせていただきました。

クリスマスを彩る寄せ植え
　昨年 12 月 9 日～ 11 日にかけて、市内 3 施設（石川プ
ラザ、時とみどりの交流
館、陵南の森）で「みどり
の講習会」が開催され、合
計 120 人の参加者が、寄
せ植えの技術を楽しみなが
ら学びました。

羽曳野とウィーンをつなぐ
　昨年 11 月 28 日㈫、イップ常子さん（オーストリアの
国家公認ガイド）による講演会が LIC はびきのにて行われ
ました。羽曳野市と友好交流都市
であるウィーン 13 区ヒーツィン
グの風景やマリー・アントワネッ
トの母マリア・テレージアの生涯
など、映像を交えながらの解説に、
多数の参加者が興味深げに耳を傾
けました。

＜羽曳野市こども会育成連絡協議会＞
　　　　  第 47 回写生ポスターコンクール【結果】
　昨年 12 月 3 日㈰、応募作品 99 点の中から、次の作品
が各賞に選ばれました。※敬称略、（カッコ）内こども会名称
＜会長賞＞福本詩桜（白鳥）、＜市長賞＞下川奈穂（ローレル）
＜議長賞＞篠原友朗、細井春花（ローレル）、和泉祐花（白鳥）
＜教育長賞＞
宗川遥香（白
鳥）、辻本奈
津実（グリー
ンハイツ）、
比嘉美結（大
黒光陽台）

一票の重みを知る、模擬投票を実施
　昨年 12 月 15 日㈮、高鷲南中学校３年生の社会科授業
の一環として、市選挙管理委員会後援のもと模擬投票が行
われました。まず選挙の仕組みを知ることから始まり、次
に教師が立候補者役になって政見放送や討論会を行うなど、
実際の選挙さながらの学習の時間となりました。社会科の
土居崇先生は「義務教育の今だからこそ、選挙を身近に考
えることが大切。政治を考えるための良いきっかけになっ
たのでは」と話されました。

■ボッチャとは ･･･ イタリア語で「ボール」
を意味し、ヨーロッパで生まれた重度脳性麻
痺者もしくは、同程度の四肢重度機能障害者
のために考案されたスポーツです。自分の持
ち玉（赤または青色）をジャックボール（白
い的球）にどれだけ近づけられるかを競いま
す。パラリンピックの正式種目でもあります
が、障害のある方だけでなく、全ての方々に
愛好されているユニバーサルスポーツです。
※詳細は［日本ボッチャ協会］ウェブサイ 
トをご覧ください。

第 13 回羽曳野市長杯子ども将棋大会【結果】
　昨年 12 月 17 日㈰、青少年児童センターで行われた同
大会の結果は次のとおりです。（敬称略、氏名は優勝・準優勝・
3 位の順）＜Ａクラス＞酒井光太郎、松尾拓未、鈴木 琉青、
＜Bクラス＞
中谷豊、
瀧本大也、
米田剛己、
＜Cクラス＞
吉本真凛、
藤本隼羽、
高嶋裕希

羽曳野市軟式野球連盟第 26 回市長杯大会【結果】
　昨年 9 月 24 日～ 10 月 29 日にかけて、グレープヒルス
ポーツ公園で同大会が開催されました。（参加チームはＢ級・
Ｃ級合わせて 31 チーム）
＜ B 級＞優勝：RED-FOX、準優勝：佐川藤井寺
＜ C 級＞優勝：ザ・ヴィーナス、準優勝：丹比荘病院

羽曳野市婦人防火クラブ【祝 30 周年】
　昨年 11 月 21 日㈫、柏原羽曳野藤井寺消防組合において
同クラブの創立 30 周年記念式典が挙行されました。長年に
わたり地域の防災活動に尽力して頂いた功績をたたえ、北川 
市長より感謝状が授与されました。
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街かどから・・・・・  　　                                                      　　　　　         ・・・・・ ＨＡＢＩＫＩＮＯ　ＣＩＴＹ　ＴＯＰＩＣＳ
高鷲駅前が色取り取りに
　昨年12月1日㈮、アドプトロード推進事業の一環として、
高鷲駅前を育む会、高鷲中学
校、高鷲小学校２年生のみな
さんで、高鷲駅前にパンジー
の定植を実施し、高鷲駅前が
たくさんの花々で彩られまし
た。駅周辺が明るくなり、行
き交う人々の心を和ませるこ
とでしょう。

未来のなでしこ ～女子サッカーで全国大会へ～
　女子サッカーの全国大会「第 7 回びわ湖カップなでしこ
サッカー大会 U-12」（2月17日～18 日開催）に東

あずま
夢
ゆめ

乃
の

さん
（西浦小 4 年）、川

かわ
上
かみ

雅
みやび

さん（古市南小 4 年）、河
か わ い

合こうさ
ん（高鷲北小 4 年）の 3 人が出場されることになり、報告
に市役所を訪れてくださいました。3人は南河内の女子サッ
カーチーム「ミードレイガールズ」として、同大会へ出場
されます。ミードレイガールズは今回で全国大会に 3 年連
続での出場となり、女子サッカーで南河内のチームが活躍
していること
も、大変嬉し
いニュースで
す。試合でも
練習の成果を
発揮し、目指
せ全国制覇！

成人の日 ～大人の自覚と責任を胸に～
　１月８日㈷、第 60 回羽曳野市成人式が LIC はびきのに
て開催され、新成人の門出を祝いました。華やかな振袖や
スーツに身を包んだ新成人 895 
人（男性 432 人・女性 463 人）
が参加し、式典終了後は、恩師や
友人との旧交を温めあう姿が見ら
れました。おめでとうございます。

適正な計量販売 ～商品量目調査を実施～
　市では、生鮮食品の内容量の記載が適正であることを調
査する「商品量目調査」を実施しています。昨年は 11 月・
12 月と、羽曳野市消費者団体連絡協議会や大阪府計量検
定所の協力のもと、同調査および市内スーパーマーケット
の立入検査を実施し、結
果はいずれも “適正” で
した。今後も、消費者が
安心して商品を購入でき
るよう、関係機関ととも
に取り組んでまいります。

「こんにちはあかちゃん」に掲載をご希望の方は、①住所 ②赤ちゃんの氏名（ふりがな） ③生年月日 ④コメント ⑤撮影者のお名前と続柄 ⑥電話番号
を明記し、⑦画像を添付の上、kouhou@city.habikino.lg.jp までメールをお送りください。メール以外の申込については、お問い合わせください。
＜問合せ＞ 秘書課 広報担当 ☎ 072-958-1111（内線 3333・3340）　

緑の少年団 ～駅前花いっぱい活動～
　 昨 年 12 月 2 日 ㈯、 羽 曳 野
市緑の少年団が、高鷲駅・古市
駅・上ノ太子駅にある駅前プラ
ンターの定植作業を行いました。
参加した団員たちと下地づくり
をして 220 株のパンジーの花苗
を植え、冬の駅前が温かい雰囲
気に包まれました。
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平成26 年 12月 8日 生まれ
いつもカワイイ笑顔をありがとう♥
　　　　　　　　　すくすく育ってね。

小さく産まれたけど元気いっぱい !!
　　　　　　その笑顔に癒されてるよ☆
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支　所
☎ 072-955-0583　℻ 072-930-2144
羽曳野市民会館
☎ 072-958-2311　℻ 072-958-2312
LIC はびきの（生活文化情報センター）
☎ 072-950-5500　℻ 072-950-5505
はびきのコロセアム
☎ 072-937-3123　℻ 072-937-3124
市民体育館（西浦）
☎ 072-958-2340　℻ 072-958-3614
陵南の森総合センター

（老人福祉センター・公民館・図書館）
☎ 072-952-2751　℻ 072-952-1303
陵南の森生きがい情報センター

（テレワークセンター）
☎ 072-931-1900　℻ 072-931-2112
ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553　℻ 072-957-5580
丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355　℻ 072-937-2388
石川プラザ
☎ 072-950-2002　℻ 072-958-9110
保健センター（休日急病診療所）
☎ 072-956-1000　℻ 072-956-1011
人権文化センター
☎ 072-955-4556　℻ 072-955-7042
青少年児童センター
☎ 072-952-0032　℻ 072-937-8580
白鳥児童館
☎ 072-957-4900　℻ 072-957-4900
青少年センター
☎ 072-958-0050　℻ 072-956-7867
エコプラザはにふ（中央スポーツ公園）
☎ 072-959-3567　℻ 072-959-3568
時とみどりの交流館（峰塚公園管理棟）
☎ 072-942-6647　℻ 072-942-6647
道の駅 しらとりの郷・羽曳野総合棟

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-957-6900　℻ 072-957-6910
子育て支援センターふるいち
☎ 072-958-3308　℻ 072-958-3350
子育て支援センターむかいの
☎ 090-8880-0058　℻ 072-953-6361
向野老人いこいの家
☎ 072-952-0033　℻ 072-952-0033
給食センター
☎ 072-958-2306　℻ 072-958-1082
社会福祉協議会
☎ 072-958-2315　℻ 072-958-3853
シルバー人材センター
☎ 072-959-0555　℻ 072-959-0333
柏原羽曳野藤井寺消防組合
☎ 072-958-0119　℻ 072-958-9900
羽曳野警察署
☎ 072-952-1234　℻ 072-952-2531
藤井寺保健所
☎ 072-955-4181　℻ 072-939-6479
藤井寺郵便局
☎ 072-954-2601　℻ 072-938-8591
柏羽藤環境事業組合
☎ 072-976-3333　℻ 072-976-3331
クリーンピア 21（休業日：㈫）
☎ 072-975-2580　℻ 072-975-2577
健康ふれあいの郷 グラウンド・ゴルフ場

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-950-6611　℻ 072-950-3888
茶山テニスコート（土・日・祝日のみ）
☎ 072-959-8836

主な公共施設 － 制度 － 
２月は「児童手当」の支給月
　２月９日㈮に、受給資格者の指定口
座に児童手当（平成 29 年10 月～平
成 30 年1月分）を振り込みます。
児童の年齢・支給月額

（所得制限額未満）
①０歳～３歳未満（誕生日月まで）
　15,000 円 
②３歳～小学校修了前（第１子・第２子）
　10,000 円 
③３歳～小学校修了前（第３子以降）
　15,000 円 
④中学生（一律 ) 10,000 円
児童の年齢（上記①～④）・支給月額

（所得制限額以上） 
 児童１人あたり   5,000 円
※出生順位の数え方は、18 歳に達
した日以降の最初の３月 31日まで
のお子さんのうち最年長の子から「第
1子」として数えます。 

■ 問 こども課  ☎ 072-947-3836（直
通）ＦＡＸ 072-956-0730

高年介護課からお知らせ
■高齢者に所得税・地方税法上の　
　障害者控除対象者認定書を交付
　65 歳以上で身体や精神に障がいが
あり、要介護認定を受けている方で、
所定の基準を満たされた方に、所得
税や市・府民税の障害者控除を受け
られる際に必要な障害者控除対象者
認定書（無料）を交付します。詳しく
はお問い合わせください。
■高齢者のおむつ代が医療費控除　
　の対象に
　おむつ代の医療費控除を受ける場
合は、かかりつけ医師の記載した証
明書が必要となります。要件を全て
満たす場合、高年介護課で証明書を
無料発行できる場合があります。
・ 要介護認定を受けており、おむつ
代の医療費控除を受けるのが２年
目以降の方。

・ 主治医意見書の記載内容において、
寝たきり状態かつ治療上おむつの
使用が必要であると認められる方。

■ 問 高年介護課 認定担当 ☎ 072-
947-3821（直通） ＦＡＸ 072-950-2536

南部大阪都市計画生産緑地地区
の変更
　平成 29 年12 月 4 日付けで生産
緑地地区の変更を行いました。関係
図書は都市計画課の窓口で縦覧する
ことができます。（市ウェブサイトで
も一部公開しています。）
■ 問 都市計画課 本館 2 階　
☎ 072-958-1111 内線 2572・2573

道路占用料の改定
　羽曳野市道路占用料徴収条例の
一部を改正する条例（平成 29 年）が
可決され、平成 30 年４月１日より施
行となります。これに伴い、道路占用
料の額が改定となります。
《足場：1平方メートルにつき》
 5,100 円 /年 ⇒［改定後］400 円 /月 

《看板：1平方メートルにつき》 
 5,100 円 / 年 ⇒［改定後］400 円 /月

※その他の占用物件については、市
ウェブサイトをご覧ください。
■ 問 道路公園課
☎ 072-958-1111 内線 2235

改修された住宅に対する固定資産
税の減額
　工事費用（自己負担額）が 50万円
を超える一定の要件を満たす住宅の
改修を行った場合、申告により、工事
完了日の翌年度分の固定資産税が減
額されます。※工事完了日から３カ月
以内に、税務課への申告が必要です。
［ 耐震改修］昭和 57 年1月1日以前

に建築された住宅
［ バリアフリー改修］高齢者等（改修

工事完了年の翌年１月１日における
年齢が 65 歳以上の方、要介護認定
または要支援認定を受けている方、
障害のある方）が居住する、平成19
年1月1日以前に建築された住宅

［ 熱損失防止改修］平成 20 年1月１
日以前に建築された住宅

　詳しい内容や申告の必要書類など
については、お問い合わせください。
■ 問 税務課 固定資産税担当（本館１階
⑨⑩窓口）☎ 072-958-1111
内線 1540・1550
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－ お知らせ － 水銀使用廃製品（蛍光管・乾電池・
水銀体温計）の拠点回収
　２カ月に一度、偶数月の燃えない
ゴミで回収していましたが、水銀に
よる環境の汚染を防止し、健康保護
および生活環境の保全を図るため、
平成 30 年 6 月から一般収集ができ
なくなります。『蛍光管』『乾電池』は
購入元の電気店に引き取ってもらう
か、市内公共施設の回収ボックス（5
月末頃設置予定）へお持ちください。
ご協力をお願いいたします。設置箇
所は 5 月号の広報にてお知らせしま
す。※事業所から排出されたものは、
拠点回収の対象外です。
■ 問 環境衛生課  
☎ 072-958-1111  内線 2841

受取期間が終了したマイナンバー
カードおよび返戻された通知カー
ドの受取
マイナンバーカード（保管：市民課・支所）
■持■物  通知はがきを参照。　　

通知カード（保管：市民課）
■持 ■物  本人もしくは同一世帯人が本人
確認書類（運転免許証などの顔写真
つきの書類なら1点。それ以外の書
類は 2 点以上）を持参。

日曜窓口（平日に来庁できない方）　
■と■き  2 月 25 日㈰ 9:00 ～12:00　
■場■所  市民課（市役所本館1階②窓口）
※昨年より、日曜窓口は市民課のみ
で行っています。通知はがきに受取場
所が支所と記載されている方も市役
所本館市民課での受取になります。

■問  ［市民課］☎072-958-1111 内線1670  
［支所］☎ 072-955-0583（直通）

休日窓口・夜間窓口
【国民健康保険・後期高齢者医療保険】

夜間 2 月 21日㈬ 18:00 ～20:00
休日 2 月 25 日㈰ 10:00 ～15:00

■ 問 保険年金課（本館1階③窓口）
☎ 072-958-1111内線 1750・1751

就学通知書の送付
　４月から小学校・中学校に入学す
るお子さんに対し、就学通知書を１
月下旬に発送しました。「通知書が届
かない」「住所異動した」「国立・私
立学校などに入学する」などの場合
は、必ずご連絡ください。
■ 問 学校教育課 ☎ 072-947-3907（直通）

はびきの中学生 study-О［２月・３月］
◆東教室（市役所）
　［2 月］３日㈯、４日㈰、17 日㈯、
　　　　18 日㈰、25 日㈰
　［3 月］３日㈯、4 日㈰
◆西教室（あいあいハウスおよび支所）
　［2 月］４日㈰、17 日㈯、18 日㈰、
　　　　25 日㈰
　［3 月］３日㈯、4 日㈰

■と■き  各教室 ［午前クラス］ 9:30 ～12:30
［午後クラス］13:30 ～16:30　■￥  無料
■対■象  市内在住・在学の中学1～３年生
※参加中学生、随時受付中！詳しく
　は市ウェブサイトまたは担当まで。
※中学生に勉強を教える大学生サポ
　ートスタッフを募集中！
■ 問 政策推進課
特命プロジェクトチーム
☎ 072-958-1111  内線 3530

市有地売却一般競争入札の結果
　平成 29 年度市有地売却一般競争
入札の結果（12 月 5 開札）です。
■物件番号 29-1
　川向189-2 他 6 筆（1,051.32 ㎡）
　大黒住宅 株式会社 
　￥26,000,000
■物件番号 29-2
　向野 2-402-6（700.83 ㎡）
　株式会社 アーネストワン
　￥23,084,256

■ 問 管財用地課
☎ 072-947-3803（直通）

無料法務・法律相談（研志会会員）
　相続・遺言、許認可、社会保険・労
働などの相談を、弁護士、行政書士、
土地家屋調査士、社会保険労務士な
どが担当。
■と■き  2 月 25 日㈰ 13:30 ～16:30
■場■ 所 市役所 A 棟 中・東会議室
■申■込・■ 問  要予約。 研志会理事 （城）
☎ 0721-69-8050

無料相談会（行政書士）
　相続・遺言、成年後見人制度、離婚、
法人設立および建設業等の営業許可な
ど申請手続について大阪府行政書士会
が相談に応じます。（1人 30 分）　
■と■き  2 月15 日㈭13:30 ～15:30
■場■ 所 LIC はびきの 中会議室Ｂ　
■申■込・■ 問  要予約。大阪府行政書士会
南大阪支部（井爪） ☎ 072-952-2424

労働相談（無料）
　職場のトラブルを防止するため、
労働契約や労働条件に関する問題、
労働組合や団体交渉に関する問題、
職場のハラスメント（セクハラ・パワ
ハラなど）に関する問題、就業規則
や人事労務管理に関する問題、働く
人たちや使用者の皆様からのさまざ
まな労働相談をお受けします。
■大阪府総合労働事務所

（大阪市中央区）☎ 06-6946-2600
㈪～㈮ ９:00 ～17:45

［夜間相談 20:00まで第1・2・3・5 ㈭］
■大阪府総合労働事務所南大阪センター

（堺市西区）☎ 072-273-6100
㈪～㈮ ９:00 ～17:45　　

［夜間相談 20:00 まで第 4 ㈭ ］

　大阪府営古市住宅の第1期建替え
工事に伴い住居表示を実施します。
※第２期以降については、建替えの
状況に応じて、その都度実施予定です。
■と■き  実施日  2 月10 日㈯

《対象区域の住所の表し方》
　南古市 2丁目11番●ｰ▲▲▲号
　（●＝棟番号　▲▲▲＝部屋番号）

 ■ 問 市民課 総務・住居表示担当
☎ 072-958-1111 内線 1611・1670

古市地区の一部で住居表示を実施

大阪府営
古市住宅

住居表示
対象区域

南古市
2 丁目 南古市

2 丁目

大阪府営
古市住宅

石川
プラザ

国
道
1
7
0
号
線
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保育士・業務員  嘱託員募集
■勤■務  市立保育園または市立幼保連携
型認定こども園
《保育士》  ■定■員   10 人程度
■対 ■象   保育士（国家戦略特別区地域
限定保育士を含む。）資格を有する方
または平成 30 年３月末までに資格
取得見込の方

《業務員》  ■定■員  ５人程度　
■対■象  調理師免許を有する方

■試■験   ２月17日㈯
■申■・込 ■ 問 ２月５日㈪～16 日㈮　
こども課 ☎ 072-958-1111 内線1232
※詳しくは２月１日㈭から配布する募
集要項をご覧ください。（配布場所：
市役所本館１階こども課、支所、支
援センターふるいち）

柏羽藤環境事業組合　嘱託員募集
嘱託員（技術職）
●プラットホームの管理に関すること
●ペットボトル減容施設
●粗大ごみ処理施設の運転および保
　守に関すること
●施設の環境美化に関すること
●搬入道路、洗車場の維持管理に関
　することなど

■定■員  5人程度
■対■ 象 学校教育法による高等学校を卒
業した方
■期■間  ４月１日～平成 31年 3 月 31日
■勤 ■務  週５日 ただし、週休日は㈯㈰
㈷に限らない。※日勤のみ、主に上
記業務内容に従事。※勤務成績が良
好でかつ任用予定がある場合は、新
たに任用する場合あり。
■申■込・ ■ 問 2 月1日㈭～14 日㈬ 9:00
～17:00 ※㈯㈰㈷を除く

《選考日》2 月18 日㈰　《選考》書
類選考と面接試験　《要項配布》柏
羽藤環境事業組合総務課（柏原市円
明町 666 番地）☎ 072-976-3333
ウェブサイト［柏羽藤環境事業組合］
を検索

放送大学 4 月生募集
■テレビ、ラジオ、インターネットで
好きなときに受講できます。
■心理学・福祉・経済・歴史・文学・
情報・自然科学など、約 300 の授
業科目があり、1項目から学ぶこと
ができます。
■出願期間 ［第1回］2 月 28 日㈬
まで［第 2 回］3 月 20 日㈫まで。
■ 問 放送大学大阪学習センター 

※資料無料提供 ☎ 06-6773-6328

－ 募集 －

調理パート募集
■定■員  若干名　■勤■務  学校給食センタ
ー（西浦 6-48）学校給食実施期間
中の㈪～㈮ 8:30 ～15:00（休憩1
時間）※勤務開始日・日数は応相談。
■賃■金  時給 940 ～ 970 円 （雇用保
険・労災保険加入）
■申■込・ ■ 問 有限会社はびきのエル・エ
ス☎ 072-958-7600 ㈪～㈮ 9:00
～17:00 ※有限会社はびきのエル・
エスは羽曳野市全額出資会社です。

留守家庭児童会（学童保育）職員募集
①非常勤職員 募集　■定■員  若干名 ※
広報紙発行時点で採用していた場合
はお断りします。 ■賃■金   月額107,225
円 （実質平均月額 119,850 円～ ※
長期休み中の午前勤務を加味）（社
会保険、福利厚生の加入あり）
■勤■務   通常 ㈪～㈮ 12:45 ～17:45　
■申■込   履歴書およびエントリーシート
を提出。※書き方は要項を確認する
かお問い合わせください。※郵送不
可。※受付期日、任用期間などもお
問い合わせください。 ■試 ■験   申込時
に本人と相談の上、決定します。

②臨時職員（日々雇用）募集
■定■員   若干名　■賃■金   時給1,010 円（社
会保険、福利厚生の加入なし）
■勤■務   通常 ㈪～㈮ 12:45 ～17:45

《①②共通》■対■ 象 高校卒業以上～平
成30年度中に満67歳になる方まで。 

■申■・込 ■ 問 社会教育課（市役所別館 3 階）
☎ 072-958-1111 内線 4510・4520

羽曳野市緑の少年団 団員･指導員募集
　緑を愛し、守り、育てる心を養う
ことを目的に活動をする子ども達の
団体です。「緑の募金」「キャンプ」「駅
前花いっぱい活動」「ふれあい学習
活動」などの活動をしています。み
なさんも一緒に参加してみませんか。
■対■象   【団員】市内在住の小学４年生
～中学３年生までの男女（平成 30
年４月からの学年）【指導員】自然
に関心があり、子ども達と一緒に活
動のできる大人の方
■申■・込 ■ 問 2 月14 日㈬まで。
みどり推進室 ☎ 072-958-1111　
内線 2420

４市合同人権・法律相談会
　羽曳野市、藤井寺市、柏原市、大
阪狭山市が大阪府人権協会との共催
で、弁護士による法律相談や専門相
談員による人権相談を行います。（多
重債務、生活問題、心の悩み、人
権相談など）
■と■ き ２月 20 日㈫ 13:00 ～17:00
■場■所  パープルホール ３階 男女共同
参画ルーム（藤井寺市北岡1-2-3）
■定■員  法律相談、人権相談ともに４人
■申■・込 ■ 問 法律相談のみ事前申込。
藤井寺市協働人権課　☎ 072-939-
1059　
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歌声サロン ～ 一緒に歌おう ～
　歌声ボランティア「びりーぶ」のメン
バーと昔懐かしい歌を唄いましょう。
■と■ き 2月14日㈬13:30～（約1時間）
■場■所  高年生きがいサロン 3 号館（古
市1541-1、石川プラザ内）
■対■象  市内在住の方　■定■員 20人程度
■￥  無料　■持■物   飲み物
■申■・込 ■問 同サロン ☎072-959-0220

大阪菊花会 菊花講習会
■ 3月 4 日㈰ 総会・大菊親株の管理・
培養土作り ほか
■ 4 月1日㈰ 大菊挿し芽・鉢上げ・
摘心・盆栽 ほか
■ 5 月 20 日㈰ 大菊三枝誘引・大鉢
定植・だるま作り ほか（大菊の苗頒布）
■ 6 月17 日㈰ 大菊真夏の管理・柳
芽の処理・肥料追い込み・蕾の剪定・
福助作り ほか

《苗の販売》場所：陵南の森藤棚の下
 5 月 20 日㈰  大菊苗（講習終了後）
 7 月 22 日㈰  福助苗（13:00 ～）

■と■ き 各講座 13:00 ～（3 月 4 日は総
会終了後の13:45 頃講座開始予定） 

■場■所  陵南の森公民館 2 階 第1研修室
■対■象  どなたでも参加可　■￥  無料　
■ 問 大阪菊花会（花川）携帯090-3275-
6360、道路公園課みどり推進室 ☎
072-958-1111 内線 2430

男女共生セミナー参加者募集！
「こころとからだのセルフケア 
 ～アロマオイルでハンドマッサージ～」
■と■ き ２月 24 日㈯13:00 ～15:00
■場■所  市役所別館 ２階 研修室
■講■師 生

い き お
魚かおり（HCPS 認定臨床ア

ロマセラピストⓇ）　
■対■象  市内在住・在勤・在学の方
■定 ■員 先着 20 人　■￥  1,000 円（教
材費込）　■持■物  フェイスタオル １枚
■他  一時保育あり（２歳から就学前の
幼児・無料・先着５人） ※要予約
■申 ■・込 ■ 問 ２月13 日㈫までに電話・
FAX・メールで人権推進課までお申し
込みください。
［FAX・メールの場合］次の項目をご記
入ください。①セミナー名 ②氏名 ③
住所 ④電話番号 ⑤年齢 ⑥一時保育
の有無（※子どもの氏名、年齢）

☎ 072-947-3606（直通）
ＦＡＸ 072-958-8061
メール jinkensuishin@city.habikino.lg.jp

ボランティア・市民活動わくわく講座
傾聴ボランティア養成講座
■と■き  2 月 7 日㈬～ 9 日㈮ 13:30 ～
15:30　■場■所   エコプラザはにふ 

■対■ 象 市内で活動できる方　■ ￥ 無料
■申■込・■  問 羽曳野市社会福祉協議会
☎ 072-958-2315（直通）

洗心書友会無料体験会
陵南の森公民館登録グループ
　毛筆を楽しく体験してみませんか。

（年賀状、住所、名前、祝儀袋など）
■と■ き 2月2日・16日㈮ 9:00 ～12:00
■場■所  陵南の森公民館 2 階  実習室
■対■象   市内在住・在勤・在学の方　
■￥  無料　■持■物   用具貸出あり　
■申■ 込 随時受付
■ 問 花井 ☎ 072-954-6756

そよかぜペン習字クラブ無料体験会
陵南の森公民館登録グループ
　基礎から丁寧に学習できます
■と■ き 3 月10 日㈯ 9:30 ～11:30
■場■所  陵南の森公民館 2 階 会議・視
聴覚室　■対■象  市内在住・在勤・在学
の方　■定■員 先着10 人　■￥  無料
■持 ■物  ボールペン　■申 ■込 2 月1日㈭
～3 月 5 日㈪　■ 問 そよかぜペン習字 

（早川）☎ 072-938-4171

はみんぐ南河内 2 月の教室
①運動・歩く脳トレ スクエアステップ
■と■き  2 月 23 日㈮ 10:00 ～ 
■￥  500 円（初回お試し無料）

②みんなの食育講座   親子で風の子！
 アウトドアクッキングと秘密基地づくり
■と■き  2 月 25 日㈰ 10:00 ～14:00
■場■所  大泉緑地　■￥  1,500 円（親子2人）
■対■象  小学生以上の子どもと親 ※集合
場所、持物は申込時にお伝えします。
③ヘルシークッキング  減塩みそづくり
■と■き  2 月 27日㈫ 10:00 ～11:30
■￥  1,500 円（材料費込）※約 2kg 分

■申■込・ ■問  はみんぐ南河内 
☎ 072-976-5255 ＦＡＸ 072-976-5256

（野々上4-6-16 野々上マンション103)

－ 講座 －統計調査員募集
平成 30 年度実施予定の統計調査
 ◇ 工業統計調査
 ◇ 平成 30 年住宅・土地統計調査
■内■容  ●各種統計調査の説明会への
出席 ●担当調査区の確認 ●世帯ま
たは事業所へ調査書類などを配布、
回収、検査、市役所への提出など。
なお、調査活動に従事している期間
は、非常勤の公務員となります。（調
査活動に影響がなければ兼業可能）
■期 ■間  調査の基準日前後２カ月程度

（統計調査によって異なります）
■賃■金  調査員手当（統計調査によって
額は異なります）　■対■ 象 ① 20 歳以
上 65 歳以下（平成 30 年６月1日現
在）の健康な方 ②責任を持って調
査事務を遂行できる方 ③調査で知り
得た秘密を守れる方 ④警察、選挙、
税務事務、報道関係、興信所の仕事
に従事していない方 ⑤暴力団員また
は暴力団密接関係者でない方
■ 問 総務課  ☎ 072-947-3812（直通）

市営車地住宅入居者募集
【所在地】 はびきの 5-5-12
  ■ 2DK（1戸）1～3 人世帯向け
  ■車椅子常用者世帯向け（1戸）

【入　居】 4 月中旬予定
■対 ■ 象 ①住宅に困っており、収入基
準に合う方（入居予定者全員の収入
が対象）で、家賃を支払うことがで
きる方 ②申込時、申込者本人が市
内在住もしくは在勤（勤務すること
が確実な場合を含む）の方 ③車椅
子常用者世帯向けは、身体障がい者
手帳または戦傷病者手帳の交付を
受け、かつ下肢または体幹の機能障
がいの程度が高い車椅子常用者の
いる世帯が対象。（単身世帯可）
《申込書配付》（★印では㈯㈰㈷は配付しません）
建築住宅課（★）・支所（★）・人権文化セン
ター（★）・陵南の森総合センター・丹治は
やプラザ・ＭＯＭＯプラザ・石川プラザ
 2 月5日㈪～16 日㈮ 9:00 ～17:30

《申込場所》 建築住宅課（市役所本館2階）
2 月5日㈪～16 日㈮  9:00 ～17:30

【抽選会・説明会】3 月11日㈰
 10:00 ～ 市役所別館 3 階 会議室
■ 問 建築住宅課 住宅政策担当
☎ 072-958-1111内線 2270 ～2272 
※詳細は「入居申込みのしおり」を
参照。
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各コミュニティセンター教室
受講生募集（指定管理者：株式会社クリーン工房）

■ＭＯＭＯプラザ（以下）
　問合せ　☎ 072-957-5553

フリースタイル
キッズジャズダンス 受付中
［クラス①］3 歳～ 6 歳［クラス②］6 歳～12 歳
■と■き   2月8日～3月22日 ①16:00～
②17:00 ～（3 月1日を除く㈭）
■ ￥ ① 3,600 円／月 ② 3,900 円／月

韓国語教室 受付中
■と■ き 2 月10 日～3 月 24 日（3 月 3
日を除く㈯） ［中級①］13:30 ～ ［中
級②］15:30 ～ ［上級］9:30 ～ 
■ ￥ 3,000 円／月（テキスト代別）

和装教室 袋帯コース 受付中
［1回］2 月 28 日㈬、3 月1日㈭ ［2
回］3月14日㈬、15日㈭ ［3 回］3月
28 日㈬、29 日㈭ ［4 回］4月11日㈬、
12日㈭ ［5 回］4月25日㈬、26日㈭
※全 5 回（1回120 分）　■定■員 各 8人
　【朝】10:00 ～  【昼】14:00 ～
　【夜】18:00 ～※㈬のみ

■場■所   はびきの庵 円想
■ ￥ 2,000 円（5 回）

簡単おうちでパン教室
　バレンタインチョコパンを作ります
■と■ き 2月10 日㈯ [午前 ]10:00 ～
[午後 ]13:00～　■￥  2,000（材料費込） 
・・・・・・・・・・・・・・・・
■石川プラザ（以下）
　問合せ　☎072-950-2002

やさしいヨガ教室（4 期）受付中
■と■ き 2 月1日～3月22日 14:00 ～
15:30（2 月22日、3月 8 日を除く㈭）
■ ￥ 4,620 円※2月15日以降2,310 円

フラダンス教室（4 期）受付中
■と■ き 2 月 6 日～3 月13 日（2 月 27
日を除く㈫） ①初心者 9:30 ～10:30
②経験者 10:35～11:35　■￥各 4,110
円 ※ 2 月13 日以降 2,055 円

歌声くらぶ 当日受付13:30 ～
■と■ き 2 月20 日、3月20 日㈫ 14:00 
～15:30　■ ￥ 510 円（１回）

土曜ベーシックヨガ教室（4 期）受付中
■と■ き 2 月3 日～3月24 日 10:00 ～
11:30（2 月10 日、3 月10 日を除く
㈯）　■ ￥ 4,620 円 ※ 2 月 24 日以降
2,310 円

ベビーヨガマッサージとママヨガ
教室（4 期）受付中
■と■ き 2 月 6 日～3月13 日 10:00 ～
11:00（2 月 27日を除く㈫）
■対■ 象 2 カ月～2 歳児とお母さん
■ ￥ 4,110円 ※2月13日以降2,055円

春季フリーマーケット＆地元野菜
朝市（3 月11日）
■申■ 込 出店申込 2 月 4 日㈰ 11:00 ～
会議室  ［12 ブース］1,540 円

春休みこども土曜クラブ
  お話・ミニ実験・レクリエーションゲーム
■と■ き 3月24日・31日㈯ 9:30 ～10:45
■対■ 象 小学3～5年生　■ ￥ 300円(1回）
■申■ 込 2 月17 日㈯～
・・・・・・・・・・・・・・・・
■丹治はやプラザ（以下）
　問合せ　☎ 072-937-2355

歌声コンサート
喜多光三（ピアノ）、竹内直紀（テノール）
■と■ き 3 月 27 日㈫ 開場13:30 開演
14:00　■定■員  100 人　■ ￥ 1,020 円

（2 月1日㈭より窓口にて販売）

歌声くらぶ 当日受付13:30 ～
■と■ き 2 月 27 日㈫ 14:00 ～ 
■ ￥ 510 円（１回）

民踊教室（河内音頭ほか）（2 期） 
受付中
■と■ き 2月2日・16日、3月2日・16日
㈮13:30 ～ ※途中入会可　■ ￥ 3,080
円 ※2月16日以降1,540 円

太極拳教室（4 期）受付中
■と■ き 2 月14 日・28 日、3 月14 日・
28 日㈬13:30 ～※途中入会可
■￥  3,080 円 ※2月28日以降1,540 円

リフレッシュヨガ教室（4 期） 受付中
■と■ き 2 月7日～3 月 28 日10:00 ～ 

（2 月14 日、3 月 21日を除く㈬）※
途中入会可　■ ￥ 4,620 円 ※2 月28
日以降 2,310 円

女性のための体操 ･ 瞑想・癒し
ヨガ教室（4 期）受付中
■と■ き 2月6日～3月20 日 13:30 ～

（2 月 27日を除く㈫）※途中入会可
■ ￥ 4,620円 ※2月20日以降2,310円

市民会館主催の教室および催し
（指定管理者：株式会社みのりの里）

■市民会館　☎072-958-2311
　（h-shiminkaikan@minorinosato.com)
  ○申込は直接、市民会館の窓口まで。
  ※受講料は返金できません。

歌声くらぶ 当日受付 9:30 ～
■と■ き 2 月13 日、3 月13 日㈫ 10:00
～11:30　■ ￥ 510 円

瞑想ヨーガ教室（4 期）受付中
■と■ き 2 月 7 日・14 日・21日・28 日、
3 月 7 日・14 日㈬ 13:00 ～14:30
■定■員  20 人　■ ￥ 3,000 円※ 2 月 28
日以降1,500 円

歌声コンサート
喜多光三（ピアノ）、竹内直紀（テノール） 

■と■ き 3 月1日㈫ 開場 13:30 開演
14:00　■会■場  市民ホール　　 
■定■員  300 人　■ ￥ 前売1,500 円（当
日1,800 円）

ピラティス（4 期）受付中
■と■き   2月6日・13日・20日、3月6日・
13 日・20 日㈫ 10:00 ～11:00
■定■員  15 人　■ ￥ 4,620 円 ※ 3 月 6
日以降 2,310 円

地域の歴史遺産を活かす！シンポジウム
～参加者全員がパネラーだ！～ 受付中
　パネラー同士の意見交換の中に、
聴講参加者も意見を言えるような気
楽な雰囲気のシンポジウムです。

［パネラー］福田 英人（大阪府教育庁
文化財保護課主任専門員）、ほか

［コーディネーター］ 細見 克
（四十四の会）
■と■ き 3 月11日㈰ 14:00 ～16:00
■会■場  大会議室（3 階） 

■定■員  先着 80 人　■ ￥ 無料
■申■ 込［来庁・電話・メール申込］氏名・
電話番号が必須。
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－ 催し －
羽曳野少年少女合唱団
創立 45 周年記念演奏会
　昭和 48 年に結成された同合唱団
は共に歌うことの楽しさ、豊かなハー
モニーを求めて歌い続けて、この度創
立 45 周年記念演奏会を開催するこ
とになりました。
　合唱団のＯＢ・ＯＧの皆さんと一緒
に歌うステージも企画。幼児から 50
代の幅広い世代によるハーモニーを
お聴きください。
　また、演奏会当日は東日本大震災
から7 年をむかえます。被災地のより
一層の復興を願い、心を込めて歌い
たいと思います。
①私たちのレパートリーより

（となりのトトロ・怪獣のバラード ほか）
②合唱組曲 チコタン ほか
③ＯＢ・ＯＧの皆さんと共に
④ ミュージカルナンバーから 

（Tomorrow・美女と野獣・サークルオ
ブライフ ほか）
⑤エンディング「合同演奏」

（花は咲く・ほらね、）
■と■ き 3 月11日㈰  開演13:30
■場■所  LIC はびきの ホール M
■ 問 合唱団育成会（金

こんぱる
春）

        携帯 090-7369-9034

青少年児童センターだより（2月）向野3-1-33   ☎ 072-952-0032   ℻ 072-937-8580
　［一般開放］ ㈪～㈮13:00 ～17:00　㈯ 9:00 ～17:00　※㈷除く
子ども広場「将棋広場」～初めての人・興味を持った人は、気軽にご参加ください～
■と■き  3 日・10 日・17 日・24 日㈯  15:00 ～ 17:00　※日程変更の場合あり
おもしろ教室「お雛さま飾り」～スチロール球を使い、小さな雛飾りをつくります～
■と■き  10 日㈯ 10:00 ～ 11:30　■対■象 幼児と小学生（小学1年までは保護者同伴）
■定■員  先着 15 人　■持■ 物 筆記用具、はさみ　■申■込  電話申込
おもしろ教室「おたのしみ会」～工作や焼いも大会など、楽しいことがいっぱい！～
■と■き  17 日㈯ 10:00 ～ 11:30　■対■象 幼児と小学生（小学1年までは保護者同伴）
■定■員  先着 15 人　■持■ 物 軍手　■申■込  電話申込
子育てセミナー「親子体操」～親子で楽しく体を動かそう！～
■と■き  22日㈭ 10:00～11:30　■場■所  同センター 体育館　 ■持■ 物 体育館シューズ（親子）
※定員はありませんが、初めての方は事前申込が必要。 

白鳥児童館だより（2 月） 翠鳥園 2-9-101  ☎・℻ 072-957-4900
 [ 開館日 ] ㈪～㈯ 9:00 ～17:30 ※㈷を除く　■対■象  小学生・保護者同伴の乳幼児
わくわく子育て広場［新聞紙・広告紙であそぼう！］ ■ と■き  5 日㈪ 10:30 ～ 11:30
①トライルーム ②チャレンジルーム［おひなさまかざりを作ろう］
■と■き  17日㈯ ① 9:30 ～ 11:30 ② 14:00 ～ 16:00　■対■象 ①小学 1 ～ 3 年生 ②小
学 4 ～ 6 年生　■定■員  ①② 先着 15 人　■ ￥ ①② 100 円（当日持参）
■申■込  ① 2 月 3 日㈯～16 日㈮ ② 2 月10 日㈯～16 日㈮　※電話のみ
絵本のへや（絵本・紙芝居など）　■と■き  19 日㈪・27日㈫ 10:30 ～ 11:30
子育て支援センターふるいちとの交流会［わくわくお店屋さん］■と■き  21日㈬10:00
～ 11:30　■場■ 所 子育て支援センターふるいち ※児童館スタッフも参加します
将棋であそぼう　■と■き  28 日㈬ 15:30 ～ 16:30

大人の講座（2 月）
■自力整体（体験あり）　
　 6 日・20 日㈫  15:00 ～16:30
■はがき絵（体験あり）　
　 15 日㈭  14:00 ～16:00
■手編み（体験あり）　
　 26 日㈪  14:00 ～16:00
■ ￥ 各講座 1,000 円（要会員、材料費別）
■場■・所 ■申■込・■ 問  
NPO 法人南河内こどもステーション  
☎・ＦＡＸ 072-957-1114 FAX 申込可。

「ボランティアパソコン講座」
受講者募集（パソコン交流館）
①ワード活用講座　2月12日・19 日・
　26 日㈪  9:30 ～11:30
②エクセルマクロＶＢＡ講座  2月13日・
　20 日・27 日㈫  9:30 ～11:30

■場■所   ①②市民会館 4 階研修室
■対■ 象 ①②パソコン経験半年以上の方
■定■員  若干名　■￥  ①1,500 円（1回
500 円）②1,800 円（1回 600 円） 
※費用は受講日に一括でお支払いく
ださい（テキスト代込）。返金不可。
■申■込・ ■  問 パソコン交流館（国沢）
☎072-956-4197 携帯090-3725-2528

PC 講習会「エクセル応用講座」
受講者募集（羽曳野ＩＴサポート会）
①基本操作と簡単収支報告書の作成
　3 月1日㈭ 13:30 ～16:30
②エクセルで作る簡単家計簿
　3 月 8 日㈭ 13:30 ～16:30
③エクセルでつづる簡単日記帳
　3 月15 日㈭ 13:30 ～16:30
   　　　　　　       （PC‐Windows7 使用）

■場■所   市民会館 4 階研修室
■対■ 象 20 歳以上の市民・市内在勤で初
心者の方。 ■定■員 14人 （応募多数の場
合は、抽選。） ■ ￥ 3 回1,300 円（テキ
スト代含む）  ■申■込  往復はがきに、郵
便番号、住所、氏名（ふりがな）、電
話番号（無記入無効）、生年月日を明
記。2 月13 日㈫必着。〒583-8585 
羽曳野市誉田 4-1-1羽曳野市社会福
祉協議会付、羽曳野 ITサポート会宛
■ 問 羽曳野 ITサポート会（本田）
☎ 072-939-3733 携帯090-5169-9031

マンツーマン・パソコンセミナー
① ワードの基礎から応用  文字入力、文

書、はがき、表（住所録・名簿）作成など
② エクセルの基礎から応用  表の作成、

データ入力、グラフ作成、家計簿、
住所録、表計算、関数計算など

■と■ き ㈪～㈮９:30 ～11:30、12:30
～14:30、15:00 ～17:00※時間帯、
応相談。㈯㈰㈷休み。  ■￥  各講座 
10,000 円（5 回分）※テキスト代込。
■申■・込 ■ 問 陵南の森生きがい情報セン
ター内 河内飛鳥 UNIC 会  ☎ 072-
931-1900 ※つながらない時は携帯
電話まで。（島）携帯 090-3716-3203

スマートフォン講座・個別指導110 番 
受講者募集（パソコンサークルステップ）
①スマートフォン講座 （基本操作）
  2 月 20 日㈫  10:00 ～12:00　
②個別指導110 番
  2 月 6 日・13 日㈫  10:00 ～12:00

■場■所  LIC はびきの　■対■象  ①スマート
フォン初心者 ②パソコン、スマホ、
タブレットの操作でわからないところ
がある方　■ ￥ ①1,500 円 ②1,200
円（1時間）　■他  ①②ともレンタル可（要
予約）　■申■込  ・ ■問  パソコンサークルス
テップ　携帯090-6608-5799
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はびきのおもちゃ病院
■と■き 2 月11日㈷ 9:00 ～12:00
■場■所   市役所別館 2 階
※部品交換が必要な場合は実費負担。
■ 問 羽曳野市社会福祉協議会
☎ 072-958-2315（平日のみ）

古代史フォーラム 2018
「古市古墳群と磯長谷古墳群」
　百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺
産登録への認識を深めるとともに、
南河内地域の大王墓が集中する古
市古墳群や磯長谷古墳群の特徴や、
その歴史的背景を探ります。
「６世紀の倭王権‐東アジア情勢を
めぐって‐」古市晃（神戸大学大学院
人文学研究科准教授）

「古市古墳群から磯長谷古墳群へ‐
河内王家墓域の移動‐」白石太一郎

（大阪府立近つ飛鳥博物館館長）

■と■ き 3 月17日㈯13:00 ～16:30
（開場12:30）　■場■所  LIC はびきの ホ
ールＭ　■定■員 400 人（定員になり次
第締切り）  ■￥  1,000 円（資料代など）
■申■・込 ■ 問［はがき・メール申込］氏名、
住所、電話番号を明記。〒583‐0872 
羽曳野市はびきの1-391-25フィールド
ミュージアムトーク史遊会   細見 宛
メール k.hosomi.11373@onyx.ocn.ne.jp
携帯 080-5328-1137

エコー羽曳が丘
6th Concert 30 周年記念

［プログラム］アヴェ・ヴェルム・コル
プス、美しく碧きドナウ、さびしいカ
シの木 ほか
■と■ き 2 月12日㈪※振休
　　 開場13:30  開演14:00
■場■所  LIC はびきの ホールＭ　■ ￥ 無料
■ 問 村上  ☎ 072-958-3273

ポップコーン人形劇公演
「こぶとりじいさん」「はらぺこあおむし」
■と■ き 2 月 25 日㈰ 10:30 ～11:00
■場■ 所 LIC はびきの  交流ギャラリー
■ ￥ 無料　■申■込  不要　■ 問 ポップコー
ン（永島） ☎ 072-946-3923

第 8 回 飛鳥川大クリーン作戦
■と■ き 3 月 4 日㈰  8:00 ～ 雨天中止
■場■所  集合：上ノ太子駅前飛鳥川、駒
ヶ谷山田橋（月読橋上流）の2 カ所
■持 ■物  清掃しやすい服装 ※ごみ袋、
軍手は用意します。 ■ 問 飛鳥川じゃこ
取りネットワーク事務局（吉村）
 ☎ 072-956-0722

拉致問題を考える国民の集いin大阪
　一日も早い拉致被害者の帰国を目指
して、内閣府拉致問題対策本部、大阪
府、羽曳野市をはじめ府内全市町村と
合同で開催。拉致被害者ご家族から
の訴え、講演、ミニコンサート など。 

■と■ き ２月17 日㈯ 14:30 ～16:30
（開場 14:00）　■場 ■所  KKR ホテル大
阪（大阪市中央区馬場町 2-24） 
■定■員 先着 400 人　■￥  無料　
■申 ■込  ２月９日㈮までに、［郵送、電話、
FAX、メール］いずれかでお申し込みく
ださい。※手話通訳あり。その他配慮
が必要な方は、申込時にお伝えください。 

件名［拉致問題を考える国民の集い］
次の項目をご記入ください。
氏名・住所・電話番号・同伴者の氏名

〒 530-8201 大 阪市北 区中之 島
1-3-20 大阪市市民局ダイバーシテ
ィ推進室人権企画課 行
☎ 06-6208-7619 ＦＡＸ 06-6202-7073
メール ca0014@city.osaka.lg.jp
■ 問［大阪市市民局ダイバーシティ推
進室人権企画課］☎ 06-6208-7619

［大阪府府民文化部人権局人権企画
課］☎ 06-6210-9280

南河内地区「なかよし作品展」
　南河内地区公立小・中学校の支援
学級と府立富田林・藤井寺・西浦支
援学校の児童生徒の1,000 点を超
える作品を展示しています。
■と■ き ２月14 日㈬・15 日㈭９:00 ～
20:00、16 日㈮９:00 ～15:00
■場■所すばるホール３階 展示室（富田
林市）  ■対■象どなたでも入場可
■￥  無料  ■申■ 込 不要  ■ 問 学校教育課 
☎ 072-958-1111 内線 4162

子ども市内銭湯入浴デー
親子ふれ愛（ふろ愛）事業
■対 ■ 象 保護者または近所のおじさん、
おばさんと同伴の子ども（小学生以下）
※大人1人につき、子ども1人が無料。
■と■き  2 月 3 日・10 日・17 日・24 日㈯ 
■施■設   古市温泉 ☎ 072-956-0338、
ひかり湯　■問社会教育課 ☎072-958-
1111 内線4450・4451

高年者敬老入浴
■対■ 象 65歳以上の市民（入浴時に対象
年齢以上であるかを確認）　■ ￥ 100 円
■と■ き 2 月15 日㈭、3 月15 日㈭
■施■設   古市温泉  ☎ 072-956-0338
■ 問 福祉支援課 ☎072-947-3824（直通）

日本遺産認定記念！ 竹内街道・横大路でつながるぐるりんバスの旅
　竹内街道周辺ワイナリーや地域イベント会場、酒蔵、日本遺産構成資産など、
街道の観どころを循環バスでつなぎます。この機会に、日本遺産の認定を受け
た竹内街道・横大路（大道）を巡ってみてはいかがでしょうか。
■と■ き ■  2 月18 日㈰　近鉄古市駅～河内ワイン～飛鳥ワイン～桜井市（長谷寺）
　　 ■  3 月18 日㈰　南海堺駅～ LIC はびきの～近鉄古市駅～河内ワイン
     　　　 　　 　     ～飛鳥ワイン～近鉄尺土駅
       《運行》9:00 ～17:30（15 分～ 60 分おきに運行 ※下記ウェブサイト参照）
　　※ 運行コースのほかに観どころのあるポイン

トに停車します。また、3月18 日㈰は「竹
内街道・横大路（大道）まつり」が開催さ
れる松原市まつばらテラス（輝）近くにも
停車します。

■￥  チケット ［当日］1日 500 円
   ［前売り］1日400 円（2 月1日㈭より販売） 
　※利用日当日に限り乗り放題！
■ 問 近畿日本ツーリスト 関西 MICE 支店 
    ☎ 06-6635-2627（9:15 ～18:00 ㈯㈰㈷は除く。）

竹内街道・横大路～難波から飛鳥へ日本最古の官道「大道」～活性化実行委員
会ホームページ　［竹内街道  横大路］で検索

▲前回の街道まつり
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はびきのコロセアム教室参加者募集
※申込開始時刻の時点で定員を超えた場合
　は抽選。（申込：コロセアム）

　 ☎ 072-937-3123

大阪エヴェッサチアダンススクール
■と■き 2月5日・12日・19日・26日㈪
①18:15 ～19:15 ②19:30 ～20:30
■場■所  フリールーム　■対■ 象 ① 4 歳～
小学 3 年生  ②小学 4 年～中学生
※市外も可　 ■定■ 員 ①②各 20 人　
■￥  6,480 円 （4 回）参加費持参。
■持■物  運動できる服装・上靴、飲み物、
着替え　■申■ 込 受付中 （電話申込不
可、代理可）

クリーンピア 21よりお知らせ
　温水プール（30.5 度）で 水中運動
をしませんか。関節などに負担が少
なく、ストレッチ効果もあり、新陳
代謝のアップにもつながります。
■ジュニアスイミング（水慣れ～ 4 泳
　法）週 1コース（㈰㈫は除く）。
　無料体験あり（要予約）
■フィットネス会員募集（ジム、プー
　ル、スタジオ 使い放題。プールプ
　ログラム多数）
■問  ［プール］ ☎ 072-975-2580 ［各教
室・フィットネス］☎ 072-975-2588

体育協会主催 講習会
カラダの変化を感じるカラダケア
　こんなに大事 運動前後のケア
■と■き 2 月 24 日㈯12:30 ～14:30
■場■所  はびきのコロセアム サブアリーナ
■対■ 象 大人（高校生以上）　
■講■師  グンゼスポーツ㈱　
■申■ 込 自由参加　■￥  無料
■持■物  運動できる服装・上靴、飲み物、
筆記用具　■問  スポーツ振興課 
☎ 072-958-1111  内線 4412

市民体育館（西浦） 教室参加者募集
※申込開始時刻の時点で定員を超えた場合
　は抽選。 
   ☎ 072-958-2340

第 2 回  朝 YOGA 教室
■と■ き 1月13日～3月24日 10:00 ～
11:30（毎週㈯・全10 回）  
■対■ 象 18 歳以上の男女（市外も可）　
■定■ 員 先着 20 人　■ ￥ 5,140 円（スポ
ーツ保険料含む）　■申■ 込 受付中

第 4 回  整ヨガ教室
■と■ き 1月15日～3月26日 18:30 ～
20:00（毎週㈪・全10 回）
■対■ 象 18 歳以上の男女（市外も可）　
■定■ 員 先着 20 人　■ ￥ 5,140 円（スポ
ーツ保険料含む）
■申■ 込 受付中

府立高校のグラウンドを開放
学校行事に支障の無い範囲で一般開放
■対■ 象 市内在住者で編成された社会人チーム
■期■間  ５月１日～平成 31年 3 月 31日
■懐風館高校：軟式野球、ソフトボール、サッカーなど
■西浦支援学校：グラウンド・ゴルフ、ゲートボール
※学校施設使用登録が必要です。登録がない団体は1年間学校施設利用できません。
※年度途中の登録は不可。申込期間内（2 月 5 日㈪～19 日㈪）に登録ください。

■申■・込 ■問  ２月５日㈪～19 日㈪  スポーツ振興課 ☎ 072-958-1111 内線 4415
［登録申込書の配布場所］ スポーツ振興課・はびきのコロセアム・市民体育館（西浦）

市立小・中学校施設でスポーツ活動利用登録
学校教育に支障の無い範囲で利用可能
■対■ 象 代表者が市内在住の成人で、市内在住・在勤・在学者10 人以上で構成さ
れた団体　■期■間  ４月１日～平成 31年 3 月 31日
■市立小・中学校施設：運動場・体育館・プール
※学校施設使用登録が必要です。登録がない団体は1年間学校施設利用できません。
※年度途中の登録は不可。申込期間内に登録ください。
※学校ごとに使用可能な種目が異なります。
※１団体につき利用できる学校は１校。工事などで利用できない場合でも登録した
　学校の変更不可。

［ お知らせ］
① 埴生小学校および羽曳野中学校は、義務教育学校「はびきの埴生学園」に変わり

ます。当学校を利用される場合は、「はびきの埴生学園」で登録申請をしてください。
② ７月共用開始予定「こども未来館たかわし」横のグラウンドの利用登録について

は、スポーツ振興課までお問い合わせください。

■申■・込 ■問  ２月５日㈪～19 日㈪ スポーツ振興課 ※郵送可（到着確認 TEL 必須）、
 FAX 不可。☎ 072-958-1111  内線 4413

［登録申込書の配布場所］ スポーツ振興課・はびきのコロセアム・市民体育館（西浦）

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】

－ スポーツ －

無料体験レッスン参加者募集中！
　初心者から経験者までレベルに合
わせて受講できます。
≪キッズ・ジュニアクラス≫
  ［キッズ1］ 小学1年生～８歳
  ［キッズ２］ 4 歳～幼稚園年長
  ［ジュニア］9 歳～小学 6 年生
≪一般成人クラス≫（中学生以上）
  初心／初級／初中級／中級

球出しプログラム
“メキメキ球出しタイム”
　80 分間さまざまな球出しを行う
球出しプログラム。
■ ￥ 40 分 300 円 /80 分 500 円
■対■ 象 中学生以上のテニス経験者

駒ヶ谷テニスコート（SSKテニススクール）
※詳細はウェブサイトを検索またはお問い
　合わせください。

 　☎ 072-957-5963
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2 月の 相談日程  お気軽にご相談ください（すべて無料です）
相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

6 日・13 日・20 日・27 日
3 月 6 日㈫ 13:00 ～ 17:00 市役所 1 階 市民相談室 随時予約を受け付けています。☎ 072-957-4000 

1 日あたり定員 8 人。相談時間 30 分。
※対象者は、市内在住・在勤・在学の方に限ります。
※ 相談回数は 1 人、1 年度 1 回でお願いします。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁です。靴下を着用してください。

1 日・15 日
3 月 1 日㈭ 13:00 ～ 17:00 陵南の森総合センター

行政相談 14 日㈬ 13:00 ～ 15:00 市役所 1 階 市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。

人権相談 16 日㈮ 14:00 ～ 16:00 市役所別館 3 階 会議室 予約不要。直接お越しください。
☎ 072-958-1111　内線 1054

女性相談
7 日㈬・9 日㈮
3 月 7 日㈬ 13:30 ～ 16:30

市役所 1 階 市民相談室
（電話・面接）

人間関係、暴力、からだのことなど、女性が抱える悩みを専門
の相談員がお受けします。要予約。
☎ 072-958-1111　内線 105528 日㈬ 13:30 ～ 16:30 陵南の森総合センター（面接のみ）

消費生活相談 毎週㈪㈬㈭㈮［㈷は除く］
10:00 ～ 16:00 ※受付 15:30 まで 市役所 2 階 消費生活相談室 ☎ 072-947-3715

障害者生活相談

毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 17:30 支援センターはる 身体・知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関するご相談。

☎ 072-957-1607　ＦＡＸ 072-957-1604
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
8:45 ～ 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障がい児の方のご相談。

☎ 072-950-1530　ＦＡＸ 072-950-1531
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障がい者の方のご相談。

☎ 072-953-0519　ＦＡＸ 072-953-0567
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 16:00 相談支援センターホープ 精神障がい者の方のご相談。

☎ 072-957-2175　ＦＡＸ 072-957-2176

障害者雇用相談 15 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室 福祉支援課に予約。
☎ 072-958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 072-957-1238

育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 保健センター ☎ 072-956-1000

教育相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］10:00 ～ 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） ☎ 072-958-7867

家庭児童相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課（児童支援担当）に予約。☎ 072-947-3837 （直通）

ひとり親家庭相談 毎週火・金曜日 9:15 ～ 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課（家庭児童相談担当）に予約。☎ 072-947-3836（直通）

保育士による育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可。
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308 ［むかいの］ 携帯 090-8880-0058

総合相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要、電話または直
接お越しください。　地域人権協議会　☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会

毎月第 1 金曜日 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室
南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441

毎月第 3 金曜日 13:00 ～ 17:00 市民会館 3 階 第 6 会議室

心配ごと相談
東部地域 1 日・15 日㈭ 14:00 ～ 16:00 市役所別館 2 階 

ボランティアセンター 予約不要、直接お越しください。
民生委員が、あらゆるご相談に応じます。
社会福祉協議会　☎ 072-958-2315西部地域 8 日・22 日㈭ 14:00 ～ 16:00 社会福祉協議会西部事務所

ボランティア相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。
☎ 072-958-2315

総合福祉相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。 
☎ 072-958-2315

介護相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:30 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。
☎ 072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00 ～ 17:00 LIC はびきの 1 階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650
市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 20 日㈫ 13:00 ～ 16:00 市役所 2 階 農業委員会事務局 前日までに予約。先着 3 人。
☎ 072-958-1111　農業委員会事務局まで

地域就労相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00
地域就労支援センター

（人権文化センター内および
 産業振興課内）

電話または直接お越しください。☎ 072-937-0860
（就職斡旋は行っておりません。） 

青少年相談コーナー
（16 ～おおむね 25 歳） 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）

を専門の担当者がお受けします。☎ 0721-25-1172

青少年本人専用相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］16:00 ～ 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者がお受けします。
☎ 06-6946-0003　メール：ssl@yso.or.jp

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】
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腰痛の本当の原因セミナー
　腰痛専門の治療家によるあまり知ら
れていない腰痛の原因をお話します。
■と■き 2 月12 日㈪※振休・18 日㈰  
9:30 ～11:30 ※当日、先着 5人限定
で無料カウンセリングいたします。
■場■ 所 LIC はびきの　■ ￥ 無料
■対■ 象 どなたでも　■定■員  先着10 人
■ 問 藤井寺クリニカル整体院（金森）
☎ 072-947-9453

災害ボランティア養成講座
　近年、全国各地で大規模な災害が
発生しています。いつ、どこで起きる
かわからない「災害」に対して、今わた
したちに何ができるのか、被災地でで
きるボランティア活動と日頃からの地
域のつながりを大切にした防災活動
を一緒に考えてみませんか。
■と■ き 3 月10 日㈯13:30 ～15:30
■場■ 所 市役所別館 ３階 会議室
■講■師  「災害ボランティアとして心がける
こと」 武田 盛夫（四天王寺大学 短期
大学部）　■対■象  災害ボランティア活動
に関心のある方　■定■員  50 人
■ ￥ 無料　■申■・込 ■ 問 羽曳野市社会福
祉協議会　☎ 072-958-2315

－ 市民のページ － 介護職員初任者研修講座
（旧ホームヘルパー２級課程に相当） 
　この研修は、介護職の入門資格に
相当し、演習を含めた内容です。今
後も介護需要が見込まれる中で、介
護・福祉業界で働くための「知識・
技能・技術」を習得し、併せて資格
が取得できます。
 《平成 30 年度、４コース実施予定》 
■第１回コース ４月10 日㈫～６月７
　日㈭（予備日を除く 24 日間）
※ 詳しくは、３月号広報またはシル

バー人材センターウェブサイトをご
覧ください。

■場 ■ 所 羽曳野市シルバーワークプラ
ザ（野々上 4-5-12）　■対■象  講習開始
日において満 16 歳以上の方で、福
祉・介護の就業を希望している方　
■￥  ［一般］34,000 円（税込）［シル
バー会員と学生］25,000 円（税込）
※テキスト代 5,400 円別途
■ 問 羽曳野市シルバー人材センター　
☎ 072-959-0555

特集：最古の官道竹内街道（訂正）
　1月号（P7）に掲載の編集後記の
読みに誤りがございました。
　お詫びして訂正いたします。

正しくは･･･ 軌
き

を一
いつ

にするものだと、

民謡発表会（主催なかよし会）
　日本の心。民謡、民踊の楽しいひ
と時をお楽しみください。
■と■き 2 月 25 日㈰  開演 10:00
■場■ 所 ゆめ二ティまつばら 3 階 ゆめ
二ティプラザ　■ ￥ 無料　
■ 問 堂後 ☎ 072-953-6660

『プティ★りずみっく』体験レッスン
　親子でリトミックを楽しみませんか？
■と■き 2月22日㈭ 11:00 ～　■場■ 所 LIC
はびきの　 ■対■象  2 歳頃～未就学児　
■ ￥ 500 円　■ 問 林  携帯090-1444-8372

ミュージックセラピー
　声帯訓練による、嚥下機能の維持
を目標に皆さんと歌います。
■と■き 2 月2日・16 日、3月9 日・23
日㈮ 10:00 ～11:00
■場■ 所 LIC はびきの
■対■ 象 昭和 20 ～ 40 年代の歌謡曲、
童謡、唱歌が好きな方
■ ￥ 300 円（1回）　■ 問 板垣（日本音
楽療法学会認定 音楽療法士（補） ） 
携帯 090-5993-3483

俳句・川柳などジャンルは問いません。なお、初めての方やしばらく掲載していない方を優先していますので、ご了承ください。
また、投稿の作品・氏名には、必ずふりがなを添えてください。（あて先）〒583-8585 羽曳野市役所 秘書課広報担当
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広告掲載に関する問い合わせは合同会社ＩＭ総合企画まで ☎ 072-242-7997へ。

広 
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誉田 4-2-1  ☎ 072-952-1234  http://www.hfankyo.or.jp羽曳野けいさつ署こちら

「キャッシュカード預かります」は です !!詐欺
キャッシュカードを交付させる特殊詐欺被害が急増しています！
　「キャッシュカードを預かります」「暗証番号を教えて」は詐欺です！！
● 詐欺の手口 ･･･犯人は、百貨店定員や銀行協会職員などを名乗り、自宅の固定

電話に「①あなたのクレジットカードが買い物で利用されています。」「②キャッ
シュカードも悪用されている可能性があります。」「③カードを悪用されないよ
うに処理しますので、暗証番号を教えてください。」「④担当者がご自宅へ伺い
ますので、キャッシュカードを預けてください。」と言葉巧みにだまし、「すぐに
処理しないと大変なことになります！」と被害者を混乱させてキャッシュカード
を奪い取ります。

● 銀行協会や警察官などがキャッシュカードを預かることはありません！「カード
を預かります。」と電話があったらそれは『詐欺』の手口ですので、警察に通報
してください！

  剣道：毎週㈪  16:30 ～19:00
  柔道：毎週㈬  16:30 ～19:00

  ［場所］羽曳野警察署 4 階
　　   　剣道場・柔道場

  ［対象］羽曳野市在住の小学生
  　　　 剣道：新 3・4 年生 若干名
            柔道：新 3 年生 若干名

  ［申込］2 月19 日㈪ 9:00 ～
　　※先着順、当日整理券を配布する
　　　場合があります。　

  ［問合せ］羽曳野少年柔剣道推進会事
　　務局（羽曳野警察署生活安全課少
　　年係） ☎ 072-952-1234  内線 271

少年剣道・柔道
練習生募集

　
● 社会福祉協議会 ● 総合福祉センター（市役所別館）1階⑦番  ☎072-958-2315  ＦＡＸ 072-958-3853

http://www.hasyakyo.net/　Eメール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

■愛の献血にご協力を
　400ml 献血、複数回献血へのご協
力をお願いします。
  ■ LIC はびきの
      2 月 9 日㈮ 10:00 ～16:30  
　  （羽曳野ライオンズクラブ 共催）

浅田満様より、クリス
マスケーキ 90 個をい
ただき、市内施設に
配布させていただきま
した。

▲

■災害ボランティア養成講座はＰ30 に
　掲載しています。

■2 月の「ベビっこひろば」はお休みです
問合せ ベビーハウス社協
　　　 ☎ 072-930-0240

■保育士・看護師（准看護師可）募集
   詳細は下記までお問い合わせくだ
さい。
あおぞら保育園（古市 2-2-27）
☎ 072-950-1105
ベビーハウス社協（高鷲 9-2-17）   
☎ 072-930-0240

問合せ 社協社会福祉協議会
　　　 ☎ 072-958-2315

善意のご寄付ありがとうございます
阪南清掃㈱
古市荘園緑寿会
匿名
島泉農研クラブ
大阪シティ信用金庫古市支店
四ツ葉のクローバー 涌元 順子
ボーイスカウト羽曳野第一団
浅田 照次
浅田 悦弘
匿名
恵我之荘 聖マタイ教会
羽曳野市環境衛生事業協同組合
第一生命労働組合大阪南支部
上野 嘉治
浅田 満　　　　　   クリスマスケーキ 90 個

¥100,000
¥14,661
¥2,000

¥34,395
¥56,056
¥2,000

¥42,620
¥20,000
¥10,000
¥10,000
¥5,000

¥30,000
車椅子 1 台
杖 200 本

　　　　　　　　　        　　　 （平成 29 年12 月 敬称略）

　　　　　　　　　        　　　 （平成 29 年12 月 敬称略）

歳末たすけあい運動募金として
¥40,000
¥51,293

大阪東部ヤクルト販売株式会社
明るい社会づくり運動ピースフル南大阪

公益社団法人

羽曳野市シルバー人材センター
■シルバー会員募集中　あなたの豊かな知識・経験を活かしませんか。
　[ 資格 ] ●市内在住、60歳以上の健康で働く意欲のある方
　　  　　●事業趣旨に賛同していただける方
　[ 入会方法 ] 入会説明会の参加（必須）後、申込書類を期日までに提出
      してください。その際、年会費として 2,000 円が必要です。
　   理事長の承認後、会員登録が完了します。
　[ 入会説明会 ] 事業説明、入会手続き案内、入会申込書の配布など
　　・2 月9 日㈮、3月13 日㈫  13:30 ～ 市役所別館 2 階にて

■南恵我之荘 5 丁目に「シルバー農園」が開設！
　●畑仕事しませんか？ 農作業に興味のある方、土いじりが好きな方
　● 貸し農園もあります！ 農園内の区画をお貸しします。4月に区画割と受付

の開始予定です。
　※「シルバー農園」での農作業・貸農園の利用は会員登録が必要です。
　　農園を機会に入会される方、大歓迎です。

総合福祉センター（市役所別館）1階⑧番  ☎072-959-0555  ＦＡＸ 072-959-0333
http://habikinosc.ec-net.jp　Eメール：habislv@silver.ocn.ne.jp

■シルバー人材センターへの仕事依頼
　公共的、公益的な団体です。安心して仕事を
お任せください。見積無料！お気軽にご依頼く
ださい。（☎072-959-0555）
【 軽作業】（屋内）事務所・マンションなどの清掃、片づ

けなど （屋外）庭・空き地の草刈り、植木の剪定・消毒・
水やり、溝掃除、荷物出しなど

【施設管理】建物・駐車場・事務所・倉庫の管理など
【 一般・経理事務】書類や伝票の整理、集計事務、事

務補助など
【筆耕・毛筆】封筒、はがき、表彰状、感謝状など
【 修理】軽易な大工、波板張替え、ふすま・障子・網戸

の張替え、塗装など
【 家事援助・介護サービス】家の清掃、洗濯、買い物、

食事の支援、病院・施設での洗濯サービスなど

■「介護職員初任者研修講座」を実施します。
　 詳細はＰ30 に掲載しています。
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平
成
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年
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4
回
定
例
会
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月
1
日
か

ら
12
月
22
日
ま
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の
22
日
間
の
会
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で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

の
諮
問
1
件
と
平
成
29
年
度
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
19
件
の
議

案
、「
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曳
野
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島
泉
保
育
園
を
安
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・

安
全
な
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す
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よ
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め
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康
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西
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市
民
プ
ー
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存
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求
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機
児
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解
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北
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弾
道
ミ
サ

イ
ル
発
射
を
厳
し
く
糾
弾
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ど
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し
ま
し
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。

　
こ
れ
ら
の
審
議
の
結
果
と
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の
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質
問
の
内
容
及
び
各
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
審
査
内
容
等
に
つ
い
て
ご
報
告
い

た
し
ま
す
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編
集
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委
員
長
　
松
村
尚
子

（
自
由
民
主
党
議
員
団
）　

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受

け
た
議
案
１
件
、
請
願
２
件
の
審
査
を
し
ま

し
た
。
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平
成
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度
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曳
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市
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補
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予

算
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第
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子
育
て
支
援
施
策
へ
の
要
望
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
関
す
る
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
が
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
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ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
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島
泉
保
育
園
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安
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施
設
と
す
る
よ
う
求
め
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園
に
せ
ず
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て
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す
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、
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受
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よ
り
、
不
採
択
と
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

【
西
浦
の
市
民
プ
ー
ル
の
存
続
を
求
め
る
請
願
】

　
多
く
の
利
用
者
が
あ
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ニ
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４
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た
、
国
か
ら
の

調
整
交
付
金
５
％
満
額
を
市
町
村
へ
交
付

さ
れ
る
よ
う
要
望
す
べ
き
と
の
意
見
も
出

ま
し
た
が
、
特
に
問
題
と
な
る
点
も
な
く
、

全
員
一
致
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
国
民
健
康
保
険
都
道
府
県
単
位
化
の
下
で

の
保
険
料
や
減
免
制
度
の
あ
り
か
た
に
関

す
る
請
願
】

　
各
市
町
村
が
主
体
的
な
国
保
制
度
の
拡

充
を
図
れ
る
よ
う
、
国
や
府
へ
要
望
す
べ

き
。
ま
た
、
都
道
府
県
化
と
な
っ
て
も
、
市

町
村
に
権
限
が
あ
る
部
分
は
、
活
か
す
べ
き

と
し
て
、
採
択
と
す
る
者
１
名
。
一
方
、
統

一
化
に
よ
る
変
化
へ
の
適
正
な
対
応
は
必

要
だ
が
、
統
一
化
で
府
の
責
任
の
所
在
が
明

確
と
な
り
、
財
政
基
盤
が
強
化
さ
れ
る
。
ま

た
、
当
市
は
他
市
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
の
保

険
事
業
の
取
り
組
み
を
す
で
に
行
っ
て
い

る
と
し
て
、
不
採
択
と
す
る
者
４
名
の
採
択

と
す
る
者
少
数
に
よ
り
、
不
採
択
と
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
産
業
常
任
委
員
会

建
設
企
業
常
任
委
員
会

〒583-8585  羽曳野市誉田 4-1-1
 羽曳野市議会事務局　℡ .072-958-1111
 https://www.city.habikino.lg.jp/soshiki/gikaijimu/gikaijimu_shigikai/950.html
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議案番号 件　　　名 結　果
議　案    65

66
67
68

69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83

教育委員会委員の任命に係る同意について
指定管理者の指定について（羽曳野市立南食ミートセンター）
羽曳野市下水道事業の設置等に関する条例の制定について
羽曳野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び羽曳野市放課後児童健全育成事業
の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
平成 29 年度羽曳野市一般会計補正予算（第 4 号）
平成 29 年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号）
平成 29 年度羽曳野市公共下水道特別会計補正予算（第 2 号）
平成 29 年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第 3 号）
平成 29 年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号）
平成 29 年度羽曳野市水道事業会計補正予算（第 2 号）
一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
平成 29 年度羽曳野市一般会計補正予算（第 5 号）
平成 29 年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号）
平成 29 年度羽曳野市公共下水道特別会計補正予算（第 3 号）
平成 29 年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第 4 号）
平成 29 年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3 号）
平成 29 年度羽曳野市水道事業会計補正予算（第 3 号）

同　意
即日原案可決

原案可決
即日原案可決

即日原案可決
原案可決

即日原案可決
即日原案可決

原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

諮　問      1 人権擁護委員の推薦について 同　意
請　願      5

6
7

羽曳野市立島泉保育園を安心・安全な施設とするよう求める請願
国民健康保険都道府県単位化の下での保険料や減免制度のありかたに関する請願
西浦の市民プールの存続を求める請願

不採択
不採択
不採択

意　見      8 待機児童問題の解決についての意見書 即日原案可決
決　議      2

3
百谷孝浩議員に対する議員辞職勧告決議
北朝鮮の弾道ミサイル発射を厳しく糾弾し抗議する決議

即日原案可決
即日原案可決

委員会決議　1 資格審査特別委員会の調査に関する決議 即日原案可決
百谷孝浩議員に対する資格決定要求について

資格審査特別委員会の委員の選任について
諸般の報告について

委員会付託
資格審査特別委員会

継続審査
選　任
報　告

 第 4 回定例会で審議された案件と議決結果

 議案等に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案等の賛否 )　○賛成　×反対

議 案 等
番　  号

会派名 大阪維新・
無所属の会 日本共産党 公明党 市民クラブ 自由民主党

議員団 無会派
 

議
員
名

       
結 

果

竹
本
　
真
琴

上
薮
　
弘
治

今
井
　
利
三

田
仲
　
基
一

広
瀬
　
公
代

渡
辺
　
真
千

笹
井
喜
世
子

若
林
　
信
一

外
園
　
康
裕

通
堂
　
義
弘

笠
原
由
美
子

花
川
　
雅
昭

樽
井
佳
代
子

金
銅
　
宏
親

黒
川
　
　
実

松
村
　
尚
子

松
井
　
康
夫

百
谷
　
孝
浩

議案 76 即日原案可決 × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ×
議案 79 即日原案可決 × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
議案 80 即日原案可決 × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
議案 81 即日原案可決 × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
議案 82 即日原案可決 × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
議案 83 即日原案可決 × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
請願　5 不採択 × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ×
請願　6 不採択 × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ×
請願　7 不採択 × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ×

※樽井佳代子議員は、議長職のため採決には加わらず。
市議会だより編集委員会よりお詫びと追加

・市議会だより平成 29 年 12 月号の２ページに掲載しております、「議案等に対する各議員の状況（全会一致でない議案等の
賛否）」について、議案第 58 号に関する賛否の記載漏れがございました。各議員の賛否と結果は、下記のとおりです。

・また、同３ページ「一般質問」中、上薮弘治議員の上段「●答弁」13 行目の「河内長野市」の後に、「箕面市」の記載が漏
れておりました。

お詫びして追加させていただきます。

賛
成

（大阪維新・無所属の会）　今井 利三 （公明党）　外園 康裕、通堂 義弘、笠原 由美子
（市民クラブ）　花川 雅昭、金銅 宏親 （自由民主党議員団）　黒川 実、松村 尚子、松井 康夫

反
対

（大阪維新・無所属の会）　百谷 孝浩、竹本 真琴、上薮　弘治、田仲 基一　
（日本共産党）　広瀬 公代、渡辺 真千、笹井　喜世子、若林 信一

結果

即日原案可決
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黒
川
　
実
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
10
月
の
台
風
、
大
雨
に
つ
い
て
》

●
質
問　
台
風
に
よ
る
被
害
と
対
応
、
避
難

勧
告
へ
の
対
応
は
。

●
答
弁
　
石
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
水
没
、
広

域
農
道
へ
の
土
砂
崩
れ
を
初
め
、
数
ヶ
所
で
被

害
が
発
生
。災
害
警
戒
本
部
で
は
要
請
を
受
け
、

高
鷲
、古
市
地
区
に
土
の
う
を
７
３
５
本
配
備
、

避
難
地
域
に
避
難
準
備
、
高
齢
者
等
避
難
勧
告

を
発
令
、
救
護
班
を
２
名
配
置
し
９
ヶ
所
の

避
難
場
所
を
設
置
。35
世
帯
85
人
が
避
難
さ
れ
、

毛
布
と
水
を
用
意
し
た
。

●
質
問　
石
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
、
少
年
野

球
や
サ
ッ
カ
ー
連
盟
な
ど
の
大
会
で
使
わ
れ

て
い
る
が
、
今
の
状
態
で
は
大
会
を
開
け
な

い
。
予
定
さ
れ
て
い
る
大
会
を
他
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
で
で
き
な
い
の
か
。

●
答
弁
　
少
年
軟
式
野
球
、
少
年
サ
ッ
カ
ー

の
大
会
に
つ
い
て
は
連
盟
の
役
員
と
協
議
し
、

グ
レ
ー
プ
ヒ
ル
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、
中
央
ス
ポ

ー
ツ
公
園
に
会
場
を
振
り
か
え
て
開
催
し
て

い
た
だ
く
。

●
質
問　
早
期
復
旧
を
望
む
石
川
ス
ポ
ー
ツ

公
園
の
復
旧
工
事
完
了
の
め
ど
は
。

●
答
弁
　
国
や
大
阪
府
の
財
源
措
置
が
な
く
、

当
市
単
独
の
復
旧
と
な
る
。
費
用
削
減
、
期

間
短
縮
の
た
め
職
員
に
よ
る
ご
み
回
収
、
土

砂
運
搬
、
川
砂
集
積
、
ま
た
費
用
積
算
等
の

事
務
作
業
も
進
め
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
早

い
復
旧
を
目
指
す
。

●
要
望　
体
育
館
は
広
く
て
寂
し
く
、
寒
く

感
じ
る
。
避
難
者
が
少
人
数
の
場
合
は
、
体

育
館
で
は
な
く
学
校
内
の
部
屋
を
使
っ
て
は

ど
う
か
。
石
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
小
さ
い
子

供
か
ら
高
齢
者
の
方
々
が
利
用
し
て
い
る
の

で
早
期
復
旧
を
。

●
質
問　
大
雨
に
よ
る
対
応
は
。

●
答
弁
　
大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と
災
害

警
戒
本
部
を
設
置
し
、
災
害
や
事
故
防
止
の

た
め
に
緊
急
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
警
報
が

発
令
さ
れ
る
ま
で
は
施
設
の
管
理
者
で
対
応

し
、
下
水
道
部
で
は
調
整
池
の
流
入
、
流
出

ゲ
ー
ト
の
確
認
や
ス
ク
リ
ー
ン
の
ご
み
撤
去

等
を
行
い
、
浸
水
災
害
防
止
に
努
め
て
い
る
。

●
質
問　
大
雨
で
南
古
市
、
羽
曳
が
丘
地
区

か
ら
苦
情
が
届
い
て
い
る
が
、
今
後
の
雨
水

対
策
は
。

●
答
弁
　
南
古
市
は
府
営
住
宅
建
て
替
え
工

事
で
雨
水
調
整
施
設
を
４
期
で
設
置
す
る
こ

と
で
、
浸
水
状
況
は
軽
減
さ
れ
る
と
考
え
て
い

る
。
羽
曳
が
丘
地
区
は
側
溝
の
補
修
工
事
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
も
下
水
道
改
修
工
事
時
は

道
路
公
園
課
と
協
議
し
対
応
し
て
い
く
。

●
要
望　
大
き
く
変
わ
る
環
境
に
対
応
で
き

る
対
策
を
常
に
考
え
、
適
切
な
雨
水
整
備
を

お
願
い
す
る
。

《
市
制
60
周
年
に
つ
い
て
》

●
質
問　
記
念
事
業
の
一
つ
に
各
地
域
の
祭

り
、
特
に
だ
ん
じ
り
等
の
パ
レ
ー
ド
や
花
火

大
会
な
ど
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

●
答
弁
　
だ
ん
じ
り
に
か
か
る
経
費
や
地
元

住
民
の
ご
負
担
等
を
考
慮
し
、
現
在
は
市
主

体
の
事
業
と
し
て
企
画
を
し
て
い
な
い
。
花

火
大
会
は
財
政
や
社
会
経
済
情
勢
が
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
、
実
施
の
予
定
は
な
い
。

●
要
望　
誉
田
や
西
浦
、
古
市
町
会
の
青
年

部
実
行
委
員
会
の
中
で
60
周
年
に
向
け
て
の

話
が
出
て
い
る
と
聞
く
。
経
費
の
負
担
も
分

か
る
が
、
地
域
の
方
に
協
力
し
て
も
ら
え
る

か
話
を
し
て
は
ど
う
か
。
協
力
し
よ
う
と
す

る
方
に
対
し
て
残
念
。
周
年
事
業
の
一
つ
と

し
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
大
阪
狭
山
市

が
行
っ
た
花
火
大
会
等
は
市
民
の
方
、
地
元

企
業
が
個
人
的
に
申
し
込
み
、
打
ち
上
げ
て

い
た
だ
く
と
い
っ
た
こ
と
を
さ
れ
て
い
た
。

今
の
子
供
た
ち
は
当
市
の
花
火
大
会
を
知
ら

な
い
。
経
費
が
か
か
る
か
ら
で
き
な
い
の
で

は
な
く
、
か
か
ら
な
い
や
り
方
を
模
索
し
、

周
年
事
業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
般
質
問

通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

《
路
面
下
空
洞
調
査
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
で
の
空
洞
調
査
の
現
状
に
つ

い
て
、
今
後
の
調
査
計
画
と
し
て
、
広
範
囲

に
市
内
全
域
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。
業
者
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
技
術
、
そ

れ
を
評
価
、
確
認
す
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
コ
ン

ペ
方
式
で
業
者
選
定
す
る
の
か
。

●
答
弁
　
当
市
で
は
毎
年
市
道
に
お
い
て
、委

託
発
注
に
よ
り
路
面
下
空
洞
探
査
車
な
ど
を
用

い
て
、空
洞
の
調
査
分
析
を
行
い
、道
路
の
陥
没

に
よ
る
重
大
事
故
を
未
然
に
防
止
し
、安
全
で

円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。費
用
対
効
果
の
観

点
か
ら
、河
川
沿
い
の
市
道
、陥
没
や
異
常
の
あ

っ
た
市
道
を
中
心
に
順
次
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。土
木
部
で
は
、日
常
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
。職
員
が
現
場
に
出
る
際
に
も
路
面
の
損

傷
や
異
常
箇
所
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
採
用
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
調
査
時
に
お
い
て
、そ
の
事
業
者
の
持

つ
技
術
力
や
取
り
組
み
方
法
な
ど
に
よ
っ
て
、

よ
り
一
層
の
成
果
向
上
が
期
待
で
き
る
場
合
に

は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
年
に
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
調
査
で

は
、
当
市
が
管
理
し
て
い
る
道
路
の
総
実
延

長
は
約
３
百
キ
ロ
あ
り
、
調
査
す
る
た
め
に

は
数
十
年
以
上
か
か
る
。
こ
の
よ
う
な
調
査

に
予
算
を
今
以
上
に
計
上
し
、
他
市
に
遅
れ

な
い
よ
う
要
望
す
る
。
空
洞
の
見
落
と
し
が

多
け
れ
ば
何
に
も
な
ら
な
い
。
当
市
で
も
技

術
力
の
高
い
事
業
者
を
選
定
す
る
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
コ
ン
ペ
方
式
の
契
約
を
要
望
す
る
。

《
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
の
保
険
加
入
の
促

進
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
民
活
動
時
に
事
故
な
ど
が
起
こ

っ
た
場
合
、
市
で
加
入
し
て
い
る
保
険
の
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
対
象
と
な
ら
な

い
活
動
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の

か
。
大
阪
府
で
は
、
自
転
車
損
害
賠
償
保
険

の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
が
、
自
転
車
保

険
加
入
へ
の
市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

●
答
弁
　
当
市
が
現
在
加
入
し
て
い
る
保
険

は
、
全
国
市
長
会
市
民
総
合
賠
償
補
償
保
険

で
、
賠
償
責
任
保
険
と
補
償
保
険
の
２
種
類

の
保
険
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
市
が
所

有
、
使
用
、
管
理
す
る
施
設
の
瑕
疵
や
市
が

行
う
業
務
遂
行
上
の
過
失
に
起
因
す
る
事
故

に
つ
い
て
、
市
に
法
律
上
の
賠
償
責
任
が
生

じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
る
損
害
に
対
し
て
保

険
金
を
支
払
う
保
険
と
、
市
主
催
の
行
事
に

参
加
す
る
住
民
な
ど
第
三
者
ま
た
は
市
の
管

理
下
で
社
会
奉
仕
活
動
を
行
う
団
体
も
し
く

は
住
民
個
人
が
事
故
に
よ
り
被
災
し
た
場
合

に
、
市
の
法
律
上
の
賠
償
責
任
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
市
が
支
払
う
補
償
金
や
見
舞
金

に
対
し
て
保
険
金
を
支
払
う
保
険
と
な
っ
て

い
る
。
保
険
の
適
用
外
と
な
る
市
民
活
動
団

体
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口

と
な
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
へ
の
加

入
を
勧
め
て
い
る
。
自
転
車
賠
償
保
険
に
つ

い
て
は
、
羽
曳
野
警
察
署
や
交
通
安
全
協
会

な
ど
と
連
携
し
、
交
通
安
全
市
民
大
会
や
交

通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
お
い
て
、

加
入
促
進
の
啓
発
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、

道
路
公
園
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
や
課
内
に
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
架
し
、
そ
の
周
知
や
加
入
促

進
に
努
め
て
い
る
。

●
要
望　
保
険
料
は
全
額
市
が
負
担
し
、市
民

活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
市
も
あ
る
。総
合

的
に
市
民
活
動
で
の
災
害
を
補
償
す
る
保
険

へ
の
加
入
を
要
望
す
る
。
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松
井
康
夫
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
駒
ヶ
谷
地
域
の
活
性
化
と
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
》

●
質
問　
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界
文

化
遺
産
へ
の
国
内
推
薦
獲
得
、
ま
た
竹
内
街

道
の
日
本
遺
産
認
定
な
ど
、
当
市
を
取
り
巻

く
環
境
が
変
わ
っ
て
き
た
と
認
識
し
て
い
る

が
、
駒
ヶ
谷
地
域
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

の
市
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
現
状
は
、
竹
内
街
道
沿
い
の
趣
あ

る
既
存
集
落
と
、
丘
陵
部
に
は
ブ
ド
ウ
畑
が

広
が
る
自
然
豊
か
な
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
一
部
の
工
業
専
用
地
域
を
除
き
、
全

域
が
市
街
化
調
整
区
域
と
な
っ
て
い
る
。
課

題
は
、
他
の
地
域
同
様
、
人
口
が
減
少
傾
向

で
空
き
地
や
空
家
が
増
え
、
地
場
産
業
で
あ

る
ブ
ド
ウ
栽
培
に
お
い
て
も
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
る
耕
作
放
棄

地
も
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
駒
ヶ
谷
・
上
ノ

太
子
駅
を
中
心
と
し
た
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
、
交
通
拠
点
と
し
て
南
阪
奈
道
路
の
側

道
整
備
に
よ
り
開
発
事
業
の
高
ま
り
に
よ
る

土
地
利
用
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

営
農
環
境
の
保
全
と
遊
休
農
地
の
解
消
に
取

り
組
み
、
開
発
事
業
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
る

区
域
に
お
い
て
は
、
農
業
的
土
地
利
用
と
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
適
正
か
つ
効
果
的
な

土
地
利
用
の
誘
導
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

●
意
見　
高
齢
化
が
加
速
し
、
後
継
者
が
不

足
す
る
中
で
、
地
場
産
業
で
あ
る
ブ
ド
ウ
栽

培
を
守
り
、
遊
休
農
地
を
解
消
し
て
い
く
に

は
地
域
外
か
ら
の
人
的
支
援
や
参
加
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。

●
質
問　
大
阪
府
に
お
い
て
は
、
農
政
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
、
ブ
ド
ウ
を

戦
略
作
物
と
位
置
づ
け
、
そ
の
生
産
振
興

を
図
っ
て
い
く
動
き
が
あ
る
と
聞
い
た
が
、

当
市
の
ブ
ド
ウ
栽
培
を
応
援
す
る
意
味
か
ら

計
画
的
に
遊
休
農
地
の
解
消
や
農
道
の
整
備

な
ど
の
基
盤
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市

の
考
え
は
。

●
答
弁
　
当
市
の
ブ
ド
ウ
畑
は
急
斜
面
で
狭

隘
な
場
所
に
あ
り
、
生
産
者
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
等
に
よ
り
栽
培
を
や
め
る
農
家
が

増
え
て
い
る
。
当
市
で
は
ブ
ド
ウ
就
農
促
進

協
議
会
を
発
足
し
、
新
た
な
担
い
手
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
地
元
の
要
望

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
計
画
的
な
基
盤
整
備
を

進
め
、
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
。

●
要
望　
農
道
整
備
な
ど
、
計
画
的
に
農
業

基
盤
の
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
定
着

し
つ
つ
あ
る
新
規
就
農
者
や
若
い
生
産
者
の

や
る
気
を
引
き
出
し
、
将
来
の
不
安
の
解
消

に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、
土
地
改
良
事
業
や

農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
を
利
用
し
て
う
ま

く
運
用
で
き
れ
ば
、
地
元
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
抱

え
る
ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ
不
足
の
問
題
が
解

消
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
多
く
の
自
治
体
の

成
功
例
を
見
る
と
、
地
域
に
存
在
す
る
資
源

や
産
業
を
見
つ
め
な
お
し
、
思
い
切
っ
て
挑

戦
し
て
い
く
こ
と
で
新
し
い
発
見
や
変
化
を

見
出
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
考
え
ら
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
は
ワ
イ
ン
で
あ
る
と
確
信
し
て

い
る
。
ワ
イ
ン
の
需
要
が
高
ま
る
中
で
、
ワ

イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に

ま
と
ま
っ
た
土
地
が
必
要
だ
が
、
南
阪
奈
道

路
沿
い
の
駒
ヶ
谷
・
飛
鳥
地
域
に
大
手
私
鉄

が
保
有
し
て
い
る
土
地
が
あ
る
。
地
元
ワ
イ

ナ
リ
ー
と
連
携
し
た
神
戸
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
彷

彿
さ
せ
る
羽
曳
野
ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想
を
大
手

私
鉄
側
に
呼
び
か
け
ら
れ
な
い
も
の
か
、
ぜ

ひ
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

松
村
尚
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
台
風
21
号
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
》

●
質
問　
10
月
は
例
年
に
な
く
雨
の
多
か
っ

た
月
で
、
大
阪
で
は
統
計
開
始
以
来
、
過
去

最
高
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
も
強
い
勢
力
を

保
っ
た
ま
ま
接
近
し
た
台
風
21
号
は
、
各
種

の
防
災
情
報
が
出
さ
れ
る
事
態
と
な
り
、
市

内
で
は
床
下
浸
水
や
山
間
部
を
中
心
に
土
砂

崩
れ
が
起
こ
り
、
石
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
が
増

水
し
た
石
川
の
水
で
冠
水
し
た
が
、
復
旧
は

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
。
特
に
、
石

川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
12
月
10
日
に
市
民
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
中
止
と

な
っ
た
。
な
ぜ
早
期
の
復
旧
に
取
り
掛
か
れ

な
か
っ
た
の
か
、
考
え
を
聞
く
。

●
答
弁
　
広
域
農
道
の
土
砂
崩
れ
に
つ
い
て

は
土
砂
を
発
生
時
に
撤
去
し
、
そ
の
後
、
管

理
者
に
よ
り
防
護
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他

農
道
の
崩
落
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
が
、
申
請
に
基
づ
き
一
定
の
補
助
を
す
る

予
定
。
石
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
つ
い
て
は
、
被

害
面
積
が
広
範
囲
で
復
旧
に
は
多
額
の
費
用

が
見
込
ま
れ
た
た
め
、
国
・
府
の
補
助
金
等

の
情
報
を
収
集
し
て
い
た
が
、
11
月
21
日
に

公
園
の
復
旧
に
対
す
る
財
政
措
置
は
見
送
ら

れ
、
調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

●
意
見　
財
政
措
置
の
有
無
の
結
果
待
ち
が

復
旧
の
遅
れ
の
一
因
と
受
け
取
れ
る
答
弁
だ

が
、
復
旧
費
の
嵩
上
げ
は
農
業
関
連
の
み
で

あ
る
こ
と
は
11
月
10
日
の
防
災
担
当
大
臣
の

会
見
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
災
害
復
旧

は
、
い
か
に
早
期
に
元
の
姿
に
戻
す
か
で
あ

る
。
同
じ
被
害
に
あ
っ
た
松
原
市
は
、
12
月

２
日
に
一
部
使
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
予

備
費
を
活
用
し
て
復
旧
に
当
た
る
な
ど
、
弾

力
的
な
運
用
を
図
る
べ
き
で
な
か
っ
た
か
と

考
え
る
。

《
学
校
園
に
お
け
る
給
食
後
の
歯
磨
き
指
導

と
実
施
に
つ
い
て
》

●
質
問　
厚
生
労
働
省
が
行
う
歯
科
疾
患
実

態
調
査
を
み
る
と
、
一
日
に
複
数
回
歯
磨
き

を
す
る
人
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
食
べ
残
し
が
歯
や
歯
と
歯

茎
の
間
に
残
っ
て
い
る
と
、
こ
れ
が
も
と
で

歯
周
病
を
引
き
起
こ
し
、
最
近
は
、
こ
の
歯

周
病
が
か
ら
だ
全
体
の
病
気
と
関
わ
り
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
に
も
影
響
を
与
え
る
と
い
う
新
た
な

研
究
も
あ
る
が
、
市
内
学
校
園
で
は
給
食
後

の
歯
磨
き
は
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
。
ま

た
、
継
続
的
に
歯
磨
き
の
実
施
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●
答
弁
　
幼
稚
園
で
は
全
園
で
歯
磨
き
を
実

施
し
て
い
る
。小
学
校
で
は
３
校
で
実
施
し
て

い
る
が
、児
童
数
に
対
す
る
水
道
な
ど
の
施
設

面
で
の
制
約
や
、歯
ブ
ラ
シ
の
保
管
に
つ
い
て

の
衛
生
面
で
の
問
題
が
あ
る
。多
く
の
学
校
で

は
給
食
の
前
後
の
時
間
を
利
用
し
て
補
充
学

習
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、市
内
一
斉
に

取
り
組
む
こ
と
に
は
課
題
が
あ
る
。

●
要
望　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
歯
周
病
が
成
人
病
を
引
き
起
こ

す
一
つ
の
原
因
と
い
わ
れ
て
い
る
。
色
々
な

境
遇
の
子
ど
も
が
混
在
す
る
中
で
、
学
校
で

の
取
り
組
み
で
病
気
の
一
つ
の
原
因
が
除
去

で
き
、
ま
た
、
遠
い
将
来
の
こ
と
だ
が
、
介

護
予
防
や
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
な

ど
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
で
、
社

会
問
題
に
も
寄
与
す
る
取
り
組
み
だ
と
考
え

る
。
早
期
に
全
学
校
園
で
の
実
施
が
図
れ
る

よ
う
努
力
し
て
ほ
し
い
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界
文
化
遺

産
登
録
に
伴
う
来
訪
者
の
消
費
先
の
創
出

に
つ
い
て
。
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笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

《
保
育
園
、
幼
稚
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
あ
り
方
の
方
針
と
構
想
も
市
長

と
市
長
部
局
だ
け
で
決
め
ら
れ
、
決
定
は
変

更
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
市
民
合
意
を

得
ら
れ
な
い
。
構
想
を
提
案
し
て
十
分
な
期

間
を
と
り
、
関
係
者
や
市
民
が
議
論
で
き
る

仕
組
み
を
つ
く
る
考
え
は
。
②
島
泉
保
育
園

の
ゼ
ロ
歳
児
の
来
年
度
新
規
募
集
を
す
る
こ

と
や
、
島
泉
保
育
園
を
建
て
替
え
る
な
ど
ゼ

ロ
歳
か
ら
の
保
育
園
を
早
急
に
つ
く
る
こ
と

を
進
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。
③
認
定
こ
ど

も
園
の
幼
稚
園
児
は
原
則
お
弁
当
だ
が
、
給

食
を
全
員
に
提
供
で
き
な
い
か
。

●
市
長
　
①
今
後
、
次
の
再
編
構
想
、
計
画

の
具
体
化
の
検
討
は
、
一
定
ま
と
め
た
段
階

で
議
会
に
示
し
、
関
係
地
域
の
保
護
者
の
皆

様
に
説
明
し
て
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
く
。

②
島
泉
保
育
園
は
平
成
34
年
度
末
で
廃
園
と

す
る
が
、
そ
の
受
け
皿
は
待
機
児
童
の
解
消

と
別
に
確
保
す
る
。
待
機
児
童
の
解
消
は
、

公
立
保
育
園
で
の
役
割
も
果
た
し
な
が
ら
、

民
間
保
育
園
と
の
連
携
協
力
で
対
応
し
て
い

き
た
い
。
③
開
設
当
初
は
お
弁
当
を
基
本
に

し
た
い
が
、
今
後
、
保
護
者
の
意
見
も
聞
い

て
考
え
た
い
。

●
要
望　
今
、
国
が
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
で
統
廃
合
を
進
め
る
中
、
こ
ど
も
園
構

想
で
統
廃
合
あ
り
き
で
は
な
く
、
地
域
や

関
係
者
、
住
民
の
声
を
反
映
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を
し
、
住
民
の
合
意
を
得
な
が
ら
進

め
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。
ま
だ
１
０
０

名
近
い
待
機
児
童
が
い
る
中
で
は
、
ゼ
ロ
歳

か
ら
の
保
育
に
取
り
組
む
た
め
、
島
泉
保
育

園
の
建
て
替
え
な
ど
を
し
っ
か
り
検
討
す
べ

き
。
こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
で
の
給
食
は

全
員
同
じ
も
の
が
提
供
で
き
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

《
学
童
保
育
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　
今
年
も
保
護
者
か
ら
2
︐
4
2
8

名
の
署
名
と
と
も
に
願
い
が
届
け
ら
れ
て
い

る
。
①
土
曜
日
の
通
年
開
所
に
向
け
て
実
施

の
考
え
は
。
②
学
校
の
休
業
日
の
朝
８
時
か

ら
の
開
所
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
①
職
員
の
確
保
や
資
質
向
上
に
努

め
て
い
る
が
、
平
日
の
保
育
を
安
定
的
に
運

営
し
て
い
く
こ
と
も
厳
し
い
の
が
現
状
。
②

切
実
な
願
い
と
の
認
識
は
持
っ
て
い
る
が
、

確
保
で
き
る
財
源
や
人
材
な
ど
も
含
め
て
総

合
的
に
検
討
し
、
現
在
の
８
時
30
分
か
ら
を

開
会
時
間
と
し
て
い
る
。

●
要
望　
保
護
者
の
願
い
の
実
現
の
た
め
に

は
、
職
員
の
確
保
が
必
要
と
い
う
こ
と
だ
が
、

賃
金
水
準
は
近
隣
市
の
中
で
も
低
い
方
で
あ

り
、
賃
金
の
引
き
上
げ
を
検
討
し
、
実
施
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
く
要
望
。

《
貸
し
農
園
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
当
市
で
の
貸
し
農
園
の
現
状

は
。
②
貸
し
農
園
の
市
民
ニ
ー
ズ
は
。
③
今

後
の
計
画
は
。

●
答
弁
　
①
貸
し
農
園
は
羽
曳
野
市
農
研
ク

ラ
ブ
連
絡
協
議
会
が
実
施
さ
れ
、
市
は
事
務

局
と
し
て
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
②
現
在
市

内
全
12
ヶ
所
に
開
設
し
、
全
５
９
２
区
画
に

対
し
５
０
３
区
画
の
利
用
。
ニ
ー
ズ
は
落
ち

着
い
て
い
る
。
③
利
用
期
間
は
２
年
間
で
、

募
集
は
市
広
報
で
知
ら
せ
る
。
貸
し
農
園
は

市
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
市
民
交
流
の
観

点
か
ら
も
有
用
で
あ
り
、
今
後
と
も
農
業
の

需
要
を
的
確
に
把
握
し
て
進
め
て
い
く
。

●
要
望　
当
市
で
も
宅
地
化
が
進
む
中
、
環

境
保
全
、
景
観
形
成
の
機
能
や
防
災
機
能

な
ど
、
農
地
の
持
つ
多
様
な
役
割
も
勘
案

し
、
市
民
の
生
き
が
い
や
交
流
の
観
点
か

ら
も
事
業
が
存
続
で
き
る
よ
う
な
支
援
体

制
を
要
望
。

若
林
信
一
（
日
本
共
産
党
）

《
来
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
民
の
暮
ら
し
が
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
っ
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
て
、
貧
困
と

格
差
の
解
消
や
社
会
保
障
の
充
実
と
な
る
予

算
編
成
に
取
り
組
む
べ
き
。
住
民
の
福
祉
の

増
進
、
暮
ら
し
・
福
祉
・
教
育
の
向
上
と
い

う
市
本
来
の
仕
事
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す

る
べ
き
で
あ
る
。
予
算
編
成
の
主
な
特
徴
、

住
民
の
要
望
の
把
握
は
。

●
答
弁
　
国
・
府
の
動
向
等
最
新
の
情
報
を

把
握
し
、
よ
り
必
要
な
事
業
を
見
き
わ
め
、

事
業
費
の
精
査
を
行
い
予
算
要
求
す
る
。
市

民
の
要
望
は
、
各
所
管
課
で
窓
口
あ
る
い
は

現
場
等
、
事
業
を
実
施
し
て
い
る
中
に
届
け

ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

●
市
長
　
住
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

基
本
と
し
つ
つ
、
市
民
の
満
足
度
の
高
い
事

業
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
予
算
編
成
は
、
市
民
の
切
実
な
要

望
を
検
討
し
、
予
算
に
反
映
で
き
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

《
南
河
内
医
療
圏
第
3
次
救
急
医
療
に
つ
い
て
》

●
質
問　
南
河
内
医
療
圏
は
当
市
を
含
む
9

市
町
村
で
構
成
さ
れ
、
人
口
は
61
万
人
を
超

え
、
第
３
次
救
急
医
療
は
大
阪
狭
山
市
に
あ

る
近
畿
大
学
医
学
部
附
属
病
院
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
で
、
南
河
内
医
療
圏
で
た
っ
た
一
つ

の
第
3
次
救
急
医
療
が
無
く
な
る
話
が
出
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
近
畿
大
学
医
学
部
附

属
病
院
の
移
転
、
府
の
医
療
計
画
、
当
市
の

考
え
方
は
。

●
答
弁
　
近
畿
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、
施

設
や
設
備
の
経
年
劣
化
や
耐
震
化
の
た
め
、
堺

市
泉
ケ
丘
地
域
に
移
転
し
、
平
成
35
年
の
開
院

を
計
画
さ
れ
て
い
る
。
平
成
27
年
11
月
に
南
河

内
地
域
９
市
町
村
長
の
連
名
で
、
第
３
次
救
急

等
の
救
急
災
害
セ
ン
タ
ー
を
初
め
、
小
児
・
周

産
期
医
療
等
の
医
療
機
能
を
維
持
さ
れ
る
よ
う
、

近
畿
大
学
及
び
大
阪
府
へ
要
望
書
を
提
出
し
た
。

近
畿
大
学
か
ら
も
、
泉
ケ
丘
地
域
へ
移
転
後
も

南
河
内
の
拠
点
と
し
て
南
河
内
医
療
圏
に
お
け

る
救
急
を
引
き
受
け
る
予
定
で
あ
る
説
明
、
返

事
を
い
た
だ
き
、
府
も
移
転
後
も
南
河
内
の
拠

点
と
し
て
救
急
等
を
位
置
づ
け
る
予
定
で
あ
る

旨
の
確
認
を
さ
れ
た
。
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
、

救
命
救
急
医
療
体
制
の
確
保
に
努
め
た
い
。

●
要
望　
南
河
内
医
療
圏
か
ら
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
が
無
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
要
望
書

の
内
容
を
踏
ま
え
、
府
に
対
応
を
強
く
要
望
。

《
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て
》

●
質
問　
日
本
共
産
党
は
、
公
共
施
設
に
つ

い
て
検
討
す
る
際
に
は
、
施
設
利
用
者
の
意

見
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
、
働
く
労
働
者
の
権
利
擁
護
な
ど
に

努
め
、
施
設
の
利
用
料
金
の
引
き
上
げ
を
し

な
い
こ
と
等
を
要
望
し
て
い
る
。
今
後
10
年

間
の
計
画
、
利
用
者
・
関
係
者
・
職
員
や
地

域
等
の
意
見
や
要
望
、
理
解
や
合
意
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
10

年
後
の
整
備
計
画
の
方
針
を
定
め
、
選
定
と
取

り
組
む
時
期
を
定
め
る
。
具
体
的
な
内
容
は
、

施
設
ご
と
に
取
り
組
む
年
度
の
施
政
方
針
及
び

予
算
の
中
で
議
会
に
示
し
た
い
。
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
よ
る
施
設
の
取
り
組
み
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
表
を
公
表
す
る
。

●
意
見　
10
年
ご
と
の
第
一
期
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
作
成
し
て
直

ち
に
公
表
し
、
議
会
で
十
分
審
議
し
て
利
用

者
・
関
係
者
の
理
解
と
合
意
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
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笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
羽
曳
野
市
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
つ

い
て
》

●
質
問　
防
災
士
は
所
属
す
る
地
域
や
団
体

の
要
請
を
受
け
、
避
難
、
救
助
、
避
難
所
運

営
や
防
災
意
識
の
啓
発
、
大
災
害
に
備
え
た

互
助
、
共
助
、
協
働
活
動
の
訓
練
や
、
防
災

と
減
災
及
び
救
助
等
の
技
術
の
錬
磨
な
ど
が

求
め
ら
れ
る
立
場
だ
が
、
当
市
に
は
防
災
士

が
い
る
の
か
。
ま
た
、
市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

防
災
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
し
て
市
防

災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
認
定
し
、
防
災
意
識
を

高
め
る
取
り
組
み
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

●
答
弁
　
当
市
の
防
災
士
の
実
態
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
日
本
防
災
士
機
構
が
認
定
し
、
当
市
で
は

34
名
登
録
さ
れ
て
い
る
。
市
が
主
催
す
る
防

災
士
認
定
講
習
は
な
い
が
、
地
域
の
防
災
リ

ー
ダ
ー
の
養
成
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
地

区
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
を
柏
原
羽
曳
野
藤
井

寺
消
防
組
合
消
防
団
協
議
会
で
毎
年
開
催
し

て
い
る
。

●
質
問　
火
災
時
に
は
女
性
の
目
線
で
被
災

さ
れ
た
方
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
も
大
事
。

市
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
は
多
く
の
女
性
の
参

加
も
促
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

●
答
弁
　
28
年
度
の
養
成
講
習
会
参
加
者

中
、
女
性
は 

11
％
。
女
性
の
参
加
促
進
は
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の

婦
人
層
へ
防
災
意
識
の
啓
発
を
行
い
、
地
域

が
主
体
の
防
災
訓
練
に
も
多
数
の
女
性
の
参

加
が
見
ら
れ
る
。
今
後
は
女
性
が
積
極
的
に

参
画
で
き
る
防
災
事
業
の
推
進
を
図
る
。

●
要
望　
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
着
手
は
う

れ
し
く
思
う
。
女
性
の
目
線
を
大
切
に
し

た
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
啓
発
を
要
望

す
る
。

《
高
齢
者
の
保
健
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
問　
フ
レ
イ
ル
に
陥
っ
た
高
齢
者
を
早

期
に
発
見
、
適
切
な
介
入
で
生
活
機
能
の
維

持
向
上
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
自
治
体
も
フ
レ
イ

ル
対
策
を
実
施
す
る
方
向
で
あ
る
。
フ
レ
イ

ル
は
健
康
と
要
介
護
の
中
間
の
状
態
で
、
食

餌
療
法
や
運
動
療
法
で
健
康
に
戻
す
こ
と
が

で
き
る
状
態
を
い
い
、
フ
レ
イ
ル
期
を
経
て

徐
々
に
要
介
護
状
態
に
陥
る
。
今
後
第
７
期

介
護
保
険
計
画
の
中
で
医
療
介
護
連
携
に
お

け
る
総
合
的
な
検
討
が
必
要
で
、
メ
タ
ボ
対

策
か
ら
フ
レ
イ
ル
対
応
へ
の
円
滑
な
移
行
が

求
め
ら
れ
る
が
、
市
と
し
て
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
フ
レ
イ
ル
対
策
と
メ
タ
ボ
健
診
と

の
関
連
は
、
メ
タ
ボ
対
策
に
重
点
を
置
い
た

生
活
習
慣
病
対
策
か
ら
、
ロ
コ
モ
や
フ
レ
イ

ル
等
の
予
防
改
善
に
着
目
し
た
転
換
も
必
要

と
さ
れ
、
本
年
４
月
に
フ
レ
イ
ル
へ
の
対
応

等
の
内
容
が
示
さ
れ
、
本
年
度
末
を
め
ど
に

確
定
版
が
示
さ
れ
る
予
定
。
フ
レ
イ
ル
は
、

社
会
活
動
性
の
低
下
か
ら
運
動
量
が
減
り
、

筋
肉
量
が
減
る
こ
と
で
、
現
在
介
護
予
防
事

業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス
や
い

き
い
き
百
歳
体
操
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

●
要
望　
フ
レ
イ
ル
予
防
は
介
護
予
防
の
一

助
で
あ
り
、
超
高
齢
社
会
の
中
で
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

市
に
も
フ
レ
イ
ル
の
取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

《
羽
曳
野
版
ネ
ウ
ボ
ラ
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
》

●
質
問　
妊
娠
か
ら
出
産
に
至
る
支
援
体
制
、

羽
曳
野
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
設
置
と
子
育
て
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
事
業
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

●
答
弁
　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
が
法
定
化
さ
れ
、
市
町
村
は
平
成
32
年

度
末
ま
で
に
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

●
要
望　
子
育
て
を
し
や
す
い
ま
ち
と
い
う

こ
と
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
て
、
次
年

度
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
。

渡
辺
真
千
（
日
本
共
産
党
）

《
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
の
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
》

●
質
問　
核
家
族
化
や
少
子
化
な
ど
で
、自
分

自
身
の
出
産
が
赤
ち
ゃ
ん
に
触
れ
る
初
め
て

の
機
会
、と
い
う
場
合
が
大
変
ふ
え
て
い
る
。

本
市
の
こ
の
間
の
妊
娠
か
ら
出
産
、産
後
と
切

れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
の
現
状
と
そ
の
効

果
、さ
ら
に
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。

●
答
弁
　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時
に
は
、

保
健
師
が
妊
婦
及
び
パ
ー
ト
ナ
ー
等
と
全
数

面
接
し
、支
援
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
妊
婦

に
対
し
て
家
庭
訪
問
を
実
施
し
て
い
る
。妊

婦
健
診
は
、妊
婦
１
人
当
た
り
計
14
回
、合
計

11
万
6
︐
8
4
0
円
の
健
診
費
用
の
助
成
を

実
施
し
、平
成
28
年
度
は
１
人
当
た
り
平
均
12

回
の
利
用
。ま
た
、マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
は

平
成
28
年
度
に
年
６
回
コ
ー
ス
を
開
催
し
、92

人
が
参
加
。今
後
は
、妊
娠
中
か
ら
出
産
後
を

見
据
え
た
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
、一
人
一
人

の
妊
婦
に
合
わ
せ
て
個
別
支
援
プ
ラ
ン
を
作

成
す
る
こ
と
、母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
役
割
を
確
立
す
る
こ
と
が
課
題
だ
と
考
え

て
い
る
。

●
要
望　
母
子
手
帳
交
付
時
の
面
接
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
内
容
も
多
い
た
め
、

相
談
室
を
設
置
し
妊
婦
健
診
の
さ
ら
な
る
自

己
負
担
分
や
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の

補
助
を
要
望
。
さ
ら
に
、
働
く
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
が
受
講
し
や
す
い
時
間
帯
の
マ
タ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開
催
な
ど
、
子
育
て

の
出
発
点
で
あ
る
妊
娠
時
点
か
ら
の
子
育
て

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
。

《
教
職
員
の
多
忙
化
の
解
消
に
つ
い
て
》

●
質
問　
本
市
教
育
委
員
会
と
し
て
実
施
し

て
い
る
時
間
外
労
働
に
つ
い
て
の
調
査
結
果

と
そ
の
問
題
点
、さ
ら
に
長
時
間
・過
密
労
働

の
解
消
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
平
成
28
年
度
に
行
っ
た
3
回
の
実

態
調
査
の
結
果
、
一
般
教
職
員
の
１
ヵ
月
の

時
間
外
勤
務
の
平
均
時
間
は
、
中
学
校
で

72
．
9
時
間
。
部
活
の
指
導
、
生
徒
指
導
事

案
の
対
応
等
が
そ
の
多
く
を
占
め
て
い
る
。

多
忙
化
の
対
処
法
と
し
て
は
、
学
級
定
数
を

少
な
く
し
、
教
員
数
を
ふ
や
す
こ
と
は
一
定

の
効
果
は
あ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
市
単
独

で
は
抜
本
的
な
対
応
策
は
難
し
い
。
国
、
府

に
対
し
、
教
職
員
定
数
の
改
善
に
つ
い
て
粘

り
強
く
要
望
し
て
い
く
。

●
要
望　
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
発
達
途
上

に
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
環
境
に
つ
い
て
ど
う
つ
く
る
の
か
を
、

現
場
任
せ
に
せ
ず
議
論
す
る
べ
き
。
過
労
死

ラ
イ
ン
の
よ
う
な
働
き
方
を
改
善
す
る
た
め
、

市
独
自
で
国
の
学
級
編
制
標
準
を
上
回
る
学

級
編
制
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
。

《
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
問　
滑
り
台
な
ど
の
遊
具
の
安
全
性
の

確
保
や
住
民
理
解
に
よ
る
「
公
園
で
の
ボ
ー

ル
遊
び
」つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

●
答
弁
　
遊
具
の
損
傷
状
況
を
確
認
し
、
安

全
な
公
園
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。
ま
た
、

公
園
利
用
な
ど
の
住
民
理
解
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
を
し
て
い
る
が
、
ボ
ー
ル
遊
び
に
関

す
る
苦
情
、
施
設
の
修
繕
要
望
な
ど
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

●
要
望　
老
朽
化
し
た
遊
具
を
取
り
か
え
、

住
民
に
合
意
を
得
て
、
１
校
区
に
１
カ
所
ボ

ー
ル
遊
び
が
で
き
る
公
園
の
設
置
、
ま
た
、

峰
塚
公
園
の
駐
車
場
は
負
担
が
か
か
ら
な
い

よ
う
に
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
楽

し
め
る
魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
を
求
め
る
。
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今
井
利
三
（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
》

●
質
問　

国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
、
市
町
村
が
財
政
管
理
し
て
き
た
も
の
が

都
道
府
県
に
移
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、

①
大
阪
府
と
一
本
化
す
る
経
緯
は
。
②
当
市

の
保
険
料
の
試
算
は
。
③
市
民
の
皆
様
に
ど

の
よ
う
に
周
知
さ
れ
る
の
か
。
④
医
師
会
と

の
話
し
合
い
の
場
を
持
っ
た
の
か
。

●
答
弁
　
①
加
入
者
の
所
得
水
準
が
低
位
と

い
う
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
現
行

の
社
会
保
険
方
式
に
よ
る
国
民
皆
保
険
を
堅

持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国

民
健
康
保
険
制
度
改
革
に
至
っ
た
も
の
で
あ

る
。
来
年
30
年
度
か
ら
大
阪
府
で
一
つ
の
国

保
と
し
て
府
が
財
政
運
営
の
主
体
と
な
る
。

医
療
給
付
費
を
府
内
全
体
で
賄
う
こ
と
で
、

保
険
財
政
の
安
定
的
運
営
を
可
能
と
す
る
。

②
10
月
に
２
回
目
の
試
算
が
行
わ
れ
、
当

市
で
は
１
人
当
た
り
の
保
険
料
額
は
年
間

１
万
９
︐
１
９
３
円
の
上
昇
に
な
る
。
③
府

主
導
に
よ
る
広
報
を
行
う
旨
、
意
見
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
当
市
で
も
被
保
険
者
が
混
乱

し
な
い
よ
う
制
度
の
周
知
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
④
被
保
険
者
証
を
府
内
統
一
様
式
に
変

更
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
医
療
現

場
に
混
乱
を
招
か
な
い
よ
う
、
円
滑
な
移
行

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
要
望　
今
回
の
国
保
改
正
は
市
民
の
皆
さ

ん
に
周
知
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
羽
曳
野
市

が
保
険
料
を
上
げ
た
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
し
、
議
会
が
承
認
し
た
も
の
と
誤
解
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。
市
の
広
報
を
活

用
し
、
わ
か
り
や
す
く
周
知
す
る
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

《
部
落
差
別
解
消
推
進
法
に
つ
い
て
》

●
質
問　
今
ま
で
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
き
た
の
か
。

●
答
弁
　
こ
の
法
律
は
、
部
落
差
別
は
許
さ

れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
に
、

差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
も
の
で
あ
る
。
当
市
で
は
人
権
尊
重
の

立
場
か
ら
、
問
題
解
決
に
向
け
て
諸
施
策
を

推
進
し
て
き
た
。
当
市
の
職
員
に
対
し
て
人

権
施
策
推
進
本
部
会
議
や
幹
事
会
議
な
ど
を

開
催
し
、
法
律
の
周
知
を
図
っ
て
き
た
。
本

年
６
月
30
日
付
で
市
長
か
ら
人
権
審
議
会
に

対
し
て
、
部
落
差
別
の
解
消
に
関
す
る
施
策

の
方
向
性
に
つ
い
て
諮
問
し
た
。

●
要
望　
職
員
の
実
践
力
向
上
を
図
り
、
市

と
し
て
も
実
態
把
握
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ

う
要
望
す
る
。

《
当
市
職
員
の
代
休
の
取
り
方
に
つ
い
て
》

●
質
問　
現
在
、
市
と
し
て
職
員
の
代
休
を

ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
説
明
会
な
ど
で

定
め
ら
れ
た
週
休
日
に
勤
務
を
命
じ
る
場
合

に
は
、
職
員
の
健
康
管
理
、
週
休
日
の
確
保
、

総
勤
務
時
間
の
縮
減
の
観
点
か
ら
、
週
休
日

の
振
り
か
え
を
行
っ
て
い
る
。

●
意
見　
代
休
を
と
る
こ
と
は
労
働
者
の
当

然
の
権
利
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。

当
市
の
職
員
は
、
ぎ
り
ぎ
り
の
人
数
で
業
務

に
当
た
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
各
担
当
課
で

代
休
を
と
る
こ
と
に
よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い

る
。
職
員
の
中
に
は
、
仕
事
が
た
ま
り
、
仕

事
を
し
た
く
て
も
代
休
を
と
る
こ
と
で
余
計

に
仕
事
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。
代

休
を
と
る
、
と
ら
な
い
は
選
択
制
に
し
て
、

担
当
課
の
長
が
精
査
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
、

と
考
え
る
。

田
仲
基
一
（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
子
育
て
環
境
の
今
後
に
つ
い
て
》

●
質
問　
今
後
進
め
よ
う
と
す
る
幼
・
保
の

全
体
構
想
は
。
国
が
進
め
る
幼
・
保
施
設
の

無
料
化
が
進
め
ば
、
入
園
希
望
者
は
さ
ら
に

増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
待
機
児
童
の
解
消
の

た
め
、
こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
な
ど
を
活

用
し
、
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
保
育
な
ど
待
機

児
童
の
現
状
に
即
し
た
見
直
し
の
考
え
は
あ

る
の
か
。
計
画
さ
れ
て
い
る
恵
我
之
荘
幼
稚

園
、
丹
比
幼
稚
園
が
廃
園
と
な
っ
た
場
合
、

跡
地
の
活
用
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

●
市
長
　
４
月
に
開
園
す
る
こ
ど
も
未
来
館

た
か
わ
し
を
今
後
の
就
学
前
教
育
・
保
育
施

設
の
先
行
的
な
事
業
と
位
置
づ
け
、
特
色
の

あ
る
質
の
高
い
教
育
・
保
育
を
実
践
し
た
い
。

０
歳
か
ら
２
歳
は
民
間
保
育
園
で
と
い
う
一

定
の
役
割
分
担
を
し
、
こ
ど
も
未
来
館
は
３

歳
か
ら
５
歳
に
特
化
す
る
運
営
を
行
う
。
恵

我
之
荘
、
丹
比
幼
稚
園
の
跡
地
は
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
、
地
域
に
還
元
し
て
い
く
。

●
要
望　
島
泉
の
幼
・
保
園
の
統
廃
合
問
題

は
、
事
の
重
大
さ
に
比
較
し
、
議
論
が
不
足

し
過
ぎ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
突

然
の
発
表
に
、
議
員
が
で
き
る
手
段
は
大
幅

に
制
限
さ
れ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
の
場
を

つ
く
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
結
果
、
多

く
の
市
民
の
署
名
が
市
を
動
か
し
、
高
鷲
北

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
１
年
先
送
り
、
島
泉
保

育
園
に
つ
い
て
は
１
歳
児
か
ら
５
歳
児
の
募

集
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
変
更
を
勝

ち
取
る
ま
で
ど
れ
だ
け
の
時
間
を
市
民
が
費

や
し
た
か
わ
か
っ
て
ほ
し
い
。
保
護
者
と
子

ど
も
た
ち
の
環
境
は
決
し
て
一
律
で
は
な

い
。
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
や
事
情
を
抱
え
た

園
児
を
一
律
に
０
～
２
歳
で
く
く
っ
て
民
間

に
任
せ
る
方
針
と
い
う
の
は
理
解
で
き
な

い
。
就
学
前
教
育
・
保
育
は
人
格
形
成
、
社

会
へ
の
適
合
性
を
育
む
た
め
に
大
切
な
施

策
。
数
的
課
題
を
達
成
す
る
だ
け
で
な
く
、

質
が
重
要
。
そ
の
た
め
に
も
地
域
の
声
、
保

護
者
の
声
を
生
か
す
施
策
を
要
望
し
、
ま

た
今
後
の
幼
・
保
無
償
化
に
伴
う
ニ
ー
ズ

の
増
大
な
ど
、
状
況
の
変
化
に
弾
力
的
に

対
応
で
き
る
柔
軟
な
取
り
組
み
も
望
む
。

《
羽
曳
が
丘
、
駒
ヶ
谷
地
区
の
災
害
対
策
と
景

観
保
全
の
両
立
に
つ
い
て
》

●
質
問　
羽
曳
が
丘
地
区
の
里
山
は
、
基
本

計
画
等
で
景
観
保
全
地
域
と
し
て
い
る
が
、
現

場
は
放
置
さ
れ
て
い
る
。
当
該
地
域
で
２
カ

所
の
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
た
。
基
本
計
画
ど

お
り
維
持
保
全
し
て
い
れ
ば
防
げ
た
の
で
は

な
い
か
。
も
と
も
と
こ
の
地
域
に
は
里
道
と

水
路
が
混
在
し
、
里
道
は
公
道
で
あ
る
た
め
、

国
民
が
自
由
に
通
行
で
き
る
よ
う
維
持
管
理

し
入
山
を
再
開
す
べ
き
。
飛
鳥
地
区
の
広
域

農
道
で
は
土
砂
崩
れ
で
一
時
道
路
が
通
行
で

き
な
い
状
況
と
な
っ
た
が
、
夜
間
照
明
も
な

く
大
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
高
い
た
め
、

再
発
防
止
策
を
求
め
る
が
。

●
答
弁
　
里
山
の
里
道
は
市
道
指
定
し
て
い

な
い
。
人
手
を
加
え
な
い
状
態
で
維
持
す
る

目
的
か
ら
、
現
状
を
変
更
す
る
予
定
は
な
い
。

飛
鳥
地
区
の
広
域
農
道
に
つ
い
て
は
、
大
雨

が
予
想
さ
れ
る
時
期
に
は
崩
れ
た
現
場
を
含

め
、
重
点
的
に
監
視
し
、
被
害
の
再
発
防
止

に
努
め
る
。

●
要
望　
飛
鳥
地
区
に
つ
い
て
は
、
２
年
連

続
近
接
箇
所
で
災
害
が
発
生
し
た
以
上
、
再

発
防
止
策
を
と
る
責
任
は
さ
ら
に
高
く
な
っ

て
い
る
。
擁
壁
の
か
さ
上
げ
や
、
崩
れ
に
く

く
す
る
よ
う
根
の
強
い
草
木
の
定
植
を
施
す

な
ど
、
崩
壊
の
抑
止
を
要
望
す
る
。
ま
た
、

羽
曳
が
丘
地
区
の
里
道
が
開
放
さ
れ
里
山
の

維
持
保
全
を
行
い
つ
つ
、
市
民
が
自
然
に
触

れ
合
え
る
本
来
の
「
市
民
の
里
山
」
と
な
る

環
境
づ
く
り
を
望
む
。
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竹
本
真
琴
（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
》

●
質
問　
無
料
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
の
設

置
状
況
は
。

●
答
弁
　
28
年
度
に
道
の
駅
の
総
合
棟
と
古

市
駅
前
東
広
場
の
観
光
案
内
所
の
２
カ
所
に

設
置
。
29
年
度
は
道
の
駅
の
情
報
棟
、
茶
山

グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
棟
、
文
化
財
展
示
室
、
峰

塚
公
園
管
理
棟
、
駒
ヶ
谷
西
公
園
管
理
棟
の

計
５
カ
所
へ
の
設
置
を
進
め
て
い
る
。

●
質
問　
30
年
度
以
降
の
無
料
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
予
定
は
。

●
答
弁
　
観
光
拠
点
や
防
災
拠
点
へ
の
設
置

を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
質
問　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
不
特
定
多
数
の

人
々
か
ら
寄
附
を
募
り
、
商
品
開
発
や
事
業

の
達
成
、
復
興
支
援
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

る
も
の
だ
が
、
当
市
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
対
す
る
見
解
は
。

●
答
弁
　
現
在
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
よ
る
事
業
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
全

国
的
に
自
治
体
で
の
活
用
事
例
が
出
て
き
て

お
り
、
今
後
事
業
へ
の
活
用
を
検
討
し
た
い
。

●
要
望　

来
年
度
以
降
も
国
や
府
の
補
助

金
を
有
効
活
用
し
、
引
き
続
き
無
料
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
の
拡
充
に
努
め
る
こ
と
を

要
望
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
官

民
が
融
合
し
、
新
た
な
結
合
や
価
値
の
創

造
を
生
み
出
す
上
で
も
挑
戦
す
る
価
値
は

多
分
に
あ
る
と
考
え
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
有
効

活
用
し
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
行
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
拡
充
に
努
め

る
こ
と
を
強
く
要
望
。

《
業
務
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　
業
務
を
行
う
上
で
必
要
な
用
紙
の

年
間
使
用
量
は
。

●
答
弁
　
総
務
課
発
注
の
合
計
枚
数
は
26
年

度
８
４
２
万
枚
、
27
年
度
８
１
１
万
５
千
枚
、

28
年
度
８
４
３
万
７
千
枚
、
29
年
度
は
10
月

現
在
で
３
１
４
万
９
千
枚
。
こ
の
ほ
か
に
印

刷
室
、
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
な
ど
他
課
で

個
別
に
発
注
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

●
質
問　
年
間
コ
ス
ト
は
。

●
答
弁
　
用
紙
の
購
入
費
は
26
年
度
６
９
３

万
４
千
円
、
27
年
度
７
０
８
万
４
千
円
、
28

年
度
５
５
１
万
１
千
円
、
29
年
度
は
10
月
現

在
で
２
３
４
万
９
千
円
。
出
力
に
必
要
な
コ

ス
ト
は
26
年
度
７
３
０
万
９
千
円
、
27
年
度

8
0
5
万
円
、
28
年
度
７
７
２
万
７
千
円
、

29
年
度
は
10
月
現
在
で
４
７
２
万
２
千
円
。

●
質
問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に
か
か
る
コ

ス
ト
の
試
算
は
。

●
答
弁
　
現
在
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
は
予
定

し
て
い
な
い
。

●
要
望　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
へ
の
取
り
組
み
は

ま
だ
ま
だ
創
意
工
夫
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

民
間
企
業
で
は
既
に
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
や

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
機
器
を
採
用
し
、
業
務
の

最
適
化
を
実
現
し
て
い
る
。
過
去
10
年
程
度

を
見
て
も
近
代
技
術
の
発
展
と
と
も
に
ワ
ー

ク
ス
タ
イ
ル
に
変
革
が
起
こ
り
、
そ
れ
に
伴

っ
て
生
産
性
が
大
き
く
向
上
し
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
行
政
と
民
間
企

業
は
一
概
に
比
較
で
き
な
い
が
、
活
用
事
例

な
ど
を
参
考
に
し
、
技
術
や
手
法
を
取
り
入

れ
る
要
素
は
多
分
に
あ
る
と
言
え
る
。
現
代

で
は
主
流
と
な
っ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ

ス
の
業
務
へ
の
導
入
は
今
後
自
治
体
と
し
て

成
長
を
遂
げ
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
と
な
っ

て
く
る
こ
と
を
認
識
し
、
新
た
な
技
術
を
用

い
た
業
務
の
最
適
化
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
、
よ
り
一
層
の
市
民
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
こ
と
を
強
く
要
望
。

花
川
雅
昭
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
に
つ
い
て
》

●
質
問　
生
き
る
力
の
育
成
と
課
内
・
課
外

授
業
に
お
け
る
指
導
者
や
教
材
等
の
費
用
は

ど
う
な
の
か
。

●
答
弁
　
指
導
者
は
、
従
前
か
ら
の
地
域
の

方
、
経
験
や
知
識
を
有
す
る
方
に
お
願
い
す

る
。
教
材
な
ど
は
実
費
で
負
担
し
て
い
た
だ

く
が
、
通
常
、
料
金
は
発
生
し
な
い
。

●
質
問　
特
化
し
た
授
業
に
つ
い
て
、
他
の

幼
稚
園
や
保
育
園
と
の
整
合
性
等
は
ど
う
考

え
る
の
か
。

●
答
弁
　
成
果
等
を
検
証
し
、
認
定
こ
ど
も

園
、
幼
稚
園
、
保
育
園
に
生
か
し
て
い
く
。

●
要
望　
こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
の
事
業

運
営
で
大
き
な
成
果
を
挙
げ
、
他
の
施
設
に

も
早
急
に
運
用
を
図
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
食
育
で
の
お
弁
当
と
給
食
に
つ
い
て
》

●
質
問　
食
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
自
分
た
ち
で
栽
培
し
た
野
菜
や
近

隣
の
農
作
物
等
を
使
い
、
保
護
者
と
一
緒
に

料
理
し
、
食
材
や
食
べ
物
へ
の
関
心
を
基
本

に
し
た
授
業
を
取
り
入
れ
る
予
定
。

●
質
問　

幼
稚
園
児
は
お
弁
当
が
基
本
で
、

希
望
が
あ
れ
ば
給
食
を
拒
む
こ
と
は
な
い
と

い
う
答
弁
も
あ
っ
た
が
、
負
担
額
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
希
望
し
た
方
に
は
実
費
負
担
を
い

た
だ
き
、
保
育
園
児
と
同
等
の
給
食
を
提
供

す
る
予
定
。
負
担
額
等
は
現
在
検
討
中
。

●
質
問　
全
給
食
に
は
対
応
で
き
る
の
か
。

●
答
弁
　
機
能
は
、
１
８
０
人
程
度
を
想
定

し
て
い
る
。
全
給
食
に
十
分
対
応
で
き
る
。

●
要
望　
子
育
て
ニ
ー
ズ
や
女
性
の
就
労
環

境
か
ら
、
共
働
き
世
帯
も
多
く
な
る
と
考
え

る
。
全
給
食
の
実
施
を
前
向
き
に
考
え
、
働

く
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
強
く
要
望
す
る
。

《
園
児
の
安
全
な
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
》

●
質
問　
通
園
に
安
全
な
環
境
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
通
園
路
の
安
全
に
つ
い
て
は
、
地

元
区
長
や
保
護
者
よ
り
強
い
要
望
が
あ
り
、

関
係
各
部
署
と
情
報
を
共
有
し
、
大
阪
府

へ
も
継
続
し
て
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

●
質
問　
府
道
大
和
高
田
線
と
東
除
川
沿
い

の
３
差
路
交
差
点
の
安
全
対
策
は
。

●
答
弁
　
府
道
を
安
全
に
横
断
で
き
る
場
所

を
設
け
る
必
要
が
あ
り
、
羽
曳
野
警
察
署
と

設
置
位
置
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

●
要
望　
警
察
と
協
議
を
行
い
、
安
心
し
て

送
迎
で
き
る
よ
う
、
ま
た
府
道
交
差
点
の
南

北
横
断
路
に
関
し
、
信
号
や
横
断
歩
道
、
そ

し
て
歩
道
敷
等
の
整
備
を
要
望
す
る
。

《
福
祉
避
難
所
の
役
割
と
、
福
祉
施
設
を
含

む
地
域
連
携
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
内
に
点
在
す
る
福
祉
施
設
と
近

隣
地
域
、
施
設
同
士
の
連
携
の
現
状
は
。

●
答
弁
　
校
区
で
の
防
災
訓
練
に
施
設
が
参

加
す
る
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
お
り
、
今
後

多
く
の
地
域
に
広
が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問　
市
内
に
は
２
１
１
の
福
祉
施
設
が

あ
り
、
多
く
の
建
物
は
耐
震
基
準
に
適
合
し

て
い
る
。
施
設
自
体
を
地
域
の
要
配
慮
者
の

身
近
な
避
難
場
所
と
し
て
使
用
で
き
な
い
か
。

●
答
弁
　
特
性
か
ら
、
要
配
慮
者
の
避
難
生

活
の
機
能
は
有
し
て
い
る
が
、
施
設
運
営
や

入
所
者
の
処
遇
等
に
支
障
が
な
い
よ
う
、
十

分
な
協
議
等
が
必
要
と
考
え
る
。
福
祉
施
設

と
地
域
の
連
携
は
重
要
と
考
え
る
。

●
要
望　

福
祉
施
設
に
対
し
積
極
的
に
支

援
を
お
願
い
す
る
。
市
内
の
施
設
と
適
切

な
協
定
を
結
び
、
少
し
で
も
要
配
慮
者
が

安
心
で
き
る
避
難
所
の
増
設
を
要
望
す
る
。

特
に
浸
水
想
定
区
域
内
の
32
施
設
に
は
、

市
が
サ
ポ
ー
ト
し
、
要
配
慮
者
の
安
全
確

保
を
要
望
す
る
。
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広
瀬
公
代
（
日
本
共
産
党
）

《
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
》

●
質
問　
28
年
度
、
当
市
の
国
保
加
入
者
１

人
当
た
り
の
年
間
所
得
は
50
万
7
千
円
、
国
保

料
は
８
万
7
︐
5
0
0
円
と
重
い
負
担
。
①

来
年
４
月
か
ら
の
統
一
化
に
向
け
、
府
の
２

回
目
の
当
市
の
保
険
料
試
算
結
果
は
。
②
保

険
料
の
引
き
下
げ
と
保
険
料
減
免
、
一
部
負

担
金
の
減
免
の
充
実
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

③
保
険
料
を
支
払
え
な
い
方
へ
の
対
応
は
。

●
答
弁
　
①
１
人
当
た
り
の
保
険
料
額
は

13
万
2
︐
1
2
7
円
、
年
間
１
万
9
︐

1
9
3
円
の
上
昇
と
い
う
結
果
だ
っ
た
が
、

一
定
の
条
件
の
も
と
で
の
試
算
で
、
現
行
の

保
険
料
水
準
と
比
較
し
た
も
の
で
は
な
い
。

②
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
、
単
に
保

険
料
引
き
下
げ
や
赤
字
の
補
填
に
は
行
わ
な

い
。
保
険
料
減
免
、
一
部
負
担
金
減
免
は
、

府
内
統
一
基
準
が
設
け
ら
れ
た
が
、
各
市
町

村
で
実
施
し
て
き
た
経
過
も
あ
り
検
討
さ
れ

て
い
る
。
③
個
々
の
事
情
を
伺
い
、
解
決
策

を
探
り
、
分
割
納
付
、
減
免
な
ど
引
き
続
き

き
め
細
い
対
応
に
努
め
た
い
。

●
要
望　
厚
生
労
働
省
は
「
被
保
険
者
が
受

け
入
れ
ら
れ
る
保
険
料
負
担
の
観
点
か
ら
、

法
定
外
繰
り
入
れ
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り

崩
し
や
、
個
別
の
保
険
料
減
免
な
ど
、
財
政

責
任
の
一
端
を
担
う
市
町
村
の
立
場
で
、
激

変
を
生
じ
さ
せ
な
い
配
慮
を
求
め
る
」
と
言

っ
て
い
る
。
府
知
事
も
「
一
般
会
計
の
法
定

外
繰
り
入
れ
も
減
免
も
市
町
村
の
予
算
な
の

で
権
限
は
市
町
村
に
あ
る
」
と
答
弁
し
て
い

る
。
市
民
の
暮
ら
し
、
健
康
を
守
る
市
と
し

て
も
、
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
。

《
介
護
保
険
に
つ
い
て
》

●
質
問　
要
支
援
１
、２
の
人
を
軽
度
者
と
し

て
訪
問
介
護
と
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
給
付

か
ら
外
し
、
市
町
村
の
事
業
に
移
す
総
合
事

業
が
今
年
の
４
月
か
ら
全
国
全
て
の
市
町
村

で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
先
行
的
に
昨
年
４
月
か

ら
総
合
事
業
を
実
施
し
た
大
東
市
で
は
、
認

定
率
の
低
下
が
進
め
ら
れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
打
ち
切
ら
れ
た
人
の
重
度
化
が
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
当
市
で
は
、
昨
年
10
月

か
ら
総
合
事
業
が
始
ま
り
、
丸
１
年
経
っ
た
。

①
必
要
な
介
護
や
支
援
が
受
け
ら
れ
て
い
る

の
か
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
現
行
相
当
と
緩

和
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
の
人
数
は
。
②
来
年
４

月
か
ら
始
ま
る
第
７
期
は
、
必
要
な
介
護
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
計
画
に
し
、
介
護
保

険
料
を
引
き
下
げ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

●
答
弁
　
①
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
の
利
用
者

は
全
体
の
２
％
。
訪
問
型
は
94
．
3
％
、
通

所
型
は
97
．
2
％
の
方
が
現
行
相
当
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
。
②
必
要
な
方
に
適
切
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
進
め
て
い

く
。
保
険
料
は
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
継

続
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
あ
り
、
適
正

に
算
定
し
て
い
く
。
制
度
化
さ
れ
た
仕
組
み

以
外
の
一
般
財
源
投
入
は
被
保
険
者
間
の
公

平
性
、
健
全
な
財
政
運
営
の
観
点
か
ら
適
切

で
な
い
。
国
に
対
し
、
低
所
得
者
の
方
へ
の

軽
減
措
置
な
ど
要
望
し
て
い
く
。

●
要
望　
心
配
な
く
必
要
な
介
護
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
。
大
幅
な
国
の
負
担
割
合
の
引

き
上
げ
と
利
用
料
３
割
負
担
の
中
止
を
求
め
、

第
７
期
保
険
料
は
値
上
げ
せ
ず
、
市
独
自
の

保
険
料
、
利
用
料
の
減
免
制
度
の
実
施
を
。

《
生
き
が
い
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
》

●
質
問　
送
迎
が
な
く
な
っ
た
理
由
は
。

●
答
弁
　
総
合
事
業
の
開
始
で
見
直
し
た
。

●
要
望　
お
元
気
で
も
交
通
困
難
地
や
自
転

車
や
バ
イ
ク
に
乗
れ
な
い
方
も
気
軽
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
、
ぜ
ひ
送
迎
の
再
開
を
。

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　

 

笹
井　
喜
世
子　
竹
本　
真
琴

　

 

通
堂　
義
弘　
　
百
谷　
孝
浩

　

 

花
川　
雅
昭　
　
広
瀬　
公
代

　

 

松
村　
尚
子

◆ 

編 

集 

後 

記 

◆

今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、
平
成
29
年
第
４
回

定
例
会
の
報
告
で
す
。
ま
た
今
回
は
、
百
谷
市
議

へ
の
議
員
辞
職
勧
告
決
議
を
可
決
し
た
こ
と
、
そ

の
後
資
格
審
査
特
別
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た

経
緯
と
内
容
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
い

「
市
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
に
委
員
一
同
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
今
後
も
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年
第
1
回
定
例
会
日
程

　

第
１
回
の
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
10
時
か
ら
で
す
。

２
月
27
日
㈫ 

本
会
議

　
　
　
　
　

 

（
提
案
説
明
・
施
政
方
針
表
明
）

３
月
3
日
㈯ 

本
会
議（
施
政
方
針
代
表
質
疑
）

                

『
土
曜
議
会
』
午
前
10
時
～

３
月
7
日
㈬ 

本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
月
8
日
㈭ 

本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
月
９
日
㈮ 

予
備
日

３
月
12
日
㈪ 

本
会
議
（
議
案
審
議
）

３
月
13
日
㈫ 

総
務
文
教
常
任
委
員
会

３
月
15
日
㈭ 

総
務
文
教
常
任
委
員
会
予
備
日

３
月
19
日
㈪ 

民
生
産
業
常
任
委
員
会

３
月
20
日
㈫ 

民
生
産
業
常
任
委
員
会
予
備
日

                

（
午
後
１
時
30
分
～
）

３
月
22
日
㈭ 

建
設
企
業
常
任
委
員
会

３
月
27
日
㈫ 

本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
等
の
都
合
に
よ
り

一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　
平
成
29
年
12
月
12
日
の
第
４
回
定
例
会
第
４
日

目
に
お
い
て
、
各
会
派
幹
事
長
よ
り
、「
百
谷
孝
浩

議
員
に
対
す
る
議
員
辞
職
勧
告
決
議
案
」
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
提
案
理
由

　
百
谷
議
員
は
、
羽
曳
野
市
島
泉
に
住
民
票
を
有

し
、
昨
年
9
月
の
本
市
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補

し
、
当
選
を
果
た
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
選
挙

戦
の
最
中
か
ら
、
百
谷
氏
が
羽
曳
野
市
に
居
住
実

態
が
な
く
、
被
選
挙
権
を
有
し
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
市
民
よ
り
訴
え
が
あ
っ
た
。
本
市
議
会
と

し
て
慎
重
に
調
査
を
進
め
た
結
果
、
島
泉
の
借
家

で
の
居
住
実
態
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
と
結
論

づ
け
た
。

　
採
決
の
結
果
、
辞
職
勧
告
決
議
案
は
、
全
会
派

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。（
法
的
拘
束
力
は
な
し
）

　
そ
の
後
、
百
谷
議
員
は
辞
職
の
意
思
が
な
い
こ

と
を
表
明
し
ま
し
た
。
　

　
12
月
20
日
、
各
会
派
幹
事
長
よ
り
資
格
決
定
要

求
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
資
格
審
査
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
定
例
会
最
終
日
に
は
同

委
員
会
の
委
員
の
選
任
、
百
条
調
査
権
の
委
任
な

ど
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
資
格
審
査
特
別
委
員
会
】

委
員
長
　
　
松
井
康
夫
議
員
　

副
委
員
長
　
笠
原
由
美
子
議
員

委
員
　
　
　
竹
本
真
琴
議
員

　
　
　
　
　
金
銅
宏
親
議
員

　
　
　
　
　
笹
井
喜
世
子
議
員

　
　
　
　
　
若
林
信
一
議
員

　
　
　
　
　
上
薮
弘
治
議
員

百
谷
孝
浩
議
員
に
対
す
る

議
員
辞
職
勧
告
決
議




